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平成 9年 度に本学が開学したのと1可時に、地域交流研究センターが大学の附属機関とし

て設置されました。地域交流研究センターが設置された直後から本研究センターは活動を

開始いたしました。これは類い希なことです。研究員の皆様の大変な努力と、陰ながらお

支えいただいている事務職、行政職、地域の関係機関の特様のご尽力によるものと心より

感謝中し 1二げます。

本センターは、 1年 間を
本つの節日として考えてまいりました。■年間の活動の成果を

元に、地域特性に応じたヘルスケアモデルを開発していきたいと考えております。その成

果はまだ |ム分には疾れておりませんが、成果の
一
部は 1重県が策定したヘルシーピープル

みえ 21の 数値 |1標に反映しています。具体的にはホームベージを見ていただけたらと存

じます。 (httpi//www.pl・cf).11lic,jp/konkot/kurashi/HEALTHY/index.htm)

年報としては、3巻 ||に相1寸4する 1年1判の活動結果と経過をまとめることができました。

これも多くの方々からの支援の1易です。本センターは地域で暮らす人を支える医療者を支

える、という活動を行ってきたわけですが、本センターの活動を通して支えられた研究虫

も少なくありません。

この年報に関しましても、足非皆様からのご指導、ご鞭撻をR易り、次のステップに向け

て発進できることを願っております。文、地域交流研究センターの活動に関しましては、

地域交流研究センターのホームベージ (http : / / w w w . m c n . a c . j p / e r e a / i n d e x . h t m l )がござい

ますので、足非、 ご 覧いただきご意見を頂ければ幸いです。

地域交流研究センター

センター長 川 野 雅 資
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1.県 民局担当制事業

( 1 ) 北勢 県 民 局

地域における活動

" t  W l杵: 1 ) 1藤r t t  r、t ' t川夕rr

i .  活 動 | 1 的

1.|こ どもの健康づくリネットワーク
'i年業」に参いFし、 !!f業の推進に寄′テする。

2.北 勢けttLtれむ41内|IFWrの保健婦活動を支援する。

3.北 勢げIt民h34有内市llllおよび保健所保lrd婦のイ)F修活動を支援する。

1.前 |1町布甚ステーションにおける活動にll可行しながら、地域に幕らす利用その実情をr収解し、看推ニーズ

を把拡する。

H.活 動経過および内容

1.「こどものlrkll康づくリネットワーク
.!f米
J

この
1lf米
は、北勢り「tLt用鈴鹿保健柄和L‖;が、4+内の地域保健や学校保健をはじめとするこどもに1増わ

る1判係者に呼びかけ、1判係杵が行機的に迪城し、 本次 予防をlTl視したこども時代からの健康づくりの展

1相を促進することを|1的としてすこ足した寸i米である。
ljf米
の実施 it体は 「鈴亀こどもの健康づくり1研「究

公Jで ある。伊F究公は、他||1市・1対町教十ド委よ1公、鈴鹿イい亀山市学校保健公、他山1代Mi会、他山市 ・1判

Wr保健センター、鈴庇保健れキれに用̀ 、その他学!i投経験杵の代表者で構成されており、北勢リェtLthむⅢl 1`たは

その 本'1として参力||している。
/〉
年度は、鈴化のこどもの健康1出1題として催先して取り和tむべき1判題は何かについて、本研究公を構

成する和1織の1増係者に対し制命を行い、十問題の共有化を図る活動を進めている。

2.保 1/rLl佑|,,千動支援

北勢りlt民九むp叫|1市保健柄れに出;が取り紺んでいる i!1榊1 lWrの′|:活ヤイ|ダt病対策への支援に、助!iヤとし

て参力11した。

この支援可f米は、 1ヽ11)()RIモ デルを用いて、現状の健康教育の)とIFtしを隊|ることをねらいとした

ものである。各田rで既に実施済みの健康教育を検i討対象として、まず問r保健姉が 1ヽ11)ORIモ デルを

ヤ!千)llして|ア1己キ」を仰|「し、それをもとに
Wlの
保健婦と意見交換を行いながら改洋点を児出していくという方

法で助!千した。なお、この活動は、保lrrLr桁祉mt〕!Hl者と共に各町に出向き、川Fの保健Jf米往般の中での

対象可f来の位ド!付けを把コ|し、それを附まえて行った。

‖.保 健姉の何F修ヤ1千動支援

北勢りit民用未名、νЧII市、鈴鹿保健柄れに部が行う次の 1つのイ)F修に、助!す者として参加した。

(1)田 r村および保1/7L所保健筑'1次研修

この何F修は、採用 2年 Hの 市田r村および保lrdl所供健名ヤを対象として、保健怖|の家庭訪問を通した個別

支援のブJ111形成および向 liをは十ることをねらいとするものであり、ここ数年Fr年実施されている。今イ|:

1度は、対象杵 1()名のうち、柔名保ltll柄和L‖よ、長rr;田r、束'1川r、ljLl l l市市、拡理F町、楠川rの保lrrll名↓9名 が

||1席した。

それぞれの保lrrll怖|が家庭;訪ド町を通して支援した可f例を、Ji例校i討レホートにまとめ、提|||することが
'11前の課題となっており、研1ケ会の

Wlll、
 や)名から提出されたレホー トが出席杵企'1に西亡lfされた。各

|'|がレホート作成を,山して|′i己ti平和liした内容、|′1己,i果題件についてすと共し、それをもとに意)と交換を行

l―



った。 0名 のレホー トおよび討議の中から抽出された次の課題について助:iした。

11 保健婦が援助すべき1/rLl康|1町題

2 態 度行動の川駒年

|1 家 族看甚の、I場からのアセスメント

■ ア セスメントをたすけるPLf命や)tl度の活)11

11 保 1/rLl塙|の援助f支術
16+ 付[H別事例から地域の保健ニーズをすこれtする視点

7+ 機 関内)ll野ち、 機 関ドけ埜じ与

点 ri任 と共務

(2)市 町村および保健所保健拓↓指導者研修会

この研修は、市川r村において新規採||!保1/rllれ↓のfヤ準にあたる立場の保健姉を対象として、今イlil支から

始められたイ"F修であり、糸名市、長島川r、 人安Wr、束と1田r、p叫|1市市、拡軍Fttr、楠田r、他山市から保健

怖1村名が出席した。Ⅲ前に、新出せ採用保健筑↓の指導体怖Jの現状、子岳準者としての1木|りごとや1問題点特に

ついて、 |′1山だ述形式のT〔1明紙調査を行い、その結果のまとめをネ材として、情Hl交換、意)と交換を行

った.ま た、長rij町が作成している漸採年後教育マニュアルのネ|!介がなされたしこれらの検!;、1を″も、まえ

て、)夕(の内体について助 |すした。

1  新 れ↓1采川l保他れ市σ)十持う尊14N‖il

2 保 健怖1教fドの),峰本的な考え方、年米||、1の学
′ltの能ブJ

t; 洵i出せ採用保1//11婦教育の考え方、教育σD/J法

1  相ifri"Flケσ)||卜|

5  '千ノ、十米1世杭↓σ)ルせ|「lllFlケ

1.tiな|1町rl li雀ステーション
|なでしこ他山Jに おけるヤ!千動

11方|||1看甚ステーション
「
なでしこ亀山Jで のヤ!千動は、 十`え成 12イ1拘()川から1用始した./メ lil芝は、訪1出l

行,iとのF)と状をメ|!解することを|1的としたヤl千1tllを中フ亡ヽに行った。

ヤ|千rll内容は、)12卜!|ドた1芝前|ユ1行十雀スタッフと共に利|ll杵
フ
とを前|1町し、スタッフと共にケアに打||わり、

利)|1杵とその家族が他える現
′
ブこの|||1題や悩みに触オ1ている。スタッフ||キ1で行われている)市i1/711校1討公に参

力||し、利用杵9)(せ()1ィやAl)1向 liを|1怖したケアフランの校!卜|を行っている.

111.ヤ1千rljの成明と、 今 後の訳題

「こどもの1//11康づくリネットワークⅢ米Jは 、
Hl地
域の課題について、1判係杵での共通認識が|判`られた

後は、解決策を校,iJし、それを実」蛇していく段階に人る。

市町村の保健塙1活動支援については、保健
tif米のょ1平和liのためのデータ分析に対する技術的援助を行い、

′|モヤ1千i甲||〔瓶対策の進ルとに行rJする。

保1/rltt i次市)F修への協力は
/〉イlil度が‖イlil lになるが、こオlまでの伊「1ケを附まえて、和千人保健れ↓へのサホ

ートを強化するためには、十持準にあたる保健名古のイ伊F修も|!可||、子に行うことが必要との1;怒識から、
/〉イ|を1芝、19F

たに指)キ杵打F修が個lhiさオl′え『蛇された。
/〉
後は、こオlらの伊「1ケをオブには化していく4必要性が1増係者の|1町で

!;懲識されており、検卜11的に参1出Fしていく予定である。

li方|1町行甚ステーションにおけるヤ1千動に1対しては、ステーションのスタッフとの|IJで、 今後は利|ll杵の′|:

ヤ!千11の二十 ドを中心とした1方ドil行推診断および訪ド町行託肥鉢の校i卜1が共通課題として認識されている。



総合医療センターにおける活動

"!Hl格:rl)1徳 r、杉lllド年代 r、林 文 代、!rf)1勢,14r、杉崎 A災

1  ヤ!千動 |1山勺

総合1矢成てセンターの行甚活動に参加|、脇ブJすることにより、教'11ri身の実げ覧能メJ及び行ti雀スタッフの☆

Fil品|11をIXIる。

lI 活 rtlj状ルと

l llllll々の働F修ヤ!千動
・小児行li雀の援助を考えるために、 村 先あるいは外米受!診のけれとの様 rや‖‖き取りから、F)と代のけれとの

病気やfド児の対処行動を匁|ることをH持 したが、 21口|ド1!1芝の活動で終わった。 (rlサ11)
・病棟におけるFl li雀,,千動向 11のために男tたせる役十Jを検討することをH的 として、府准姉の||↑‖米務の

中での、|||1題意識と対処行動の実態把拡の継統をlil‖hiしたが、実施できなかった。 (林)
・希甚聞;における継統教十ドの向 11発ルtに多すめることを|1的として、教育ヤ岳動を行った。

行j旦
‐||、センターに駐ri:し、継統教育の企lllllからサ1体的とこ1州、11平価の過村1!において,,千動内容の充実

にサミ(ブJするとともに、行li吃1付;の教育に|;町する相1設やスタッフの多様な相1献に応じた。

今後の,択題は、教育ヤ!〔動の
フ
ブこげ受j山して教育委,1各人が継統教育の意式を考え、!t体的なルtl'門方法を学

ぶ機会となるような1判わり方と、継統教十ドの中|「Ⅲ lWiそのイド成が急務θ),択題と考える。 (杉|||)
。はイにT〔θ)lドヽいFl「;雀ケアを推|)(することを|1的として、スタッフとナ【に、希准 (せ1 イヽ"F究会1対1充 「品i雀

のT〔T〔1出l紙Jを サllいて、令病棟で行にのT〔を1)J企し、各病|】〔別総そ|1点比岐と病棟全体のサブスケール

分析からrlたのT〔f‖を1‖Fを行った.次年十度は各l lll球〔別のサブスケール比岐から塙1叫ての特殊性を,といだし、

行:准のT〔ti平1‖iとの関連を|り1らかにしたい。 (杉出行)
・慢性|り1にあるとノ、行liとの援助を校!i寸するために、退院後ri:化で′|モヤ!千する際のは杵の気持ちや家族の寝

けべれなどについての十!門きJtt t'をlill11イしたが、
フ
ブt施できなかった,(1【f)11)

2.)【通のヤ!千動

1 行 ti雀職杵のイJ「究指準

本イ|:|を、|ケこ妹センターから出さ才lた伊「究テーマは 15題 で、うち(;題は1町イ|:1寛からの細【統伊ドダtであ

ったコ

本イli)をのイ"F究指導体制は、従来からの|クこ)'〔センターⅢ lHl教と1による指導 (7題 )と 、りlt立病院課 it

ll卜のイ)「1ケ「‖古il木行li雀|"「究_で 小学教!1による指導 ( 題ヽ)と いう2つ の指導体制があって、十H打イに|)町

わった教!tはその文J応にとまどった。

2 Ⅲ IHIコース冴||セミ十一への参|lhi

本イ|:1芝から年後 |;～あイ|IHを対象とした (;つのテーマ冴||セミナーがlil‖lⅢされ、その学i!ギ会に参)JIIし

て、中峰と行fi雀姉の和よ統教育の)1モ1卜14:r)に1増わった。

セミナーは竹)|あるいは隔川で|)村十1され、1対1+|||、十1111は|1勤終 r後の 17!|〕()～19!()()であった。初めて

の企|1lliであったが、 各 |′1のおツによるテーマのもとでの4少ノ、独の学iⅢギ会であったためか、参加|その熱

意や意欲が続えた。その1支1山「、 ‖勤業務が終わらず、 ん と||、子|lilに1丼J始できなかったり、参力||イが少な

く、ヤ,千たなti」fなができないなどの1出l題もあった,

13)い ||には、セミナー奄ノt会が 予定され、111｀
11教
!1も参力||して学i↓ギ内容の)(行が行われることに

なっている。

111 まとめ

ヤ,千動も 1イliが経過し、本イ|:1芝は存後教f下のテーマ別セミナーヘ教,1が参1山「するなど、活動の発とtがみら

ォlたが、 本方、教!1lH の々イ"「修活rfllがド昨状!)とを
!1としてきている。これは大学の本務に||十1111を要するため

で、今後もこの状況の改占は中4めないので、 ■|の効〉イて的なイ)「1ケ方法を)といだしていくことが必要である.

また、セミナーヘの参|lhiについては、
/〉イlil度の成果をどのようにすことこさせるかという||!Hl教ナ1の役側や

1判わり方の校,;」が急務である.



(2)津 地方県民局

こころの医療センター

〕い略許: 北li:;謙Fi

l ヤ岳Dj1 1山匂

こころの医療センターにおける精神科呑護突『蛇および研究活動を叫解し教11と看薩スタッフが相1ブたに

学び合うことを通し、看甚突r受及び1)「究活動の推進をはかることを|1的とする。

H 本 イ|:度の活動状況

1.布 進研究充共公前f平:院内看護研究充友 11波題に対して、指導 ・助,すを行った。

2.布 甚1)F究
:it例への個別柿準 :5)!よ り613f例に対し継統的に研究f旨準を行った。

3.セ ルフケア行推論抄抗会 :為f神科におけるセルフケア概念の理解を深める|1的で 1」)jより抄読学ilギ

会を1粗始した。

111 今後の課題

従来より継統してきた希甚|けF究指準に力||え、粘和|1科におけるセルフケア概念のlll!解を深めるための抄読

会を1州始した。

今後は、行甚実げ境活動のさらなる充実に紫がるように相|′Iの学び合いと連携活動をH指 したいと考える。

Ⅲい
'1者:八|||1助1可

1 ,岳動H的

教上1と看推スタッフが協働して、汽f仲|1科をイlittl病棟(痴米)た)における呑護診断 ・rl護汗】成ての実げ受および

行経"F究を行うことをH的 とする。

H 7岳動経過及び本年十度の活動状況

1.介 託保険準人に||そうと年則病棟(痴呆病棟)の忠者動向の検1討

2.痴 米)品:忠杵および家族に対する希誕汗i妹としての 「大道去妹法Jの 実r長と伊F究

3.痴 米)品:行!i雀マニュアル(クリティカルハス)の作成

1.希 甚記録 (卜11)S、フォーカステャーティング、フローチャー トなど)の 検討

5.行 甚i診‖折・布託'F究のす岳準

111 今後の課題

教ナ1と行推スタッフが継統的に協lrllしてとイ|をサ明精神行推の向 11に努めていくc



小児心療センターあすなろ学園

Fll Hキ々 :服部 希忠

1.活 動|1標

lri縮的1明題及び行動 11の‖1題をかかえる児改、ri年用1の精神看護の課題や1占1題点を明らかにし、児最、

i=i年期の精神看護について検討する。

1.rl進過柱に'1モづいたケアフランの、1案、看護実践を支援する。

2.地 域で′|二活する情緒的、行動 11のF町題をかかえる児竜、持年の呑護について考える。

II.活動経過及び成果

1.Fif例検!i寸公

各病棟から構成されるメンバーにて、 5事 例の布護過程にそったケアプランについて検討した。

(21111川)そ の結果、以 ドの効果がみられた。

・ 行甚過科Iに)1そづいたケアフラ ン立突の方法、看護診断が明確になった。

・ ブランはサt体的に111く必要性がわかった。

・ 行准:i少断の半き方、アセスメントの視点が|り!確になった。

・ ケアフ
'ラ
ンと経j出だ郎の十期連がわかった。

・ !!r例に対するいろいろな兄方ができた。

'|′十分の受け持ちの
Ii「
例にもあてはめ、突際の看護に役、1った。

・ ||、千1111、場所、ブ、独が保Hlされ、アドバイザーがいることで学i叫効果があった。

2.tl方|IJ布准l対イド

!力i明希乱筑|'に||」行し、地域における情緒的、行動 liの十1町題をかかえる児張、 if年へのケアの実態につ

いて調介した。 111:例のみの1守Ⅲ企であつたが、11方1判呑護を行うことでの利点、前ll町布護姉の役キJ、訪1判

布!iとを継統して行うことの1木1難さが|り1らかとなった。

lH.今後の課題

ネ|:会の変化に伴い、被,た待児、摂食障11:児の人院が増えている。人院時から地域で生活することを視野

に入れた看託実げ上が行えるようケアプランを立案していくことが必要である。

今後は以 11の点をお、まえたlH別ケアの実践をテーム全体で取り和iむことで精神看護の向 liをめざすこ

とができ、そのための支援を継統して行っていく必要がある。



小  学 校

Ⅲlド4打 :大谷 忠

1.ヤ岳9川1山匂

為f神府誕学の机点で児性のこころの健康保持 ・増進、こころの1明題を看護の側1角Fからどのように支援す

ることができるかを検討する。

回.活 動経過報,li

今年度は以 ドの 3つ の活動を中心に行う。

1.1町:年度の実施結果 (保健生米生児 1ヽ数及び学イ|:別来生児壮数、来生す収|||、米生時の対応)に ついて

学校1対係者との意児交換を行い、今後の方向性を検,i、1する。

2.不 校校児tへ のカウンセl)ング、学校カウンセラーの活動の報fIFなどの学会や勉強会に参加1し、児

tの こころについてのPl角年を深める。

3.保 健生米生児Fれとの1判わり

「友人とうまくいかないJ「勉強についていけないJと いう児rたの話えを傾聴する。

身体の不!)Jを1訴えて来生した児柱には、まずは身体1向「へのケアを実施する。そのことにより児 1ヽは

ケア提|サ〔打にこころのうちをliliる何〔向にある。

111.今後の課題

1.児 1ヽの実態を把れ!する (イlt問行 J'と来■児Fれ数との十判係を検,討する)。

2.児 1ヽにとっての汽f神11行准学 11の保健生の意味を考祭するとともに、児壮への1増わり方の方法論を検

討する。



士
心

抑tHlヤ :森 ド利 r、藤本十 二、池111山紀

I.活 動H的

1.｀十え成 12イ|:度院内看護教育研修の指導に1判わり、看護職と1のアセスメント能力の向 11を図る。

2.病 棟における1けF究活動のf岳準および助riを行い、突r受に活用できるよう支援する。

3.病 棟におけるJf例検討会、勉強公への参加および助:すを通して、看護ケアの充実化に向けて支援を

する。

H.活 動状ヤ)とおよび成果

1. 布 准部 i:‖Lによる院内Fl廷教育,F修は、昨イlを度の 「フィジカルアセスメント|に じ|き続いて行わ

れたものであるが、小イ|:度は″とヽP世・十1:会1山「におけるアセスメント能力の向 liをH的 として、 1 1HIに

たってえ施した。テーマは、郎f床で避過する機会の多い″いP世社会的反応を取りあげ、1 1HIH iィく安 ・

恐1布、 2 1HI H:lrえ・依作、 31口IH:無 力感 ・コミュニケーション技術、 11口IH i退行、について

行った。

心PI!・ネ|:会1向Fにおけるアセスメントは、対象の iを作〕↓的側1山「が大きく関′Iしており、それらを適りJ

に把〕|し判断することは難しいがlTl要性も高いため、行薩職と1は毎阿熱心に参加|しFI解を深めるこ

とができた。

2. 何 F究活動では、戒て推夕甲!病床および外来における呑准職,1への粉F究指導 ・助:;を行った。療益チ取病

床での1)F究成舛とは、第 11口||1本痴来ケア学会において 「痴米性を人忠そへ楽しさ刺激を付iJ別リハビ

リテーションに取り人れて」と題して発炎を行なった。外来での研究は、院内行護研究充疾会で発

表する 予定でfll備をしている。

3. 病 棟ヤⅢ千動は、 ^般病棟では教育委!1の役十Jを|り!確にし、教育委員が中″いとなって行)1 1 1ril!!f例校

!ホiを行ってきた。
:i'例
検討を逆して、行甚職11はこれまでの研修での学びを実げ受に活かす取り和とみ

ができるようになり、スタッフ|卜J lfの意思統 ‐もよリスムーズにできる機会となった。療養ナ〔宅病床

においては、城て益テ守!病床としての看l荘提供のあり方や、呑護ブロセスの考え方についてスタッフと

取り和[み、病棟lid鉢の改良やは者家族への1山i接指導など、典体的活動を実施することができた。

I11.今後の課題

教'1と布薩職!【相|′たの1判わりを通して、|1的とする活動は実施できているが、今後はさらに突F受活動

に緊がる内容の充実と取り和とみ方の効率化を検:討していく必要がある。



藤田保健衛生大学七栗サナトリウム

ⅢlHl者:辻川真弓、中村1lr余

1.ヤ岳Flj l l向匂

1.看 進姉としてケアに参加し、病棟スタッフとともに緩和ケアのありかたを考える。

2.ホ スビスボランティアとともに活動し、緩和ケア病棟のボランティア活動を支援する。

|;.緩和ケア病棟での研究活動を共同する。

1.忠者のQOIフを高めるための援助方法を考え、実施する。

H.活 動内容および成果

緩和ケア病棟での活動もう年||に入って、病棟スタッフとともに緩和ケア病棟の看護の
‐
端を担うもの

としての役甘IJを果たしていけるようになってきたと考えている。活動頻度は週 11「コ1を原則として活動して

いる。

1.看 准塙|として緩和ケアに参力11する

忠者・家族に対しては、石護婦として、ボランティアとして、また大学の領域別実習のf旨導杵であると

いう立場もあるため、H十に応じた立場でケアを行っている。病棟全体に、県民九3活動としての、我々の

i:千刃jのii旨が,芝j企しているため、は杵・家族にも'と和感なく受け入れられていると思われる。

t,っくりとti汚しを聴く、病棟スタッフとのキ1町の緩衝材になる、病棟スタッフではiFtく
｀
に応じきれない

要マ!に応えるなど我々独1'十での動きと、病棟スタッフのケアヘの支援との、ドj方の側i面で緩和ケアに参

力||している。大学の何〔域別突i中の怖導で病棟に人

って、忠ヤ情報を充分 r解 していることで緩和ケ

アヘの参加がスムーズになっている。

2.研 究活動

病棟スタッフの看経イけ「究に対しての特準を行

うとともに、スタッフと共同の研究活動を行っ

て、病棟スタッフの緩和ケアについての学十ギ、

ケア能ブJの向 l,につながる活動を支援している。

病棟の症例検討会への参加も行っている。また、

院内看護部の看護研究への協ブJや、看経教育活

動に対しての参加協ブJも行っている。

3.ボ ランティア活動を支援する

ホスビスボランティアとともに、季節の行事、音楽療

法、お茶公などの活動して、それを支援している。ボラ

ンティア逆イ:iのすと行も、本年度は|口十数が少なかったが統

けている。

1.1基1去坂て法

り11Lt九む活動の 1イ|を||から続けている活動で、緩和ケア

病棟に定持してきた。本年十芝も、ボランティア、病棟ス

タッフとともに|ネ|どt城て法を継統している。また、田芸城て

法の効果についての布,F究も病棟スタッフとともに行って

いる。

攻ヽふ　　≡≡ヤ一一！一一ギ
Ｈ癬



馬.タ ーミナルスヘシャル食の|え施

忠杵様の Q012を高めるための援助として、タ
ーミナルス

ペシャル食の実施を行っている。忠者様の状態にあわせて、

希マ!がかなうように食可fを提供することや、季節の彩りと、

家庭の味を楽しんで頂くことなどを、ボランティアや病棟ス

タッフとともに考えながら実施している。忠キ・家族の特様

からは好f平を得ていると思われ、今後も統けていきたい活動

である。

さらには、我々の提供しているターミナルスペシャル食に

ついてのlilを和IFを、スタッフとともにしていきたいと考えている。

Hl.今 後の課題

リェt内‖|た
本の緩和ケア病棟であり、緩和ケア病棟に対する認!識は深まってきていると思われるが、実際に

はあまり濯透していない。我々が活動をはじめて 8年 ilに入ったが、 二lTl県内においては緩和ケア病棟に

対しての
^般のPl!角年はまだ充分には得られていないように思う。地】性的なイく使さもあり、ボランティア活

動もすこ展しにくい状況である。り1(内に緩和|ケア病棟が存イ1:することは意義あるものである。これまでの活

動を継続していきながら、今後は緩和ケアに対してのP世解を得られるようなヤⅢ千動も考えたい。



河芸町保健センター

担
Ht者 i小林 文子、 1村 良 r

ヤ舌glll l山匂

母 r保健JF米に協働参加し、!サ子保健寸f業の評価 ・課題を明確にする。

!舌I功‖犬ヤ)と

活 動 参 加| | 1 及び i t な〕! W i 内容

9 ) ! 2 1 1 1  1 1 ) 1 1 6 1 1  ‖) J 1 5 1 1

|1町診 ・保1/d指導を担l Wlし、カンフア

6)11局|1 8,j1711 2)11511

レンスにて意児交換

1明診 ・保健指準をコ!Jlし、カンファレンスにて意)と交換

1 ) 1 ‖[ 1  昂ナ1 1 1 1 6 ) J 5 1 1 9 ナ1 1 1 1 1 2 ) 1 1 1 1 1 ) 1 9 1 1 3 ) 1 5 1 1

供健婦 ・傷t育 ff・心lW判定典と共に支援フログラムの実施

17)1 lS IIテ ーマ 「こころとしつけ」 f占師Ⅲ lHl
|ぷ
川思||テーマ 「排沖!J f格的F〕!Ⅲl

5ill l l料!学級      | ) 1 1 7 2 2 1 1  思 ナ!19/26 + 1  1 2 ) 1 2 /ゆH

―――   ― ――一――上前師神!上上どと=ヱ ワ
ークのファシリテーターⅢ lHl

‖歳児健診の11町診必tを資||とし、統lil的分析を行い,il[価した。

1 1 1 .

1 .

,|!保健所で1対1111さオ1ている I)l)会に参ル||し、母 r保健に1対する知1耐とす支術の1)Frflを積むとともに、け r

保健
:11米
,il:llllのあり方について考えた。

,1千動成明と

1/rl診への参力|1及び |十歳児健いにti分命|1町診共の分析よt)、母親の他えるllみヽが|り1らかになり、通りJな相1献

付1子が必要であることがわかった,特 にオ村1町け料とと児のみで
′|ニヤ1千している家族へのfド児支援の必要性が

ホ峻された。

継統合児支援においては、支援フログラと、を実施する過柱で、個別に児のすこ進の特徴が把拡でき、そ

オlに応じた支援内容が|けlらかになった。

rfドて教4に おけるT〔||||から、幼児のしつけや排il11についてけ料とはさまざまな111判1に11みヽlf惑い、そ

れを竹決する'1体的方法を申11'ド家に求めている.

リ

1.|ド打料と学級は、は人キや身近に相1献付1子が少ない者にとっては仲lillilつくりの機会となっているtま た、

ヤ々生参加杵は||1此後の乳幼児相1談や健診にもブt姉でそろつて参力||するなが|1立ち、すド児で＼の父れと参ル||の

機会となっていることがうかがえた。

局̀健 診の受診本は高く、イ】どの児の健康状態が十世〕|さ才lている。したがって、性診結坊tを集|Jヽlとしての

健村ゼ|1町題すこ)との資料として利用することができる.特 に
/lt,岳i↓ギ1r`tの|′|ド4作!祭Irtl lは||、子代ず,比tの告!多糾が打た

祭された。

6.教 キヤ!子動は児υ)その|十の健康状態により参力||がメltィrされる場合があるが、教キヤ!千動が進むにつれ、児

のli求や行動に発辻がみらオ1、ケと通しが立つようになった。またイ|どの児は教ltへの参加を楽しみにす

るようになった.

7.|‖は,↓学級参加その満足1芝は1高いが、1増速|夕こ味機1判などで|IH‖Lされているところがサ11カ||し、参加教は減

少しつつあるし‖rがli:民ァンケートを実施しその結果から1岩1納|について検li」した。|)1)会においても‖1 1li

し意 )とを求めた。無'1明fl[仰iのみでは不 1分なので実施||や内容を改洋し、糾統,i‖え1‖iすることとなった。

市川」村と1判連|ケこ戒〔機1対へのアンケー トを実施し、検llNlすることとなった.

ド.今 後の1択題

保1//1センターのスタッフとともに保健
!!f米への参加|キの満足1覧σ)向 liとイく参ル11杵への対応についてイ」

用性を考える。

す乳幼児教キ

11r育て教ィ、

― ― ― ― ~

け r 保
1 1 1 歳6 ヵ) 1 健l 診

‖歳児健!診



保健福祉部 児童グループ (児童相談所)

r

. ||卜的

1.ri:化にあるlTj)品:心身ドキ[ltl児の |1常
′liヤⅢ千における1問題点の把れ:

2.心 身障tif児の地域、社会参加促進のための問題点の把'4

11.1)F究ヤr千動作辿

平成 1()イ|を度と 11イ|二度においてri:フとにあるlTl)品1心身トキ1lil児の家庭li方llilを実施した。訪1出1対象児の累,'|は

下記のとおりである。

1 . 対 象キのイ|を怖

あ方交木おli l名、 あ -1()あ授木品il l

歳木満 |;名、13()歳以 1115歳 木

2.対 象者の九:|li:地

,|!市2名 、松阪市()名、|′ilttllll i

111.成果

名、 ′宏】tWi 2名、

十`二成 1()、11イlil芝の訪|1町において、11)古1心身障伴児を益fドする人に対するデイサービス、ショートステ

イ、ホームヘルハー昨の支援サービスの必要41,について述ぺた。中でも、トキモ■児の年齢が高い場合、!千い

1央えオRばIJ打料とのイ|モ齢が高いほどそれらの支援サービスの必吹性が認められた。 しかし、1市打料↓の年齢が高い

場合の特徴として lrど もと郎オlることができない|と いう‖とのことばが聞かれ、 rど もとけ十分離がで

きにくい状ヤ)とにあることが何われた。 ′メ41:1芝は|サJ生分内性をlH l■している要閃について検li、1した。

け r分離を出ttilしているとすよわれる要|ナH

Iサ十分西性を出tキiドしていると思われる要|ブdには、1可Lt佐′li法(11)1()イ|:)と||1民法による
″
末怖1度の影↑挙が考

えられた。|1司民佐
′|モ法 (1 )ヽ1()fl:)は十1ギ1叫食兵策の名のもとに策定さオ1たもので障tilイをrf定する法十1!| で

あり、家側1芝は|り1冷政府の十1:公を統卒するシステムとしてrrritした。家制1寛によって料とはIH家からrど も

を 「||‖家の役にドにつように!十1:会化する役1刊を′チえられた 。そのため、Hllllをす、1つ児や家,矢はイ11会的に
′|モ'岳しにくい状況であったことが 予想された1-そのような||:会的背比tのもとで′|モきやすい丁ltj光を作るとす

るならば、1'1己i:げ1点をせずにメこれな格 1々l Jをすること、また十1:会もそれを求めていたことが何わオlた。

各和&の作tiれ11サービスを受けるための保健 。に拡〔般の|;Jわり

11)品:心身障■児こ1、1つも曲わの11打れとが、りとに対してとっている 「rど も扱いをするは1芝Jや け j4侑活の巧〔

IHについて校1刊したところ、|IJとt佐
′li法と
′
ち(制1芝の形で半を少なからず寝けているのではないかと考えらなl

た!児 の体持尖人1与tべDディサービスを十ヱけたりする場合、依然としてけ r分内性が対tしいようなけれとに保ltll・

|りこ味職が逆j巴した場合、F'trilのィ|:会はノーマライゼーションや意識1山Fでのバリアーフリー化が,生んでいる

こと、卜litifを持つ児であっても迪↑1午θ)′|モli子を送ることの意共について1づιlりlし、トキ〔■は付‖性であるという考

えにたって児のブ、陥を認め、 ノ、性を!itiLできるように1増わるいの必要性についてのPI!解を深める様に援助

することが必要である

け1)11文市穴

1)要 ||1洋,li、| 1ヽ■イブ|:丹||のイ|::学ヽ、71!-1,()rf、ア1波1111!ii、 191)い、 来 】〔.

2)肢 啄)と 、 |サよ !殺すな、1-11と
'f、
すずさわ!111tif、11) 1ヽ、東京.

名、1() - 1 5歳木満 l名、15 - 2 ( )歳木満()名(延べ 7名 )、2( )一;) ( )

あit  2名、合li 1  1 1名(延べ 15名)。



(3)松 阪地方県民局

1.活 動 |1的

1.地 域活動や保健活動に参加する事により、地域の特性や突情を把拡し、二十ズをI理解する。

2.地 域中1町職者との協ブJ関係を作り、その活動を支援し、情報交換 ・☆ド1提供を図り課題のすこ児や

角イ決に夕手める。

十〕.健 康教育に1対する情報提供、デイサービス活動作の共体的活動に参加し、地域住民および1対係施

設職よ1との交流 ・連携によって、サービス向 liのlilllhl・実施を考える。

H.活 動経過および内容

1.市 田r村
`if米への参加|および協ブJ

(1)|りl和Wrでの活動 :

痴米 予防対策
.lf米
である 「痴米 予防活動」へ参加1した。「かなひろいテストJを 受ける高齢杵

が少ないう↓状に対して、高齢者へ痴来 予防への fヽ駅提供などの幣家活動を行った。また、健康

教育 「隅ヤi千性化教生Jに 協メJし、脳活性化のためのゲーム特に参加|し高齢打との交流を図り教

生のヤ!〔41:化を図った。

健康教fF'lf米として、人淀地1人および斎丁f地1人を人会の li催で、「人|1町1対係を良くするための

対!話の十1:方 (コミュニケーション)Jに ついての前波を実施した。それぞれ 40-50名 の参ル||があ

った。|りlナ|!地十人、 +1御糸地1天および ド御糸地1人を人会において、「燿たきり、ぼけないための
′li

,Ⅲ千の十1:方 (′|:ヤ1千ilギ1ダ`t病、痴米 予防)Jに ついての識波を実施した。それぞれ 2050名 の参加|があ

った。内容は、満波だけでなぐたf支やゲームを取り人れ1所齢者の参加|を促しながら実施し、参

加1杵から'〔1判が多く出され、健康意li機の高さが何えた。

(2)飯高Hrでの活動 :

介准保険制1芝が準人され、それまで独Ⅲl十または虚弱な高齢者らにとってlri山に参力11できたデイ

サービスが、要介甚1支によりその参加頻度や内容に進いが生じてきた。本イ|を度は、従来の活動に

加|えて、介甚保険準人によリサービスからもれる高齢者に対してどのようなフォロー体制がとら

れていくのかを知|り、そのための活動に参加|していくことを!il山Fしていたが、 十
卜
分な実施が||1米

なかった。 i[な活動は、Hl:年度にづ|き続き、飯高町高齢者11活柄和Lセンター 『たんぼばの丘』に

て実施されているデイサービスヘ平均)jll!1参加し、地域住Ltとの交流を図った。

共体的活動内容は、施設の活動 H課 に従い、
′
li由竹中は健康チェック、人浴介助、

′
11後は身体機

能のヤ,千性を図るためのちぎり絵、折り紙などの子作業や、すき焼きゲーム、和|1経衷瑚などのゲー

ムに高齢打と共に参力||した。イli木には、 子 作りの年賀カー ドを作成し、施,i父を通して1丁打齢ヤヘの

年賀カー ドを送付した。

デイサービスヘの参加を通して、施ri党職典と共に、高齢者の ADLンの拡大や |1常アli活活動の活

性化の方法について考えることができ、参加高齢者との親降を図ることができた。

2.飯 高田r社会柄祉協議会ホームヘルバー差成f歳座への講師派遣

飯iず5Wrネ|:公柄れに協f推会より、ホームヘルバー溢成研修f持庄 (3級 課梓)へ のf格的r依頼があり、 十`二

成 13イト2)1の 211ド町にわたり占離的ドをコt 町`した。

3.竹 内保健姉fJ「1ケ会へ参加し、地域中IⅢl職杵との交流を図かった。

現ri:、|りl和|口j・飯高田rでの活動参ル11がilとなっているが、付内往体の保健姉との交流を図り地域

の突1lfやニー ドの肥粧に努め、地域交流センターの機能や働きに1判するlFi報提供を行った。

―-12-― ―



1 .地 域 ・医城〔・hi祉関係者からの要望

9月 に1用↑|された1明和田riモ榊:の 「寿大学Jへ 講波依頼があり、松陰教授に 「病気とを化Jに つい

ての前波を依頼した。約 樹0名 の高齢持・地域イi:民の参加1があり麻況な中で行われた。

ⅡI.今 後の課題

|)!和川rは、 iをとして痴呆 予防に1増する活動および健康教育への14家活動が Iをとなり、それらを通じ

て地域中IⅢl職や高怖者との1増わりが増えた。健康に1対するエーズは様々ではあるが地域イi:民の要求に

応えその 一端でも〕!うことが出来た。開学以来の活動であるため地域守IⅢl職者や地域li:民との関係づ

くりも深まってきているのではないかと考える。さらに地域での活動を拡大し連携を深め市町村の要

中どに応えるための交流活動を行い、明和1田r、飯高田rに加えて他の市町村においても健康教育活動を突

施していきたいと考えている。

飯1丁ⅢMFは、デイサービス参力11を開始してから、 3年 が経過した。その中で、施設職典との1対係づく

りや連携、高齢者との親‖柱を図ることができた。

今後は、今イ|:度1本分に実施できなかった、介護保険のデイサービスからもれる高齢者に対する受け

聞ととしての活動を知|り、サテライトな'デイサービスも含めて、広く飯高町の高齢者の生活支援を考え

ていきたい。

″ ぶキ■■ ■ ′轟貯一



(4)南 勢志摩県民局

Ⅲ!Hl好:初げ撃Pほr、永レこ本|:r、長|こ''r

i.活 動 |1的

けit民局4イ子内の看甚保健職がもつ様々な二十ズに、大学がもつ1F`i報、資源、人材を提供することによって対

応する。

H.ヤ1千動内容および経過

1.志 摩llllに対する協メJ

志昨川rri:″と介准支援センターⅢ米に対し、訪問およびマルチメディア会,益システムを利用し、以 ドの 2■

業を中心に協ブJした。

1)介 !i雀保険に伴う illりltドの市Wr村保健姉ヤ!千動のあり方に1対する刑企

介ti雀保険半人に付4ぃ、柄和L分野に配属される保1/rLl姉が料加している。介甚保険準人に先立つ |`え成 11年度、

保lrrll‖;IHl、“tiれ11‖;IHlのそれぞれに山せlriされた保ljLl怖iが実施している米務内容と今後ナ期待される米務に1対する

調イドが、 illり!t市Wr村保健姉協議会によって
″
え施された。志悼町の保健名↓がこのコ!W4打であったため、1町:イ|:

1芝この湖命結'この分析に|れブJした。本イ|:1芝も、実際に介誕保険が半人された後、どのように実態が変化した

かを知|るため、|,可様の調命が
′
ナt施された.こ の結明t分析に、1崎イ|:1支とIⅢⅢ様協ブJした。

2)介 た保険受給キの状!)とに1対する調介

介!i七十力tドウミの受ネ十ヽ打のlVII丹ll、41i怖、L〔| )ヽ欠は、1′とたきり,芝、痴米1芝と介li雀1芝との1期連について、志障田rイ1:化

介,iと姻えセンターが、′ヱ糸f イヽ 叱ヽと iモ,吉十1束意)と:11をもとに制命した結,こについて、分析に|あブJした。

2, 〈 1かにあオRウォーク」に対する協ブJ

I椅勢志昨り|(lthi)保健狩1約|:1引;は、本年十寛 「撃かにあれウォークJi!'米を立ち 11げた。市川r村や各Tlrll、jl体が il

竹‖するウォーキングイベントが実施されているが、歩き方によっては、腰姉、膝1対飾姉、戒れなどの原1対と

なる1lr能性があることから、効坊t的な 「歩きJに 結びつけるための、姿勢づくりをH持 したものである。こ

のJ「米の継糾声 !キ|をlllli教宅tに参力||するとともに、フログラと、flを伸ti方法の朽ili、1に1れメ」した,

3.保 健姉切「修会への脇ブJ

Iり1勢竹内および″忘1挙支所4イ子内供健筑十イJF修会に参加した。また PR「'Cl:1)1! 1)R()(1,1'1)モデルを|||いたヘルスフロ

モーションⅢ米における十1:公診断方法、児柱虐待への対応、4f米評lllll方法に1対し、 i持師、コメンテーターと

して脇ブJを行った。またすこ)と障tifが疑わオ1る小児の肌に対する1的「接方法の伊11ケでは、,|!地方りltとく,1むの小林丈

rf性的「に、研修公キ持仲けとしてご協ブJをいただいた。

1.行 liと職のTITlの々ニーズに対する対応

4↑内行甚職からの文献に1対する|1町い合わせ、誰仰紹介依頼、可f米へのりj「i特、様々なニーズに対応した。

志障WFtt1/711センターの児r十i肥満に1期する
!!f米
に1対しては、北勢け;tLt'1むのri)卜徳 r助教授にご!肯準をいただい

た。

あ. イリFす七1岳米率

昨イ|:にけ|き統き、りlt立フ占1挙病院の'F究グルーブに対し、研究のi岳準 ・助!手を行った。

111.ヤlttltllσ)成明t

2()0()イli l lj～12)1までσ)il千動の状ヤ)とは、以 下のとおりであった。

1+



1.対 象市町村

図 1に 市Wr村別活動|口1数を示した。担
Wl持,相1談者が複数

の市町村にわたる場合は、 itたるⅢ lW4子・村1談者の所属地と

した。活動対象としてもっとも多かったのは、i椅勢志庫県民

局であり、志障支所と合わせると全体の 38.7%がりI民ヽ'3との

1対わりであった。次いで阿児田r、志庫町であるが、阿児町は

i:としてりII立志1挙病院に対する活動である。昨年度に比べる

と、県民):むとの1期わりが 1思.3ホ イント町力||した。

2.相 1談ヤ

相1談者の職flTl別‖J命を図 2に 示した。保健筑|がもっとも多

く全体の 51.8%であった。次いで看甚lPll,29.6%であったc

Hlイ|コ立に士けヽ Tl薩杭↓との1対わりが li3ホ イント増加1した。また

り1(LU:tとの関わりがナ出えたことで、十州市とσ】判わりもナ'中力||している。

‖.相 |,談イの)'FI高

保健)折にチ"子属している相1献イとの1判わりが、 全 体の 1‖.1%を

il iめており、やはリリittthi)との1判わりのナ!1ル||が1支‖りtされている。

またり1ド1志1学病院に所属する相1談イとの十;Jわりが多かったこと

で、り歯1先のTi」命も、1昨イ111芝に比ベサ1功11しているぅ

1. ||lli″tl夕対イド

村|,i炎1杓″ドを円 |;に示した.1伊可イド方法牛の相lti炎・分析への協メJ

が最も多く、次いでi性師派遣に1増する内
フ
″ドであった。1町イlt l生ま

では活rl l lへのUl j ! i、Ⅲあ連絡、コンヒュータ操作に1判jl l lした内

イドが多かったが、 本 イ|を1芝は特に分相予やlilを仰liの方法に1増1~る内イド

が増加|している。|IH学から |イ11が経ち、 ブ(学の男せたすべき役li」

について、り!t民局4↑|夕Jの行に|ケこ班て職のli富!i投が変化してきている

ことが考えらオ1る.

5.相 11淡方法

相1設特への対応に川いた方法を、は+1に 示した.ヤ1千動の対象市

川r村が拡大したことから、lt耐、lr、、などでの対応が‖力11した.

1崎:年度は!i方||||、HH公 !i共システム、1:こ話の|1貞であったが、本イ|:1支は

1lL!it千、ドA 、ヽli方|IJの‖Hとなった,

().対 応方法

対応方法を図馬に示したザ1(上け】lt Wlイだけで対応したものが、

令体の樹1.0‖を!liめている。このほか学内の行!i4系、JI:府推系教

!1に|れブJを依頼したものも合めると、ほとんどのヤ|千動が小学教

riのみで対応Hr市とであった,

1ヽ
ヤ
./〉後の訳題

これまで,!千動が特定の市Wr村に朱中し、4千内の他市町村との

1町係を深めることがli果題であったが、本イ|:1芝はりlt民hijとの,,千動

を通して、他市llll村との1増係が拡大した。大学内の業務が叫ル||

する中で、活 rtllll、子|IJをど9)ように1孫!保し、より広い他|1日の対象

杵に対ルトしていくかが、今後の1朝t題である,
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(5)伊 賀県民局

ⅢlHlキ :杉浦静 r、 橋爪永 r、 今||1某r

活動 |1向匂

1.地 域の石護ヤⅢ千動1判連機関との連携をはかり、地区特性に対応した行護支援の方法を1鵜チこする

2.地 域における看誕活動への技術支援を通じて、地域看護活動の充実に1年
′工する

平成 12イ|:度のH標

1.r育 て環境に1対するli:民の意f投調査 ( |`な成 11イli度事業の継統、調査地域の拡大)

2.け r保健い米への参力|1協ブJ

H.活 動維辿および成果

1)1タリit民卜む竹内0村 における r十ドて環境についての意f哉調査

十`え成 1()イ||1空に実施した 「Lt族!iよ学的子法」を応|11した聞き取り!討ヽ企の内容分析の結果から、 r

十ドて,t境についてのフよ識に,tt点をあて、制命ガ〔を作成した。内容は、r育てをする環境としての村、

r台てをする |をでの同hII、別hilのメリット、デメiリット、r育ての 11で必要とする資源などである。

1)iタリll民れij41内()村の、 1歳 6ヶ 11児健診及び t;歳児健診対象キのけれとを調査対象とし、保健セ

ンターυ)「健!i少のお知|らせ」と'時に制企ガ〔を送付し、健診1時に|口IJ文した。

IHI作のイ|卜られたけ脱は (;6名であり、年齢は |;111±1ぷ7肢 であった,ま た、家族構成は拡大家

族が (ぷヽ2'あ、十亥家族が ,11ぷ|ちであった。IHI答の
‐
門Sを以 ドに紹介する。

r育てをしている環境のrせいところ

iF)とril、r育てをしている環境のI【いと感

じるところ_に ついての|口1件 (複数|口1答)

は '|′1然|(5(;()レ|)が占土も多く、次いで 「r

育てを援J力してくれる人がいる」 (275%)、

「近所付き合いJ(12.ぷ%)で あった。

“和[父母と1lJhilする場合の良いところ

ir育 てをする 11で、和1父けと|IJ,IIする場

合の良いところJに ついての十rti答(複数|!11

容)で 多かったものは、「安心して r育て

を子伝ってもらえるJ(10,0%)、 「困った

とき、すく
ヾ
相1談できるJ(2(j7%)で あった。

31れと父けと別h【|する場合の良いところ

「r育てをする liで、和[父けと|卜JキIIしない

場合の良いところ1に ついての|口1答 (複数

|口1答)で 多かったものは、「|ア十分の市児に

|||||しされない1(2ぷ0身|)、「||やかさな

いJ(227レ ;)で あった。

□自然

E l子育てを援助してくれる人がいる

□近所付き合い

□生活に便利

■地域の文化

□その他

E l安心して子育てを手伝つてもらえる

囲困ったときすぐ相談てきる

□昔からの知恵を教えてもらえる

□子どもがやさしい子に育つ

■夫婦の時間がもてる

□その他

□自分の育児に回出しされない

圏甘やかさない

□よくない物を食べさせない

□母親と子の関係が親密になる

■古い習慣を教え込まれない

□自立心のある子になる

国その他



“ r育ての liで必要とする資源

「r育ての 11で、あれば良いと思う資概砲 について、得られたLJ答 (|'1山記述)の 中で多かったも

のは以 下のようであった。

<施 設に関して>

・遊共のある安往な遊び場

・休Hに 使えるラ
'レ
イルーム

・,こF故郎i

・休 Hに 預けられる保育施設

・病児のrit児所
・気軽に rど もを預けられる

。時託児所

<怖Ⅲ度に1対して>

・乳幼児1穴療費助成の延長

・職場の育児休暇怖1度の確立及び延長

<そ の他>
・ベビーシッターサービス

・職場の保育所の設置

・勤務時|1増や休暇をとる上での配慮

・安心して産後及び育児休暇後の職場復帰ができる環境や雰囲気
・小さい rど もがいてもできるような在宅の仕事

・転,IIして問がなく、友人がいない母親たちが集まる機会

・学歳保育の充実

2.1)'賀県民舟も行内A ttrにおけるf育 て環境についての意識調査

|デ1賀県Lt肘4甘内 A町 において、「民族誌学的子法」を応用し、「i二要な1青`報提供者」7名 より聞き

取り調査を行った。現イに、制合内容についての分析を行っている。

nl.今 後の活動及び課題

今後、 0村 での制企と同様の嗣企票を用い、A町 においても子育て環境に関する住民の意識調査を行

う予定である。また、各調査地域の r育てグループなど、 r育てに関する資源の実態を再調査し、調査

地域の 子育て環境特性の明確化と、それに伴う十育て支援ケアシステムの構築を同指して活動していき

たいと考えている。

(6)紀 北県民局

*紀 北県民用は寸:情により対え成 12年二度の活動を休止しております。
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(7)紀 南県民局

学内研究典 :河原1l r、無|11裕r、 三枝清美、大内理恵、山幡信 r

【11向匂】

本学の設立趣旨である 「地域に開かれた大学」を実現するため地域と本学とのバイブ役をfUう。また、紀

1有地域の看護職者特と共に地域イi:民に対する看護サービスの質的向 11を日指した研究・突F受活動に取り組む。

1)地 域にならす人々と交流しながら地域の実情を理解し、その地域にはどのような看護ニーズがあるの

かを捉える。

2)地 域で活動する看護職者をはじめとした様々な保健 ・医療 ・柄和L分野の中円職者、行政機関との意見

交換を行い、地域づくりに貞献する。

3)地 域の看護ニーズや専門職者の意)と告に対して、看護学がどのような役十Jを果たしていけるかを構築

する。

【活動経過及び本年度の活動状況】

1.母 r保健
=rf莱
評価

|`え成 10年度。11イ1:度に引き続き、モデル地域を御浜町として、母子保健事業における3歳児健康診査 (以

下、健診)の 現状分析及び効果的 ・効率的な健診方法の確立を検討、実施した。その結果、健診での参力H観

察とビデオによる作得↓的評価及びカンファレンスより、健診参加者へのオリエンテーションの必要性や動繰

の無駄、スタッフの役T11分神1を明確にする必要性、物占rlの雑lrlltと頓やレイアウトの I:大・変更、遊び場の提

供の必要性特の健診方法における改洋点が明確となった。そこで、1,健診参加者の川1解やF理解を得るための

オリエンテーションの実施、3健 ti少参加者やスタッフの動線を考えたレイアウトの 11人、3健 診のマニュア

ル作成及びスタッフ|1町ミーティングの実施という視点から改洋を行った。健診の順番やヤ11ま事項を|り1示し、

動線の無駄を少なくするため||:L7Jゃ座rlモを使用してレイアウトの変更を行ったことで健診参加1者の流れがス

ムーズになった。また、1/7Ll診前にスタッフ111のミーティングをもち、マニュアルを作成したためスタッフは

積極的に1対わるようになった。さらに、参加者への協ブJを促すようにお願いしたことで1/t診を落ち持いて受

けられるr供が増え、保健姉が1明診や保健指導時に集中して話を開けるようになった。今年度は、前述した

健診方法の故洋に加えて、母親への保健指導内容の充実と統 本を図るために、健i診後に往てのケースについ

てカンファレンスを行い、
=ff例
検討を実施している。その結果、母r保健における全体的な課題と支援の方

向性が明確化した、1/tLl診対象者に対する継統的な支援体制が充実した特の成果が得られた。今後は、問診の

祝点と保1/rLl指導内容についてさらに検!i寸し、質的な評fllllを実施していきたいと考える。

2.を 人保健い米評価

より質の高い保1/dlサービスを実現するために保lrd婦の視点からを人保lrd:!手米評価を実施、検:i寸するため、

二lTlりIt紀1椅地域 (熊野市・仕‖浜田r・紀
″
に出r・紀和町 ・鵜殿村)に おける機能:訓練tF米・・訪1明f旨導可F業 (平成

10イli度実施)健 康子は
'Ji米
及び健康相1談4'米 ( 十`を成 11イ|:度実施)の 「|え価を実施してきた。今年度は、lrtLl康

教育
:if米について

:if米
吉|を和liを実施した。評価については、1亨1:行保lrdl,米f平価マニュアルを参考に、実際に

そrった健康教育について、 い1/tr康教育
!if業のH標 となる′li活様式や仕活習げtの改洋を,(体的に1記述、〕行動

やライフスタイルの政洋を援助するために仲rをねらいとしたか、●実施した教育|1的と方法、■実施|口l数・

参加状況 ・参力|1者のイ|を齢 ・i:催子の従JfttTITIおよびのべ人数及び突人数、チ!'米内容の典体的な占‖を布HF、‐61設

定した|1標の達成度、|1標に達成できなかった場合はどのような点がイく1本分であったか、なぜ達成できなか

ったか等の視点から、典体的な課題を作市Wr村でまとめた。その後、熊野保lra所併内保健婦連絡協議会にお

いて、各市町村から提出された資料を基にディスカッションを実施した。ディスカッションのll的は、各事

業の|1標と:課題を保健姉lri身がlir度明確にすることとした。ディスカッションにおいては、「健康教育事業に

おける|1標があれもこれもと林り込みすぎで、他の
:!f業との1判連を考慮に人れなかったJ、性 康教育

:!'米
そ

れぞれの|1標を|り1イ陥!にしておく必要があるJ、「|りjらかに達成できない高い|1標を設定して
'!f米
|ア1体が消化不



良をど|き起こし、対象となるli:Ltにも井効果的であったJ牛 の意見が交わされた。来年度は健康診介tF業の

!i平価を実施する 予定である。この
r!r来
占‖を価の結果を、熊野′|:活創造凹におけるヘルシービーブルみえ 21・地

方:|1山F策定にもア|二かして、より質のi いヽを人供lrrl il:来が展|'日できるようにさらに検討をしていきたい。

3.訪 |1町看護ステーション勉強会 ・共同研究

紀1椅医m「会肪1明行甚ステーションスタッフと、訪lhi看護サービス向 11のための、勉強公及び共liJ研究を実

施している。教よiも!訪|1町看進に同行しながら、
=if例
研究を中心に校↓i、1会を持っている。今イ|:度は、内容の充

実と効率的な!記録をめざして、「i方|1町石甚!越鉢の児lriしを実施した。また、 |`え成 12イ|を1)lからの介に保険制度

準人に伴い、ケアフラン作成の勉強会等の支援を行った。現イl:は、ti方|1町看甚!記釣tの'こ|ドtしに伴い、訪1出l看護

:illHtlマニュアルを共|!Jで作成中である。

1.孫 亡1打)西院布:准れ↓|げFlケ

紀1打病院において、米務改洋や希催4千P‖を中心に、ナ111口|、伊F修公や突げ境の場でf持益、す岳導を実施してい

る。今イ|:度はさらに、竹PI!イ及び脇f床経験 1イ|:11のスタッフを中心に、希甚研究f岳準を実施している。

5.御 浜田r職111)F修

御浜Wrにおいて、 iことして保健 ・柄和Lにすチ与わる町職典に対して、)Jll口1の1)F修会を実施している。1宏過

やr 齢ヽヤヘの1判わり方年、介に保険怖1,生に伴う行政サービスの充実をH指 している。粉F修内容は、以 下の

迪りである。

● チ ームアフローチとそれぞれの役制

● ri:化における
′
家族の役十J

● rl:化でターミナルと向き合う忠杵・家族の行廷

● を 人看l准

● リ ハビリテーション等

熊野保健所41内保健怖1連絡脇十i義会における講義とJf例校!討

1 「 健康づくりにおけるウォーキング精準Jを テーマに小学i‖)IJ処穂助教授がf持共と突技指準を実施.

21 「地区和1織ヤ!千動一市民と共に [歩む』『創る』『つなぐJ地 域Jを テーマに!RIII裕r満師がf性抵と
,!f

例校!討を実施.

占 前 j述のと人保健
:!f米
lilえ価についての校!i寸を実施.

7.新 |「保健れ||イリFlケについて

新|千保健姉研修lilll巧についての洪題!たPはと 1イ|:問のけF修,illllllを紀1椅り11Lけもイ米健柄れ11開;保1/7Ll先↓及び41内保

健姉と策ケとしている。ルと状の研1ケにおけるti果題を附まえ、各市田r村の特11:を考慮しながら検,討し、来イ|:度に

向けて
″
え施できるように'1生肺中であるぅ

【
/>後
の:朝t題】

りItとtれ,j11!Hll刊
!!'米
を1対1始してから 1イliが経過した.こ れまで材、たちは、石甚サービスのT〔向 liや米務改洋

に向けての
11:米
lilを印liゃ何「究竹を実施していく)iそ株を架くリタJを卜1ねてきたつもりである。長)朝|1町にわたり、

じっくりと地b蛇に1判わることができたため、ネ亡|1可地ル蛇における現状と課題も波然とではあるが十巴Jギし、PI!角牢

できるまでになった,|り1性となった,引t題は、今後も継統して紀1椅健康長ズテリーディングエリア可f米やヘルシ
ーヒーフルみえ '21〕也方lil‖11に1支‖ヅtできイiばと考える。しかし、同||、1に、|'四学

Hl初
にH持 した、1′十分のアf感

で地域を知|り、地b蛇に■ャSくな勢は変わらず持ち統けたいと思う。1イ|:|1増で得られた成明tをさらに深く迪求し、

共1山F的な川!角イに終わらないようにすべきだと考える。今後は、程、たちがり,t上け,jⅢ lWl怖1:!f米の|1的として掲げ

た、地わ蛇の品i宅ニーズベDlil民・中1111職杵の意ケよ年に対して、行:准学がどのような役fiJを】tたせていけるかに

ついても考えていきたい|‐



2.情 報化研究事業

学内伊F究とい 柳洋Fはr、永)と本ほr、長に,亨r

Ⅲ丁原ir、 |よ|||1裕r、 1枝ヤドi夫、

学外イけF究,1:中 )卜本|:1可(i lTr大学医学部)

研究協力機1判:″忘摩旧r在
″
を介護支援センター、

(1有勢志庫眺t民局Ⅲl り`

大内興忠 (紀南片t民局打と当)

紀和町役場福祉課保健医療係、紀1椅県民周保健柄和L部

回事業評価口分析

回事務連絡

□活動助言

【|1山勺】

近年、介護保険制度導人年の影響もあり、保lrrl・医療 ・柄和L分野では情報ネットワ
ークの構築が令i対で突

施されている。けit内の保健柄社に1対する情報システムの構築においても、デジタルコミュニティズ4手業の推

進と共に、現イ1二1判係諸機関で取り和[まれている。医療施設を中′いとした看にから、訪1瑚看護、在化看護とい

った地域に侑持した看護へと領域の拡大をもたらしている状況の中で、地域における看護サ
ービスの質向 |を

についても、情報ネットワークを利用した方策が研究されている。このようなことから、本研究では実際に

マルチメディア会f益システムを利ナ「1しながら、地域における看蔭職者に対する効果的な支援情報の提供方法

年について検:討している。

【研究経過】

匝 耳i
l.マ ルチメディア会十i義システム

1椅勢志1挙り〔【Lth3では、志昨Hrrit″を介護支援センターと本学とを lSD でヽ結び、マルチメディア会議システム

( TヽT l)h()cni、)を サllいて、定則的な交イliを実施してきた。この
Ⅲ
jf業は 1`え成 9年度に始まった。

図 1は 1)h()cni、準人
対
1初の 1イ|:||」(1997年10)j～1998イ|を9月)の 交イ!i内容であり、区12は 2000年 1)j～

12)1の交|,i内容の内!訪tである。Ph()cni、準人
Hl初は、コンビュータ操作に1ザiれないため、コンピュータ操作

1判連の内容が多かったが、2000イ11には、
Ijf米
評価や調査結果の分析、活動内容に対する助!手など、看護職の

ヤt千動そのものに1対する内容が多くなっている。

図l Phoenix交信内容
'9710-｀
989 図2 Phoenix交信内容20001～ 12

■文献

ロコンピュータ

回事務連絡

□その他

マルチメディア会,i義システムは、進出1離にいる者1lJ I!がデータ年を'こながらディスカッションでき、旅費

および移動にかかるH子|1可の節約となり、行用性が高い。しかし1椅勢フよ庫地域においてこのシステム導入を行

っているのは、本学の1)F究増Ⅲ米として準大した志摩川rのみであり、Jt用性の点では限界がある。

H.布 護職の情報 ・支援ニーズに1対するイ)F究

1.こ れまでの経締

本f"「究の|1的は、地域においてケアに従4fする看誕職に対する、効果的な情‖i支援方法を検:討することで

ある。これまで次のような段階を附んで行われてきた。

< 1`え成 9イ|を度> 志 障田rにおける情村|・支援ニーズ前企

志昨Wrにおいて、保健センター保健姉、イ|:化介誰支援センター保健妬|および喬薩姉、!i方1明布護怖|を対象

として、フォーカス・グルーラ ・ディスカッション (以ドRil)と略す)を 実施し、どのような情報 ・支援

ニーズがあるかを制命した。

< 十`え成 10イ|を1芝> 情 報 ・支援カテゴリーの検rれに

2()一―



FGDか ら抽出した情報 ・支援カテゴリーの妥1路性を検討するため、 1年 間にわたる南勢志庫県民局管内

での活動を通じて受けた相1献内容を分類した。その結果に来づき、カテゴリーを修Fにした。

< 十`え成 Hイ|二度> 1椅 勢志1挙県民れ3待内における情報 ・支援ニーズ調査

作成したカテゴリーに従って、南勢志摩県民)も管内で活動する保健婦 (県民局および市町村)、イi:宅介

薩支援センター右甚職、訪1円看護ステーション看護職、病院訪問看護部看護職を対象とし、情報 ・支援ニ
ーズおよび和1用,lr能な情報ネットワーク機器を調査 ・分析した。この結果インターネット11でのオンデマ

ンド方式による情報源、意見交換の場などにエーズが高いことがわかった。オンデマンド方式の教材につ

いては、別途研究グルーブが学内にあるため、本研究では地域交流研究センターホームページ (以ドホー

ムベージと略す)を より利用しやすい形に刷新し、運用を試みることとした。

2.ホ ームページ運用結果

平成 12年 1川～平成 13年 2月 1日までの 10ヶ月間に、ホームベージにアクセスした者は 1,932人であっ

た。ホームページ Lのアンケー トにい1答した者は、80人であった。このうち阿答が不備もしくは、同じ者が

複数Ⅲコ|アクセスしたと思われる 1件 を除いた 76人の背景を表 1に示した。

人独が少ないため、全体の傾向を表しているとは言い難いが、参考としていただきたい。アンケート1可答

者においては、110歳代までが多い。また必ずしも県内の者、あるいは看護職が多いわけではない。このこと

から、
Hl初
時t内の看経職者を想定してホームベージを設定したが、アクセスしている層が想定と異なる可能

性があり、今後の検Ⅲlsl138題である。

表 1 ア ンケート阿答者の背景

ザt il 人 数 (%)

性別   り' 1 ヤ| :

女性
イlを曲令    1()|【

2()代

3()代

1(1代

昂()代

地域  味 t内

北勢り,(民hむ

,|【地方りit民"む

松阪地方りit民九↓

1)i賀りit民チ!む

11椅勢志障り[t民'お

孫己JヒリtLtht

ネ亡1椅既tLt),3

り[t外

1可外

職米  Fl甚 職

行礎名古・1:

保lrtl婦・li

助デ1婦

行に以外の1穴煉職

1末戒〔職以外の職

不1)J

Ｈ

朽

Ｈ

ｌｌ

況

泥

１

測

β

″

び

ノ

ポ

′

／

袖

ｌ

Ｈ

タ

ァ

β

樹

描

１

( 1 0 . 8 )

(59.2)

( 1 8 . 1 )

( 1 8 . 1 )

(28.9)

(28.9)

( 局. ‖)

( 局1 . 3 )

〈11.8〉

〈15.思〉

〈 7.9〉

〈 2.6〉

〈10.5〉

〈 1 . | ; 〉

〈 1 . l j 〉

( 1 7 . 1 )

( 1 . 1 3 )

( 1 0 . 8 )

〈31.6〉

〈 9.2〉

〈 0.0〉

( 1 0 , 5 )

( 1 7 1 )

( 1 . 3 )

斜体は特定カテゴリーの中の人数、<

京ヽ 1同裕 r、三枝清美、人内理恵|

>は 特定カテゴリー内の1年J命を示す。

紀和Wr役場符:祉課保健1穴療係、紀1有県民局保健柄和L部と地域交流研究センター紀南県民局担当において、

マルチメディア会議システムは、itとして、情報交換や会議を実施するとともに、母 r・老人保健事業評価、

伊F究発表原稿 ・資料づくりに関する助fF・指導等に利用した。しかし、交信llll教は平成 9年 度に比して減少

している。これは、我々が、本システムをH常 のコミュニケーションの 今手段とはしているが、Fl常から対

象としている地域に訪問し、活動する姿勢を重視していること、また、双方が臨地での事業や実習等、勤務

施設外で活動する時間が多く、|1柱調整が困難となってきたためである。さらに、電 子メールの普及により、

より平易に情判i交換が,tr能となった環境によるものである。したがって、特に、遊隔地における看護職者に

おいては、今後、本システムに限らず様々な1青服ネットワークを活用しながら、常に地域と大学がネットワ



―クで結ばれ、わずかな時間を活用しながら効果的に継続教育や研究活動支援が実施できる体怖Jを構築して

いくべきだと考える。

本研究
:!:業
の対象となっている紀南地域には、 |`え成 13年 1月 (予定)よ りCATVが整備されるなど、活用

できる情報網が活々と整備されている。そこで、紀南県民局ⅢlЧ制事業においても新任保健婦研修をことし

て研修:計山iを策定中であるため、紀南地域における 5市町村の保健婦及び紀i有県民局保健福祉部保健婦に対

して、情報ネットワークを利ナ11した年後研修にどのような内容のエーズがあるかを調査した。その結果、以

下に示す、専門職としての知1,識・技術の向 11、十1常における保健事業に活用できる実践的な方法論、行政施

策に反映させるための具体的方法論特といった内容が多かった。

● セ ルフエフィカシイの共体的演習

● セ ルフエフィカシイに1期連し、ライフスタイル改洋にむけての共体的波|ギ

● プ リシード・ブロシードモデルの'1体的展開方法、地区での実‖受方法

● カ ウンセリングi支法

● 介 甚保険 予防対策としての 「悩年中予防J「廃用性)占二1央群 (身体間、精神1向1)Jについての青進、保健の立場

からのツールとしてのrll論

● 介 薩保険 予防対策としての転例予防との1対連性と考え方

● 介 護保険 予防対策としての高齢打のQ01フ向 11及び′|をきがいづくりへの関わり方

● 乳 幼児健診でのすと進の兄方と発達を促す共体的指導

● 乳 児 lヶ)j、10ヶ月た)とのみかた

。 )j齢 別午齢別の|サrttlrtl指導

● 乳 幼児相lli炎の場において、育児ストレス、イく安を抱えている母親への関わり方と山i核技術

● 赤 ちゃん体操

●  1古1冴ll健けて教fドにとメすての1山Fttf支付寸

● 朱 |jヽl校診時などの場を利用した健崎f教育 (RI時|1増、広い場所を必要としない方法)

● 健 康教十ド得おけるレクレーションゲームの効果とその取り和|みについて

● 定 す明地1天lrrllttt帆1談の
/〉
後の方向性とあり方について

。 11,侑1支測定後、野t常なしも合めて要指導、要精校と判定された人へのアフローチ方法と迪跡:)J企について、

またそのデーターの扱い方について

● 市 ‖丁村で実施されるガン校診の校布H的 から方法、子L意
!if項
、効果など

● 歯 ↑1保1//11について、小児～を人までの虫歯や歯,11病対策など歯の健康づくり、身体への影響について

● ス テッフ台初級 ・中級和li

● ス テッウトレーエング方法 (ステッフ台使用)

● 古 楽に合わせてのステッフ運動

● ダ ンベル体操

● チ ューブ体操

● 高 齢者向けの楽しくできる体撫 (地域で1相常!する教生などで行う)

● 高 齢者の転作J予防のための愉ブJアッフ運動

● 汁 楽班〔法について (肌論 :11+楽戒〔法の効坊とについて、各:i命:を人に対しての方法、脳檀水後θ)方に対して、

小児の角1的卜ヽ[tir児に対して)

● 遊 びリテーションについて (肌論、各f命:と人に対しての実際)

● 111米の「引を仙iを金銭的効坊こで示し、 1lifl、十i:Ltに向けPRす ることが必要だと思うため金'党的な!討えlllli方法

● 予 算:J文りにむけての説|り|フログラム

介准保険制度に代共されるように、保lrd.レこ妹の分野は、|| 変々化 ・変Ⅲlの時代を迎えている。行護職者

は、既11ギの角IⅢi投・技術だけに|11まらず、時代や十1:会の変遷と共に常に新しいP止論と突r蛇方法を修得していか

なけオlばならない。したがって、rl推界においては行甚職者の継続教育及び1)F究活動支援が,1要なi課題とな

っていくと考える。大学から速‖i郎に位riする地域で働く布推職イにとっては、物lll!的な時|IJの制約からい

まだ 十分な継統教fドや研究活動支援が実施できているとはいえない。
/〉
IHI準人した 「マルチメディア会f益シ

ステムJσ)効労tとしてあげられているのは、‖hi像を|11いた会i義ができることによる略F場感、意思疎通の容易

さであり、コミュニケーション手段の ‐つとして|1常的に利用されるまでになった。これは大学に対する親

)ll感、村IIi炎・!常準|!ⅢI独の増加として共れている。今後は、さらに他の情報ネットワーク手段を活用し、より

充実したタイムリーな看甚職杵支援ができるようにしたい。



3.研 究開発事業

QOL向 上を目指した在宅ケアの研究

学内切F究,1:柳 洋Ptt r、Aも場舛tiJ、'1!野和突、伊藤千代 r、小林文r、 rit川夕rr、 河合1打米r、

|||1障岳|[ir、!&松十11!可

学外1)F究Ii:大 |`な光 r(大 阪府、1右護大学)

I は じめに

本研究は、り11内の地域特性に'1にづいたネ|:会的支援 (ツーシャル・サホート)の あり方が、ri:化高齢者の

餌)1ンに及ぼす影響を|りlらかにし、地域の支えあいを促illするケアのあり方を検討することを|1的としている。

本イけ「究は 1`え成 9イlil芝より1相女ヤ】され、 1イ|をド町の!illlh「で次のように進められてきた。

< 十`え成9イ|:度> 文 献校,討、尺度構成、,)H企地域選定

< |`え成 10イli度> サ ホート受伊〔とQ()1ンに1対する質|1町紙調査の実施

< |`え成 11イlil支> T〔 1明紙調命結果の分析、サホート提供とは)1フに1対する1山Ff去調査の実施

<平 成 12イト度> 1山F接,〕J命の継統、1)可企結果の分析

1町:年度の機lri会において、|;|ljWrでの制企より、以 下の結男とが得られたことを報111した。

11家族外からの情縮的サホートおよび家族外からのサホート全体で、女性がりj性よりも行意にイ|卜点が1ずヽ

かった。

21人′liの受容、家族および家族
//rからの1lf縮的サホートにおいて、7う枚以 11肝が 65～71歳 1祥よりも行意

にそ||ナ|、勤W!iかヤった。

ⅢR()1フ指標である i:“チ!的十杵11感では 11米mt市 市ヽが、家族からの「段的サホートでは||1村用;ば川rが、また

家族外からのサホートでは漁村部 B‖rが、それぞれ高得点であり、それぞれの地域特性の形響がみら

れた。

本イlil芝は、この分析を受けてツーシャル・サホートが,と、PI!的は)Lに及ぼす形料をみるために行ったハス解

析の結果と、1向Fす宏測企の概要を‖!111することとする。

Ⅱ ソ ーシャル ・サポート受領とQOLとの関連

1.日 的

ソーシャル・サホートの受倣と心PI的Q()|′との1判連をみるため、モデルを,設定してハス解析を行った。

2.研 究方法

1)対 象

対象イは 111り!(内にli:む65歳以 11のイliイと高怖杵216人である。109ぷイ1判0,1～1999イli 3)」に地域特111の

サ【なる |1地域 (11米打t市 市ヽ、漁村田;B Wr、山村出;( 川`r)で、 を 人公もしくはを人会会,1を対象とした保健

名↓による健康相|!i炎の場で、集合による|'1記式質|1町紙!)J命を実施した。調命を水:材fし参加|した者は 市ヽ |13人、

ll‖r lol人、(町 60人であった.こ のうち 6局歳木満の杵および|口1件にイく備があったイを除いた分析対象ヤ

は lヽifヽヽ人、B Ilj 711人、t Wr 55人であった。

2)方 辺t

心川!的Q()1の)tl芝として、lXi(モ`ラール・スケール と エリクツン心PI!十1:会的r生階|1鉢校合・故!iJ llltを1に

チ11した。IXI(モラール・スケールは i:“〕と的十柄感を測ケとし、心PI!的安ケと、加1齢に対するほ1芝、孤独t・イく安感

の ド位尺度から構成されている. しかし|1本の高肺杵では、 この ||つの 下位概念が納|1出されない場合がある
!た
め、本研究でも|夕dr分 析を行い1村r構造を1陥:!;想したところ、心PI!的

フ
安定、力|1怖に対する態1芝の 21対rの

みがれ|||||された.こ のため、以後c/D分析はこの21'drで実施した。



エリクツン心PI!社会的r坐階|1鉢校企 ・故占r版は、ェリクツンのPl!li命
Ⅲ
に)1(づいて作成された 1'rikミon

l)鞘ch()s()(｀idl 1ヽャlH●in、(nヽt()r、(1'PSl)を故frしたものであり、をイ|を期における心川!ネ|:会的すこ連課題 「統合

対 絶 マ4」を測定する7ぢ〔||を合んでいる。1対r分析の結果、対象集|jヽlにおいても
本1用rl■が確認された。

ツーシャル・サホート)(度は、宗像他
十
、堤他
H、
嬰ril Pの尺度を参考に、独|′1に作成した。受けられる

と予サ明したサホートについて、 「企くそう思うJか ら 「企くそう思わない」までの 1段階でく|ねるものであ

り、情緒的サホートと手段的サホートから構成される。サホート源は、家族および家族外に大別した。作成

したツーシャル・サホートナt度について、家族および家族外のサホート源ごとに1対r分析を行ったところ、

lllllサホート共に21対rがれll出され、|!1様の1対r構造をもっていることがiり」らかになった。第 11対rを1市縮的

サホート、第 21対rを 「段的サホートと命名した。情緒的サホートは 15項||、子段的サホートは 10可ti lで

構成された。 (詳細は、 「(O()Iン向 liをH指 したrに化ケアの研究報41iこ11 平成 Hイli度Jや参只(1)

統御変数としてイ|を齢、性別、配偶子のイf無、同たII家族の行無、現イ11の地域でのた11イ十年教、趣味の行無、

経済状態、職米のイf無、教育雁、 i:衛↓的健康感、「1常生活動作能ブJ(AЫッ)、 宗教の行無について導ねた。

3)分 析の枠約tみ

本研究において設定した、ツーシャル・サホートと心Pせ的 QOLの仮説モデルを図 1に示した。サポート拡〔

は前述のとおり、家族および家族外の 2つ とした。先行イ)F究
町
からソーシャル・サポートは無,用1的心P世状態

に影響すると予想されることから、Ffサポート湖〔からのサポート受任1が、 i二鶴!的子柄感の ドr立概念である

「ンいP世的安定Jお よび 「加齢に対する態度」に形響を及ぼすと仮定した。lJllサボートはまた、|れ接に、ある

いは 「′い川!的安定Jお よび 「加1齢に対する態度Jを 介して、 「人′|この受容」に影響を及ぼすと仮定した。な

お PCCモラール ・スケールは3つの ド位概念を含むとされるが、前述のとおり本研究の対象者では2側 1占Fが

現れたため、この結果に従ってハスモデルを:設定した。解析にはSASを用いた。

3.研 究結果

1)分 析対象杵の属性

分析対象杵216人の内・)くはレj性65人、女性 151人で、
l1/均年齢 75.09歳 (SD=6.01)であった。

分析対象杵の属性を表 1に示した。

2)ノ スヽ角牢析

ソーシャル・サホートが,いPl!的101)1夕に及ぼす影響について、図 1のバスモデルに従ってバス解析を行った。

ハス係数 (標準布fl口1帰係数)を 共2に示した。

外ア|:変数としてイ|:齢、性別、地域(111米紹よ市くA1lF〉、2漁村、|ll村部〈B ttr、c ttr〉に分類)、内せ偶者の行無、

|!Jキrl家族人数、ネト済状態 (1わるい～ィS、つう、2よ いに分類)、 教育圧(1′卜年、2111年、3高 年以 liに分類)、

健康状態(1病気がち～′S、つう、2良夕rに分類)を投入した。

家族サホートから心P世的安定に対してイf意なバスが得られた(β=.20!1、p〈.05)。また家族サホートから

加附に対する態1支へのハスは、行意な傾向がみられた(β=.113、p〈.1)。

家族外サホートからは、心P世的安定および加1齢に対する態度のいずれに対しても、イf意なバスが得られな

かった。

また家族サポートおよび家族外サホートのいずれからも、人′|この受容に対するlrt接のイf意なバスは得られ

なかった。心川!的安定から人11の受容に対して(β=.30t4、p〈.001)、および加1齢に対する態度から人生の

受容に対して(β=.223、p〈.01)は、それぞれイr意なバスが得られた。

以 liの結果から、図 1の仮1説モデルは、突ょ話に的には隊12のように!記述される。

1+



災 1 対 象杵のは11

可t 11 カテゴリー 夕)rli

1)可企人数

年齢

性汀ll

配1停↓者のイr無

|,lhII家族の行無

ナIIIli:午数

趣味の行無

経済状態

職米

教育雁

iiaと的健康感

ケi(教の行無

|`え均

標準怖fた

男性

女性

あり

なし

あり

なし

1～9年

10～50年

51年 以 L

あり

なし

無llll答

良い

!午〕山

思い

あり

なし

小卒

中年

高年

人年以 11

無IⅢ!1答

良夕r

浄通

)西安〔がち

無IHI答

すべて丘1 拡ヽ
谷部子伝ってもらう

すべて子伝ってもらう

無|「,十答

あり

なし

無|!J答

2 1 6人

7局.09方受

6 . 0 1 歳

65人  (30.1%)

151人  (69.9%)

123人  (56.9%)

93人  (143.1%)

179人  (82.9%)

37人  (17.1%)

11人  (5。 1%)

113人  (52.3%)

92人  (112.6%)

160人  (74.1%)

51人  (25.0%)

2 人 ( 0 , 9 % )

31人  (1-1.-1%)

177人  (81.9%)

8 人 ( 3 . 7 % )

37人  (17.1%)

179人 (82.9%)

-15人 (20。8%)

10!1人 (18。1%)

54人  (2昂.0%)

11人  (5。 1%)

2 人 ( 0 。9 % )

5 1 1人 ( 2 5 . 0 % )

1 3 3人 ( 6 1 . 6 % )

2 8人  ( 1 3 . 0 % )

1 人 ( 0 . 5 % )

203人 (91.0%)

2 人 ( 0 . 9 % )

8 人 ( 3 . 7 % )

3人  (1.‐1%)

1111人 (65。3%)

73人  (33.8%)

2 人 ( 0 . 9 % )

―一つS―



IXl l ソーシャル・サホートとQ()Iの仮説モデル

家族からのサボー

ト

家族外からのサホ
ート

イli齢、性別、地域、配偶者のイr無、|!JttII家族人数、

経済状態、教育雁、lrdl康状態を外性変数として分析

に投入したが、1文|では行略している。

図 2 1ケ11:後のハス・ダイアグラム

19(う★
☆次

家族外からのサホ
ート

ヤト1)***pく,001‐**p〈.01.*p〈.0うゃヤp〈.1

,i12)イli齢、性別、地域、配lβ↓者の行無、|,JえII家族人数、

経済状態、教育鷹、健康状態を外′li変数として分析

に投入したが、図では行H各している。

加齢に対する態度

人′|この受容

力|1齢に対する態1支

- 26-―



共2 ハ ス係数 (標準備|口1帰係数)

ツーシャル・サホート it倒的十栖感

家族 家族外 力|1齢に対  人 1その受容

する態度

心川!的

安定

統御変数

1.イ|を歯付

2.性冴ll

3.地域
い

1.西亡1出キのイj^無

5.|!JえII家族人枚

().旅羊,芹J犬;ま
十

7.教育店
1

村.健康状態
|

ソーシャル ・サホー ト

1.家族

2.家族外

i拙↓的十杵Ii感

1.″とヽPl!的
″
安定

2.力| 1齢に対する態度

R」

1ヽ ) 、十 R

,121;

.051;

. 1 0 ( )

一。()87

.0村{)

. 1 1 2 †

。( ) 1 村

. 0 村ヽ)

.072

. 170ヤ

. 1 0 1
-.0()7

. 0 1 t )

. 1 1 7 ヤ
ーー.00村

.087

―.106
-.005

-.195*

.()59

.020

. 1 7 0 *

,060

。 107

.201*
―.〔)1思

―.0()9

.089
- . 1 2 2

- . 2 1 1 * *

. 0 2思

。() 7 8

, 0 1 0

, () 1()

. 1  1 1 Ⅲ f

.0 1ヽ

.051;
一。() 5 7

. 0 1 1 ;

――.020
-.100

.1191
-.()()‖

―.0‖‖

.050

. 1 l tl

.1401***

.221Ⅲ**

.271;***

.2 1 tl***

.()7 †ヽ

。( ) | | I Ⅲヤ

1 ( ) 1 *

( )局7*

, 11局**

,01)|;**

. 1 1 局*

. ( ) ( ) 1 *

***p〈.001 **p〈.01 米pく,05  ip〈 .1

そi)1'l)ヽ1::エリクツン心川!ネ|:会的段卜'ヤH ttt検企。

1))地域は、
い
1.|:米m;市開;( |ヽIF)、2.漁村、111村淋 (B‖」、ば田r)"で 分灯tし分析した。

(う)経済状態は、 い1.わるい、」.バ、つう、|IⅢよい
い
、の|,11作を、 ‐1,わるい～マS、つう、2.よい

い
、に分類し分

析した。

d )教育雁は、 い1.小年、2.中年、||.市
`ヽ
年、 1.大卒、あ.その他

い
、のIHI体を、

+1い、に分類し分析した。

()ヽ健虜t状態は、 い1 .り内生tがち、2 .マS、つう、| 1良好
い
、のl lⅢI答を、 い1 .サ内笑tがち～

し分析した。
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4.考 察

家族からのサポートは心P世的安定に対してIFi接効果を及ばし、また加齢に対する態度には傾向がみられた。

またこれらit俗と的十柄感の ド位概念を介して、人′|この受容に問接的に影響を及ばしていた。

サホートの影響はA'1期的であるが、 i記↓的十柄感は人′|モの受容に対し行意な影響をもっているため、家族

からのサホートを受け統けることで、 i親↓的十柄感の充足を介して人1この受容|と1体も1高まると考えられる。
本方家族外のサホートは、 i二観的十柄感のいずれの ド位)(度に対しても、また人

′liの受容に対してもイf意

なハスは得られなかった。ハス解析の結果からみると、対象者にとって、心雌的安定や加附に対するif定的

態度を促進するためには、家族からのサポートがlTl要であり、家族外からのサホートの受領は、|ドこ接の効果

を行していないと考えられる。

III ソーシャル ・サポート提供とQOLとの関連

1.目 的

これまでサホートの受欲とは)lJとの関連を研究してきたが、高齢子はサホートの受領者であるばかりでな

く、サホートの提供杵でもある。最近の研究では
Ⅲm、
サホートの受領が高齢者の心川!に否定的な影響を与

えることがあるのに対し、サポートの提供はよりi予定的な影響を'テえることがわかってきた。

そこでソーシャル・サホートと心川!的餌)1“との関連を、サボート提供という側IRFから校,討することをH的

として、1何f髪制介を実施した。

2.研 究方法

1)対 象

質|1町紙制企地と|:可様の‖市川rにli:む、65歳以 11のイ|=を高齢子 111人である。対象者の選定にあたっては、

地域のを人会長から、サホート提供を積ホ〕1的に行っていると評判のi所齢者を推薦してもらった。

2)方 法

制命協力の|1可意がイ|卜られた対象打に対し、作成したインタビュー ・マニュアルに添って1山i接,)企ヽを実施

した。内容は家族および家族外に対するソーシャル・サホート提供の内容、心r性的安定、加1齢に対する態度、

人′|この″ヱ容、次|IL代に伝えたいことである。対象イの属性としてイ|を齢、性別、現ri:の職米、迪ムの最長職、

占と終学雄、ル↓TI:の家族構成、 rども教、係数、ADIフ、趣味について尋ねた。

1的i核内容は′R!ギfを得た liで鉢,・1し、逐li作鉢を作成した。作成した逐fri鉢をもとに、意味のあるまとまり

をれ|1出し、分析枠和[みに従って分類した。内容のれll出、れ11象化にあたっては、研究!1のうち2名がそれぞれ

にllll出した内容を、アたいの合意に達するまで検討し、それをもとに1)FttJF全体で改めて検!討を行った。

3.研 究結果

1)対 象者の属性

対象イ 11人の内l訪(は、A市 1人、B ttj 6人、C ttj l人であり、性別はツj性7人、女性 7人であった。 |`え均

年齢は 71.7歳 (67～ぷ1歳)で あった。現ri:|十ザす子で収人を得ている者は 1人であった。健康状態は良夕F7人 、

ャも、つう 6人、病気がち 1人であり、帥Lはすべて11立している子が 13人、少し子伝ってもらうイが 1人で

あった。占立終学雁は小年 1人、中年 10人、高年2人、大年 1人であった。

2)ツ ーシャル・サホートおよびは)1タ

を人公の役よ1、ボランティア、とく生委!iなど役をもったり、1に公活動という形で地域へのサホ
ートを行っ

ているキもあれば、近隣や友人に対し、日常的にインフォーマルなサホートを行っている杵もあった。11半細H

については現Tl:分析中であるため、改めて報ftiする予定である。
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4.研 究開発事業

災害時地域ケアシステムのあり方研究

学内1)F究!1:ナR111裕r、河原1【tr、 大谷忠

研究協ブJイ t trTlり,(地域振興剤̀ 消防防災:深、紀伊長rt;剛r

学外fけF究よi:11111村1蔵 (神ナf協同病院長)、中辻|ドt行 (高齢ヤケアセンターながた施設長)、小村降史 (元防

衛庁防衛,F究所)、!lF村裕之 (財IJ法人 t FTtネ|:公経済1)F究センター)

【f)「究 |1的・方法】

本'F究
:!f業
のH的 は、災tirllけに地域のケアシステムが行効に機能し、かつ、被災後、地域で′|:活する高齢

者 ・卜111lr者などの身体的 ・精神的 ・社会的な健康4+lll!年を行うために地域の取り和tむべきⅢ訳題を|り1確にし対

策を連究することである。地域におけるケアシステムllVJ築、特に災li十といつたり|:常時においてはシステム作

りを地域十1:公全体で取り和!んでいく必要がある。そこで、本研究事米では ilとして布甚的視ズ、〔から、地域ケ

アシステム構築の方法論を1)F究している。災lil時に迅速で適切なケアを提供するための呑に突r受方法ととも

に、十i:民相|′たの支え合い、特にコミュニティ形成を支援するために石甚職ヤはどのような役fiJをⅢlうべきか

をlTl要な祝点としている。

十`え成 9イlil芝～ |`え成 11年十芝において、我々は災tittH子の地域ケアシステムのあり方について、紀|り1長riケwrに

おける 「災tilⅨ1 11!訂|1練Jθ)実施と効舛この分析及び 「避難|り子における敗甚活動の 「づ|きどの作成という2側 1向F

からイげ「ケtを
フ
ブさ施してきた.し かし、災tirll、子のケアシステムを構築するためにはさらに多側1向Fから、|!可時にそ

れぞれの側1山iにおいてより深く行)「究に取り和|む必要があることが 3年十111のイJ「究,1千Jtljにおいてホ峻された。ま

た、十i!民や Fl甚職竹と意'と交換をより侑にしながら、央】蛇レベルでの1'F究成明とを積み |をげたPI!論構築がl■要

な課題として|り1碓化さオRた。したがって、 十ヽ二成 12イ|:1宅は、紀|)'長r【ヶ田1における 「災1111｀判|を!調1練_″た施の効明こ

について朽t!i寸し、十i:上t村|′たの地域ケア向 |とを中フとヽとした災||十11、子の危機4ヤ子PI!とコミュニテ Tづ くりのために、

災ti芋1判111訓1練が、地域li!民の地域ケアヘの意識向 1をや地域でのケアネットワークづくりにどのような形料を
'ブえたかを調介した.

【|"|すtイト)と上】

1`え1丈12イ1引(|サ|'十111′111lⅢ l ll、析|11分町〔に紀|サ1長r【;川!良rri地|(を中″とヽに使1芝5の地使がた′ltした,そ こで、

紀1)1上trlillll、地1木の十ifLt 25()名に対して、 ij也使 ・,1!ルを災キi十1文l li!訓1練に1対するアンケートiを
フ
ブ:施し、災十田

li!JII練の効明とについて校1刊した.ア ンケー ト用紙はマ|め|「iき式とし、IHI答後郵送してもらった!ア ンケート

内容は、イli尚わ・性別・|1可hil家族0)人独イ|:″と娯介に1そのイj無・`十たlrk 12 41判十1111+|||にた/1モした地使||、子の行動 ・

災‖図 11!J撤祥取のイJ無件である.ア ンケートホri坊とは、r)↓ri:朱lil・分和「中であるが、災■田 |を1)|1線の効労こと

して、「避郎所や避難ネト路のイメージができており、慌てずにイr動できた.J、「lri分が'欠にどのような行llllを

とるべきかを想ケとできた。、 ,1!波について仕t定できた.|、‐家族や近所の人をフとヽ配した. 特 の意)とがみらオR

た。しかし、「
フ
え際9)地使と,)1練はやはり)とい、慌ててしまう.J、 11芝 限 t)の1訓1練では実際の地使に対処す

るまでにはキヽらないぅ」等の意ケともあり、何1虻もtJII練を!1ねることが必要であると考えられた。
/>|口
十の1〕,介結

坊tについては、`十1成111イ117)1に神||)i市で|;門|1松さオlるH本 災til布准学会第‖|口1年次大会で発次する 予定である。

【災tif行甚に1対するf性波 ・伊「修ヤI千動特】

1町イlil芝にじ|き統き、紀1)'長riヶ田r及びれ||IWrでの防災会i益にアドバイザーとして参加|した。その他、以 ドの

活動を実施し、本イ)「究
!!f米の伊「究成明tを糸r!介した。

●  モ !lりlt地域振興‖̀ 消防防災課 iモ十L「防災ボランティアコーディネーター益成脇ti技公!委 よ1会への参加。

● 材 1子り千ttttil救援ボランティアコーディネーター基成打)「修会でのf持淳t.

● 静 岡りit「1坊災総合f厳庄Jf持的|。

● 十1:|ヽH法人|1本希准協会行託教育。伊F究センター災ti千石准f)Flケ公「災11ドチこ′|:||、子の行推と雑||、1的対応J占性師。

● |1本 災lt十希進学会第 2 1HIイlを次大会への参力||



十`え成 12年 8)1に lfi森り1【で|チ日併!された|1本災tiキ看蔭学会第 21口|イli次人公において、災ti諄l li!訂|1練に1用する

ワークショッブを実施し、参加イに本研究
!J'業の1けF究ヤ,千動の紹介と実際に災li諄l li!〕|1練を実施しながら、以

ドの内容についてディスカッションした。

′ 災 ti十看にが果たす役fiJは、災til時だけでなく『1坊災』という机点から、H常 的にもrrれ:すると考える。

その場合、行にの対象となる忠ヤやli:とく、また71准職打は危機的な状況におかれていないため、防災

意!i哉を向 11し、災1!科|十の石准を!ilドイするには相ド1の努ブJを要するのが実状である。しかし、このよう

な|1常的な取り約1みこそが、災tir時には
^人でも多くのア|:命を救うことにつながり、被災者の安全と

安楽を守る行i雀体制が 十分に機能できる大きな要1対となるのではないだろうか。

V/ 災 itilXI li:訂|1線の|1的には、十iiLくの防災意ri投向 li、十i:民相|′たの支え合いの意識向 liがあげられるが、そ

れだけではない。災li十11、子のケアをいかに実施していくべきかを、十i:民と看准職者の相|′I作用の中で命1

り liげていくことにある。「災lirJという非常時においては、特にケアの受け子と提供者がお′たいに

なし、癒されながら身体的、心出!・千1:会的な卜Tしみや痛みを先服していくべきだと考えるからである。

そのためには、日常から呑甚職者がイi:民とす(に、災tilが起こったときどうやって助け合おう、災1'1時

に閃らないためには何を11町1からlll備しなければならないか、を話し合っていくことがlTr要である。

災午iF隊|li「訓1納はこオ1らの|1的を達成するのに
^つの手段として非常に行効であると考える。

【今後の!i果題】

前「
′
ダt雑過で述べた内作をさらに沫めていくとともに、翔i興lii化地におけるli,Ltのコミュニティ形成に災■

行甚をll文r)人オlる効舛tについても|サ↓FI:ヤ件備中であるしまた、投災後の′li活「】t境と1//Llわiゼに1対しては、被災時、

彼災後のアliヤ!〔)i蜂株を|たえるための保lrrll・|クt)イギ・神liれ11のあり方について、i避郎所におけるJ女催活動の「じ|き(改

[ij版)|を さらになすこするために、十i:民・行准llHl・イF政竹幅広い釘〔収で内容の検討を行っていきたいと考えて

いる.



5.研 究開発事業

テレヘルスモデル開発事業

学内1)F究,1:|り'藤千代 r、藤本十 i、材: 木々||1杏、池111111紀、中村!ll奈、服湘;希は、
/〉
||1熊r

学外研究よい 1村 |lrイ(洛r itw r健康4+PLⅢⅢ
・
1参JI、診妹所長)、 1村忠 )tr(紀

″
【Wr保健センター姉長)

1.初 F究|1的および ;;年|1町の研究経過の概要

本'F究
`!r米の|1的は、イ|:′を要援薩高齢者に焦点を

・
1てて、地域保健布誕活動への情報,曲イ!i技術活サilの利点

と課題を保健サービス利サ十1杵の祝点から校!対することにある。研究期陪jは
l1/成1()イ11度から 1241i度までの3

イlillJであり、この|1町に次の i〕つの課題を、1てて研究活動を行った。

課題 1 1イ1:″と要援護i所齢ヤをめく
｀
る地域保健1東療福和L連携J

課題 2「 イ|:′を健康管P世システムが高齢キのlrt康41:活に
Iユえる影響J

課題 3「 地域保健呑護活動における情報道lli技術 ・機器利ナ11の1lr能性と限界」

以 11に掲げた |;つの課題は、いずれも特定集1寸1を対象とした地域保健看薩活動の展開を想定したものであ

る。すなわち、そのと建|'増過程は、地域の中である特性をもった対象イを把Jとし、1対別的ケアを行うと共に、

対象キ|1町の共通性を'こ|||し、集1寸1のi明題として組織的な解決を図ろうとするものであるが、課題 1は要援誕

高齢者という対象杵把猟とサービス提供者側の連携に焦点を1町てている。 lll題2は 、要援誕高齢ヤケアにテ

レヘルスシステムを利用した活動を検!討対象寸f例とし、利用キの観点からケアの結果評価を試みたものであ

る。また、課題 3は 、課題 1および 2を附まえて地域保lrrt看薩活動における情村ヤ通|ぃ手機器 ・技術利ナ11の1lr能

性と限タトをまとめたものである。

11.!岳動の成果

今イ|を度は1)F究の巌終年度であり、これまでの研究活動の成果を報fIF li子にまとめた。その中で、得られた角|

兄にもとづいて、テレヘルスシステムを利用した地域保健看護活動を展開するにあたっての提!iを行った。

提 ,すの概要を以 ドに示す。
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テレヘルスシステム導入の前提として、次のことを認識している必要がある。すなわち、‐■lFi報通|!i

技術は、既rrの活動をより効果的・効率的にしたり、新しいサービスを,tr能にするために準人するも

のであること、2システムの準人ニーズ把拡、設li卜・送定、準人後古`「価にあたっては、システム導入

由行のサービス内容や人的・細1織的体制の把掟と課題のI理解、望ましいサービス内容や体制のイメージ

の|り1碓化が必要であること、 十チケア提供者の活動を支える1市`報システムを準人する場合は、システム

化する米務を、十対係た、各1判係杵が問覧・人ブJする情村ヤイ〔||、複数の1対係者が共行する情報ぢ〔H、 と

いった符!点から枠川!するとlとい。

地域保健石護ヤ!千動にテレヘルスを準人する際には、次の諸条件を雑えておく必要がある。■地域保健

行甚活動企体のェilドイの中でのテレヘルスの位置づけの明確化、21対象の特定とテレヘルス準人のねら

いの1りj碓化、 なサービス利用者のi:体性の確保、ITけ―ビス利ナ11者のア|:ヤ!千様式や健対て侮↓、価1成“チ!への

配は、 51利)|!ヤサホート、 そヽ|lrtす夕的コミュニケーションの確保、である。

テレヘルス逆|11時の情報竹P世に1対しては、lilhf報操作の子川東化、 す11市打!i二体の権般の布任保、が必グ〔の

条件となる.

テレヘルスを効果的にル建1用するためには、11利ナ11者におよばす影響の予測とネガティブな形料の排除、

'利用者の受け||をめ方と利|11の仕方の確riは、,|データのll i栄東1ヤ上の確l認、について道|1子アセスメントし、

活動に'支|1火させていくことがlTl要である。
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5.活 動の評価は、!|llllll、ブロセス、結果の各ステージに対して、なされなければならないが、0サ ービ

ス利サ11者に対する支援ブログラムの道明性、9利 片1者の QOLへ の寄与、0地 域への波及効果、の視

点は特にlTl要である。

HI.平 成 12年 度活動内容

1.紀
″
itWrの作
4を
健康待lll!システム運用に1対する:訂可企

誤題 2「 ri:″と健康待川!システムが高附子の健康生活に与える影響」に関して、システム利用者を対象とし

た調査は、
h1/成11イ|:1芝に行った。調査項Hは 、システム利用状況や利用に対する思いや考え、システム準

人による健康′|こ活への影響などであった。今年度は、保健センターのホストコンピューターに保存されてい

る卜i己鎌から、システムの利用状況を把拡すると共に、保健婦が把握している利用者の健康問題、システム導

入後の保健行動の変化、特について情報収集を行った。

その結果、ホストコンヒューターの保存f己鉢からみたシステム利用状況には 4つ のバターンがあることが

確認された。すなわち、システム準人から1調査時点までの 2年 間、継統して使用している 「継続使用群J、

準大後
本定す朝|11は継統使用していたが、その後は間隔を『1いて途切れながらも使用を継続している 「断統的

使)11梓J、 本定期間使用した後、使用が途L/Jれた 「使用中断祥J、導入時のみ使用し、以降ほとんど使用して

いない 「使ナ11なしf祥Jで ある。これらの 1群 問で、利用者の健康問題や属性特性を比較してみると、システ

ム利用の継統には、利用杵本人のltr康|1町題、F/tF康状態、本人にとってのシステム利用の意味が関連している

ことが何われた。

また、ホストコンヒューター1記録からみると断続的使用群にあたる利用者の中には、実際には継続して定

1期的にシステムを使用している人がみられた。測定を行っても送信していないために、コンピューターに記

録が保rrされていないものであり、送イ:iについての利用者の叫解が |^分でなかったためにとられていた行動

であった。

2.イ ンターネットナ||テレビ公li技ソフトウエア 「NloNet(モ ネ)Jの 試験利用

ri:″と要援甚高齢杵に対する|力tlrrLF活動への、インターネット用テレビ会議ソフトウエア 「MoNet(モ ネ)J

準人を想定したli式験利ナ11を行った。

(1)nloNct(モ ネ)の 機能および選定r収山

In(Nct(モ ネ)は ,イ ンターネットや和1織内イントラネットなどTCI)/1Pプロトコルを使用するネットワ
ーク 11で利ナilするテレビ会li益)11ツフトウェアである。Win(lows 95/98/NT‐4/2000/Meな どが載ったコンピュ

ータ liで、力火ラやマイクと和[み合わせて速隔地|IJでの映像ざf,11通信に利用する。 本対
ムでの通話のほか,

多地点に分かオ1て複数の相1子の|1火像を1lJ時にllhl前iに出しながらグループ会議できるのが特徴である。共有ホ

ワイトボー ド,チ ャット.ビ デオ火―ルなどの機能もf十つ。

インターネットナ11テレビ公ri義ソフトウェアとしては,CUsccヽ leや NetMeetingが よく知られており,行

料無料の製,11,が数多くある。本け「究可i米では,グ ルーラ
'会
議が出r能な低価幣製,,:iという祝点から lnONctを

送定 ・試験利サilした。

(2)↓試験利ナ11の概要

送受|!iは、本学イけF究棟‖階広域希甚共同研究生と,推市内の1対人11:″をとの1切で行った。個人liゴをから
本般家

庭サ11lt耐IHI線を通して、 リ モートアクセスにより本学 IィANに 接続して交イriを行った。本学f研究生に1)FttJll

,13名 、lllll人lii化に研究lll,11名が参力||し、その家の |,7歳の i二姉 1 さヽんと2歳 Sヶ ナ1のりj児に、送受|:iヘ

の参力|1協メJを依求す〔した。

(3)交 ll iに対する1科F御i

共 1に、大学側11lHlヤからの111え和lFおよびli式験利ナ11に参力11協ブJして ドさった 1 さヽんからの,ilを価を示した。こ

の市|を和liに示されているように、サービスの本|||llイが使|11することを想定した場合には、突ナ|!的であるとは1;

い難かった。



3.学 会充共

研究活動の成果を次の 2つ の学会に発表した。

(1)日 本をイli看推学会第 51口1学術集会

イli川||! 十`え成 12イ|二11)112H

I用催場所 : i lTlりIt、1希護人学

波題名 :i崎齢者のイ1:′と健康4+lll!システム利川の継統要1州

すこ共杵 :池 ||1山紀、伊藤 千代 r、藤本十 i、材: 木々山呑、中村!,r奈、服剤;希は、今||1柴r

i村忠夫r(紀
夕
に口r役場)

要約 イ|1化要援准高齢イカWif報通|!i技術 (IT)を活ナ11し、健康状態のlri己俗↓祭をしていく要1用を|サ1確にし、

布准援助のあり方を検討することを11的とした。K ttrのri:化健康管r収システム 「うらら」利ナIJな針杵 48名

中、!〕2名 を対象とし、利用状況、利点および不都合年について高齢者の意)とを
｀
14構成坪!インタビュー形式で

1)打企した。その結果、システム利ナ11状ヤ)とは 2年 |1町の問、,1に 1 1HI以|を作川送|!iしている人は 9名 、2～3ヶ )1

に 1 1HI以11の|1町隔をド
'といて定ナ91的に送f「iしている人 11名 、1イ|を以 11令く送|:iしていない人は 9名 であった。

定ナ期的にシステムを利用していた人の継統の要1対となっていたことは、「,長り合い」「楽しみ |「'こ
″、14られて

いるうれしさJ「ljjlJみJ「|ア十分がf今らしい1 安心感Jな どがあげられた。 i安心感Jの 出!山はさまざまであっ

たが、最も多くのべられていたのは 「
/〉
Hの 状態が 『うらら』からわかる、それを|'こ拡〔杵もみていてくれるJ

というものであった。11 を`ヤ!千用した|ドヽ齢杵のイ|:化ケアが,i:1にれてから久しいが、その緋統ヤ1〔用については

課題が多いぅ1ドも怖杵が機淋|をどのように,!千川し、|ア1分の健用ゼ状態の1↓↓供を継統していけるかによって支援の

あり方は変わる。本HIの結舛せからは、「安心感Jや 「張り合い と いった|〔r定的感111を持てるかどうかが、lri、

による健康状態の山己“サ↓祭継続の要i対であることが示された。 し たがって、機器準人後の経過において、高

齢ヤがそのような感情を持ちつづけることが出来るような品i雀4モ助が11唆となる.

(2)第 2()IHIに味lif報学連合'(会 (第 11口||1本にイ〔情報学会学術大会)

イトナlll : ｀|えル支12イ1111 )12,卜2511

1 1門任場|'F:アクトシティ浜松

お〔題名 :ri:化lrrll康4+PI!システムが1所齢イの健康′|モi岳に'すえる形伴

すこ大打 :|り1藤千代 r、藤本十 七、十ち: 木々||十呑、池||1山紀、中IJ「lf奈、川t部僑は、
/メ
|||力【rト

1本寸 ||||、  ■ |ヽすこ〔)tr (ネ亡
″
にlllrイ生ナ坊)

吹約 :高怖化の進んだ地llltにおいては、ri:化|ドヽ怖杵の健虜t′|モ'!そのri的向 11をは|ることは地域保健ヤI千rtllの占セ

Tl要課題となってお`)、地b忙1寺|■に応じたさまざまな取り細みがなされている.1lf‖ij山IⅢ;1支術 ・機器の導入

もその 喋 であり、とりわけサービス資湖〔が限らオlている地域においては、rミ拡〔のイj効ヤⅢ千ナilを!ir能にするも

のとしてシステムの|'村たと利|llが進められている.し かし、それら11竹‖t通1!i子芝術 ・機器の準人は、サービス

を利用する1lⅢ怖杵にとってどのような利点と課題があるのかについては、十分校li寸されているとはlit 郎ヽい.

高齢 Tその1//11Hゼ
′|!ヤ|〔のT〔を高めることを111ケ↓した保lr/11il千動とtl川のためには、これらのことが校ii、1される必要が

ある。そσ)ため、十1:化要援甚Ⅲ
lⅢ
齢キの性とiゼ11PI!を行うことを|1的として'単人されたrl:フと1//1Lと!て41叫!システムに

す、侯点を
Hlて
、システム半人がlドⅢ齢イの健たiて

′|ニヤ1子に及ぼす形糾1について、 1〔石齢キの1'↓点から校!対した.そ の結

以t、システム準人による1/rl H〔
′|:il千への杉4半は、他虜tについての角1識・1/rllttf4ヤ子FI!意紋 ・1米健行動、|′1己効ブJ感・

|「|!i[感帖、|ア1立′liヤ!千への意欲、安″芭、感 ・サホートさオ孔ているという感
′
メと、|クこ山liおよび保健姉とのコミュニケ

ーション・|!i順1対係、などの側十角「において1;怒められた。また、この形付側1占「は利||1杵によ1)‖‖冴ll性がなかっ

た。したがって、健康
′liヤ:子のFtの向 11に向けたシステムヤr〔|ljがなさオ1るためには、利用者の i:体性を中l■し

た個別的支援フログラムが必要となる,
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6.研 究開発事業

県立病院の地域連携に関するモデル研究

学内'F究 '1:村 本,t:r、 Fiナト徳 r、 北島謙Fi、森 ド利 r、 イf村山利 r、 藤本 ri、  1村 良 r

学外切F究よ1:佐 ||1 降 (松阪地方リェtLt周保lrrLl柄れに昨‖)、水池京 r(仁 愛会洲i添総合病院)、山路恭 r(総 合1穴

戒〔センター)、17tt崎智 r(こ ころの1矢療センター)、水)十としr(ち ょ病1先)、lllt岡忠 kr(志 摩

病院)、大lltlrt徳・千 1`え夫穂 (病院
I!1業
庁りi(、
1た
病院課)

I 研 究目的口方法

本研究の|1的は、り!ドえ病院が担!うべき地域1代療のあり方と、その実践方法の共体策について行推の、1場か

ら|りlらかにし、はそ中ン己ヽ・地域中心に、1ち、地域連携を推進し、鳴t民から支持される1穴城ておよび看誕の提供

について校,i寸し、行甚のT〔の向 11に1年rJすることである。

争イli度の|1的は、りit立病院の地域連携に1対するモデル構築の):そ礎資料を得るために、それぞオ1の病院で実

施している地域連うちに1対する
Iif例
分析と布甚婦対象に地域連携に1対する意識調命の実施であった。

方法は、以 ドの 1)～ |;)を ,IJいた。

1)「新 ・)llう与フォーマットJの 作成

地'コ蛇連うちの実げ比例を検討するにあたって、布准実践のネ,こ点から考え、どのようなことが問題となるかをア

セスメントしやすいように、またどこの段‖,十でそのl‖!題に取り和tむ寸fが妥
Hlで
あったかを考えるために、十!町

題の究′li時)朝や相lli炎許などを表にまとめたものを r`成 11イ|を1芝に作成した。 しかし、用tiFiの出↓定やそれに
対
1

てはめてみてイ(1祐な点があったので、十1F検討した。

2)「 漸 ・迎城フォーマットJに よる
iif例
分析

り,t内の 1りlt拘内けと(に成〔センター、こころの1代療センター、 本志病1先、志1挙病1先)は 、それぞれの地域に

おける役‖J・機liヒがすとなるので、そのlH々の病院の役官IJ・機能に応じて地域連携に1判わることでその病院ま

たは病棟で実げ覧している内容を‖打き取りⅢ)J命によって明らかにした。そして、その央r覧内容を、特に行誕の

机点から考え、 ど のようなことが11町題となるかをアセスメントする門的により
!!f例
を 「新 ・連うちフォーマッ

トJに そって雑PI!、分析した。その分析により 1病院で共通すること、またはその病院狙11ア十のものは何かを

校Ⅲ卜1し、地域連携において行推の立場でltr能なことおよび看護として求められていることを|り1確化する。

|;)「地域)lllうちJに 1対する行li雀姉の意f投1)可命

さらに、 1り,(立病院の行推れ↓を対象に 「地域連携Jに 1対する意f織!科J企を実施し、行甚を実J受する立場の石

誕姉が
f地
域連|チ与」についてどのように認識しているかという実態把掟を行う。

2)、 1)の 結男tと1町イ|モ,支実施した院長、行推部長の 「地域連携J年 の考えを元に、多方向から、り1ドに病

院の地域連携に1対するモデル構架をめざす。

工 研 究経過

|`え成 11イ111()11にフロジェクトを立ち liげ、本イ|1度は 1～ 2ヵ )1に 1 1HIのヘースで会議を1相‖‖した。

1)十連ぅちフォーマット」の1lF校!計

各病院の病Fオ〔および行甚姉‖〔呵人のレベルにおいて現イ|:央」長されているサ1体例を収集し、その内容を、分析

するための様式を作成した (資料 1参IIt).

時系初!に対応内容とPI児tの角付火方法牛を考え、どの時点で、f作がどのように対"ぷしたらよかったかを|りlら

かにすることを|1的とするもσ)であるて し かし、らせ状の解決方法で1問題点の究
′|を||、11明、j堂|う与ルートを||、子系夕|

でみていくことがなく、また'こ内における辿1サ与)レートとして昨立していない段卜lfでυ)対応であったので、 こ

の様式では4くllがあr)、+lFI生それらの点を考はしながら、様式の校li、1をイFい、<illl"ちフォーマット>から<新 ・

連携フォーマット>(資 料 2参 サFt)に修 ||:した。

、r、



2)「 新 ・連携フォーマットJに よる事例分析

この 「新 ・連携フォーマットJに 基づいてJF例分析を実施し (資料 3参 サ(く)、そこから 「地域連携」に関

してのll町題点、課題牛の力11111を行った。

3)「 地域連携Jに 1対する看甚れ↓のフ意識:調査

平成 12年 ぷ)1に、 1県、1病院に現れ:働いている看縫姉すべてを対象に 「地域連携Jに 1対する意f機につい

て質問紙法l〕J査を行った。質問紙の内容は、「地域連携の認知度に関する項|IJや 「地域連携の必要性に関す

る収|IJ、「地域連携のサ朝作度に1対する可〔HI、また 「ネ|:会資拐〔の認知度に関する項HJに ついて選択式とド1記

式で|口1各を得るものであった。「地域連携の認角十度に1対する町iHJは 、「地域連携という,千葉をこれまでに勝1

いた
:itが
あるかJ「勤務している病院に、病院や社会資源を紹介する部署があるかJ「病院に訪問看護を実施

するシステムがあるかJ「地域連携とはどのように捉えるかJ「地域連携を実施するにあたり、『地域』とはど

のように捉えられるか|「地域連携を実施するにあたり、『連携』とはどのように捉えるかJ「勤務している病

院はどのような機能・役IJがあると考えるかJという質1明よりなっている。「地域連携の必要性に関する項[1」

は、「退院後のは者の状態について1瑚心があるか」「過去 1年 |IJに、忠者及び家族に対し、退院後に必要な社

会資源を紹介する機会があったか、また実際に紹介したことがあるかJ「退院後の忠子の様 子を尋ねたいがあ

るかJ「希進サマリーを院外の施設に送った
tifが
あるかJ「看護サマリー送付後、は者の状態や結果について

送付先に+ね たことがあるか」という質問であった。「地域連携の期待度に関する項HJは 、「地域連携を行

うにあたって支障となることは何かJ「地域連携がうまく稼動するために病院としてどのように取り洛RむかJ

という質F町であった。また、「十L公資源の認知度に関する可tll」では 「rl′を介護支援センターJ「ホームヘル

ハー派遣Ⅲ米J「市
r巧
打〔城〔益投支倫制1笠」「を入保1/8施設」「地域1穴療支援病院」年の地域連携との関連項Hで あ

るネ|:会資源 19ザ〔Hに ついての「;富知1度と活)11)芝について問うものである。

IIl研究成果

1)「新 ・連携フォーマットJに よる
!i:例
分析

「新 ・連携フォーマットJに より、各病院の 一つ あつのJf例を検討し、問題点 ・課題等のれ1出を行った。

資料 3の J「例検!討から以 ドの|1町題点が11出された。

Ⅲli少療IJにrrイ|:するlTl症度に|)と敵した病院、地域支援病院の状ヤ)と・実態について知らない。2人 院時点で

の人院ナ朝|1対等の機能、役割についてのオリエンテーションがイく足、
‐
こ1人1先治療における最終H標がはっきり

しない、11人院初)明から地域連携に向けてのケアがされていない、101医的「と喬経姉、家族のコミュニケーシ

ョンイく足。さらに、選院後の状況について予測できる1問題や退院にあたって支ドヤとなる点についても看護婦

がすべてを抱え込むのではなく、 lヽSヽヽ
ヤ
などそれぞれの申「Jと連携をとりながら分Ⅲlしていくことも大切で

はないかということが出てきた。

2)意 li械調命の結,t(資 料 1参1照)

げェt立病院の病院 rl護職,1対象に行推部を迎じて質1瑚紙を配れfし、留世き調査を実施した。質1村紙1叫収率

は総合医成てセンター911ツる、こころの医療センター871%、  本志病院 10()%、志摩病院 92.1%で あった。

地域連携の認角|1芝に1対する町〔||として 『地域連携という:す柴を聞いたことがありますか』という質「町に対

して 1病院全体では約 92%が 「ある」と|口1答し、年代別では 「あるJと |口1答したのは |〕0歳 代が 96.2%、 1()

歳代 9‖5%で あり、次いで 2()歳代のぷ料2%、 50歳 代の 875%と いう川煩であった。

退院後の忠者の状態年について関心は、 1病院とも約 90%の 人が 「あるJと 1可答しているが、忠者及び家

族に対し、退院後に必要な十1:公資源を紹介する機会があったのは、 本志病院がややi高くなっているが、他は

約 」()～1()%であった。また、実際に千1:会資源をそ|1介するfiJ合はさらにllRくなっているc

『勤務している病院に病院や十1:公資冴〔を紹介する‖̀材がありますか』というT〔|1町に対して、 1病院全体で

は 「あるJは 約 72身十であったが、病院によっては 「あるJと |口1作したのが約 16%の 病院もあり、「わからな

いJと lml答したのは it)～15%で あった。

希!i雀サマリーを院外の施設特に送ったことがあるのは、約 1()～ある%で あるが、サマリー送付後、はイの

状態や結男tについて突際にヰねたのは約 1～2()%とllRくなっていて、他施設との情報交換はあまり行われて

いないr)↓状であった。



社会資源の認知l度に関する項:1では、19の 社会資汎〔について認知の程度を導ねたが、社会資源の内容によ

り差がみられ、それぞれの活用頻度によりたがみられると思われる。

看護婦としては退院後のは者の様 rが気がかりではあるが、看誕先キが!“接忠者、家族に社会資源を紹介す

る機会は少なく、社会資源を紹介したりという具体的な対応は行っていないということがわかった。病院に

よっては社会資源を紹介する用̀格があることからそれらの問】!な活用が今後望まれる。さらに、病1暁職虫出

身がそれらのシステムの存在を認知していく必要1■があることもわかった。実際には、活用!tr能な社会資源

の内容についてもっと角|りたいという意見もあることから、1吉`‖i交換を行いながら、活ナ|〕できるネ11会資源に

ついての学‖機会を設けることも必要であろう。

『地域連携を実施するにあたり 「地域」とはどこをさしているととらえますか』という質|1町に対しては、

|′1山記述による|口1答で、行政:i生位のとらえ方、′|二活間の机点によるとらえ方、医療円の視点によるとらえ方

などに分類できる。

『地域連携を実施するにあたり 「連携」とはどのようにとらえますか』という質1明に対しては、山山記述

内容の分類により、「11特脱交換J「11特脱提供J「1fヽ報公開J「社会資源の活ナ|!」や、「1判係性」「つながりJ「ネッ

トワーク」「脇ブJJな どであった。その他に機能、役十Jとして 「調整J「橋たしJと いうLI答があった。

地域連携がうまく稼動するためには病院としてどのように取り和1んだらよいかという質問については、

「コミュニケーションとネットワークJ「システム整備や構築J「教育や指導Jま た、忠ヤ状態をいかに把拡

して、地域連携を1ll滑にするか、または111滑にするためのはキケアや業務内容の取り和[みに1判する1可答があ

った。

Ⅳ 今後の進め方口課題

連携フォーマットによるJf例検討を進めて、|IJ題や課題を抽出しながら、意識:〕J企の結】tや1崎:年度に行っ

た院長、看誕剤̀ 長の 「地域連携Jの 考え特も力|1味してりIドた病院における府誕の机点での地域連携モデルを構

築していく。これらは、 1りit立病院の役有iJ、機能が共なることから、 あつに集約されることは難しい現状で

あるが、行推における地域連携のモデル構築をめざす (モデル化)。さらにこのモデル化したものを、 1県、1

)内1先でそオ1ぞれ突ぱ蛇し (突げ受)、突r蛇した結果、連携に1対して評llli(評価i)を 行っていく。
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投|1 1

志1紋il l合格労t(結 果の 問;l14枠)

1 地域連携の認知度に関する項目

力埼1先がとのようなサ也bti llⅢちを実施しているか,ま たはめざしているかのll解について1刊うものであるt

地比蛸lll↓ちというli使をおい‖きになったことがありますかJ

l)内坑坤ll ll体ギiⅢ ri 人狭 (%)

と 理 病院  |

'せイ1:、あなたのll l務している ll院に、1と状にl ll此や|li会☆ルRを紹介したりする‖t料がありますか」

11打院/J lilⅢl件|IJ合                               人 欺 (イ)

1 結合|りヽ明てじ'一| こころのに煉じ'一    ′ より1埼1先    フ よ1年)lll先  |

R々■11需+キ 井―キ手綜■半掃ニギ
わからない| ||!!(l11)   11(卜吊)~ ~~「百)(15H)  |~言「てll tl ~

1     2()ち掟|く
■■ _上上士とよ上リ
|■tl  !平()(11)`
11【lHI各   ()

fi~病T〔
~ T  ib ttit

こころの't】てt)ター   志 1巧けと

袖挫寸iモニェ里主J主 盤主主坐 J

2イlilu l l H I件ギ刊r、

|     」(),支lt

ある    1 1 7 (い ) 2 )

ない   1  1 7 ( 1 ( ) 1 )

イ)か,i)たミt  ヽ十  1!|(2()1)

無Ⅲl 件  1  1 ( 1 ) ( | )

す;せれ:、あなたの勤務している)内比に|1方|‖行|;雀を実施するシステムがありますか|

i基btt tυ)忠杵の状態年について判″とヽがありますかJ

ll埼けとり|IH I件T, J合

過去 l FlillJに、忠キ及び次欣にイ」し、

1坊埼院り|IHI件T十Jイド

i基しt後に必唆なヤli会rt湖〔を紹介する機会があr)ましたかJ

〕【IHI件

地域連携の必要性に関する項目

〕也蚊辻|↓ちの必吹ILを感じているか、地域j ll携が必要な場合どのように代施しているかを1明うものである。
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j出ム 1年|1町に、はイ及び家族に対し、退J7L後に必要な社会夜淑を紹1介したことがありますか

1)内1先J ll可件|;J合                              ブ 、枚 ((11)

jl lム1イlill町に、)と院後のはたにその後の様 rをキ|ねたりしたことはありますか|

1)内1坑ル|111件f刊合                              人 欺 (1))

lj上ム 1年|1増に、あなたが11+いた忠者の行推サマリーをし[外の施設特に送ったことがありますか

ブ、枚 (1 ) |~~   フ
よ1挙)llし七   |

5  ヽ(||〔;5)

l  t)2 (あ7:))

| ( S ( : Ⅲぷ)
|   , | ( 1 ヽ) )  |

l  i l i己で |あるゥとい1体した人の内、

l j出ム 1午 | 1 1に、 l l  l i牲サマリーを,と|」後、忠杵の状態や結果について送|」先に

3社 会資源の認知度に関する項目

イ1=とすド[i4支援センターl i l J I川岳准ステーション」「とブ、保健施!i佐liホーと、ヘル′ヽ一llt逃,米 1牛のJtt i  1  1に

ついてとの料1芝角|っているかを1出うものである.

l r i :化介ri4支1屁センター

2 1 i方1明F l准ステーション
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7.研 究開発事業
ルーラルナーシング概念枠組みモデル 研 究事業

研究とと:学内研究,1:八 ||1胸!可、lTl松十11!J、村本,'4r、小林文r、 大 対わ率r

iffli可多夫r

学外研究,1:奥 野|li孝(点↓羽市立神島,i少成9り子)Jヽ坂みち代(ilTtサ,キ健康対策課)

llt本和 r(点 ↓羽市保17tLlttt境課)

1.   イ)Fチ七σ)|1山匂

わが1州のルーラルナーシングに1対する突J蛇HltiFは'格外1可に比しまだ数少ない。このようなうと状を附まえ、

ルーラルナーシングの概念を|り1らかにすることが本イ〕F究の|1的である。すなわち、+1本狙tiア1のルーラルナー

シングの概念枠和|みモデルを1川すとし、 i lTlけ,1に適用する方法を1り|らかにしようとするものである。

本午1支は中山|IJ地域を対象として!武突モデルを作成し、離rJ;と中山|IJ地域との対象比峻を行い、概念枠組

みモデルの構築を行うことを|1的にした。

H. イ )Fすtネ準'世生

今までの'F究経過より、ルーラルエlリアの行には人打S市のそれに比し、その地域のた化やlri然の形響を大

きく受けることが|りlらかになった。それこそがルーラルナーシングの特徴であるのではないかともいえる。
^方、ルーラルナーシングは,た米保健、農村保健、僻地|ケこ戒てと近い1対係にあるが、 |1本ではそれらを附喚す

れば、ルーラルナーシングになるのか、あるいは近い1判係だが、新たな慨念として提示していく方が良いの

か。共体的な突ぱ覧から探っていく必要があることが分かった。

以 11の結果から、本イ|:1芝は次の 1か らi号を行った。

1.神11品の布甚婦さんの
フ
ブtr蛇を11｀rttHにみる。

)t体的な失例で、その場1山Fの1lf服収朱の机デ!、く、判断のりfモ坪1、判断根拠、優先順位、コj断のliⅢさ、 大病院の

石准姉の判断との進いなどをみる。そして、それは、文化、地形、社会1■などにどう影響されているかを

|り1らかにしていく。

2.ル ーラルエリアの行:准実げ受を把推する。

典体的に付r地の行推者がどんなことをしているかを1世〕|する。把拡する方法として石准杵公li差を1州併!し、

そこで調命を行う。

‖.中 山|1町地域の例として紀和1川r紀和診棟所の実際を知|り、神111げrjと比岐する。

111. イげF究成果

l 神 liriヶ!i少瞭|け子における希たの
フ
ブty受

調査|IH+120()0イli村川 1111

制食方法 iイ ンタビュー形態 (Jf例を中フとヽにして)

内容 t2Jf例 の判断迪梓から1lf報収集の祝ナ!、く、
｀
脚!断)1に+、 優先順位などについて|り1らかにする。

< 1 l i 例| >

79歳 ツサ性.′li前ヽ11に1ヒiんで指θ)‖が折れたようだ、 と 十こ耐がはいる。行に佑'が訪1出し応急処rtを行った。

‖判‖折の)ll科ユ

1氏名をげ門いてそのブ、υ)既イiilAtS、
′|モil〔廿比tがすぐゴ点に,子かぶ―

2そ の|1竹のlt前の,|「の トーンで緊急1■を判断する‐

IⅢ Iクim「が米るまでの||11、イ十てるかす(↓羽市にとるかが、すぐす京に汗かぶ.

ド衣にオiいたらは 1/をトータルによくF)せて、 十うことばに 十分上|を他1ける

。 1,iんで、山分で女まで'(た 、|とは rlぃてぃる 歩 けるJ

十1‖↓「('こ|よ)(tナ〔である|



・指が変なドfがする、指に傷はない、本人は|'十分とf岳しながら動かしている、 子がllTfれている。

判断 (に附が米るまで待っていて大に人である。)

f旨半 (子だけ水水で冷やしておいてほしい。)

・ |ひ っかかってはんだ」、本人が,話している、 子を動かしている。

IJ断 (ガ〔、‖尚の方は人丈人である。)

Flliド1ケ診城3所で、今までネ1験してきたことはその怖卸=、医師と キヤに学i↓ギしてきた経験からそのはたのl Tlし方、子足の動き・

動かし方から判断する。今まで経験してないことで、1欠師の1診祭までの時|IJがかかる場合は、点↓羽市におくることを明〔ltJとし

ている。

<Ⅲ 例 2>

家で呆れてガラスで子をLI Jった、

城て所へきていた。|| | l n L  I Iとが多く、

11とが|||ているから'こてくれとのlttf汚が近所の方よりはいる。本人は診

ナ判にて輸送、人院したがブレショックを起こし輸山と汗】城てがされた。

11lW9千σ),也科止

1屯話の,lfのトーンはヽく、あわてていた
一出lれとtt!が多いのだろう。

2に 的"は今日、rl;にはいない。

|十)1のrll備に必要な時|1町は 10分 ・人1央。

'診班3)子まであ分かけて歩いてきた、よたよた歩いている、傷Hの 11を子ぬぐいでしばリタオルで li脱をしばっている。

しばった「ぬぐいの Lから出11としている、歩いてきた道路に曲とがボタホタ落ちている。
｀
|」断-li少戒〔所へくるまでの‖十11町がいつもよりかかった。

ガラスでLllった。

|||lnとが多ぃ、今の状態では11:曲[していない。

本人υ)状i)とから消を飲んでいる。

楽れていた。

かつて経験したことのない寸i例。

(′li命の危険、今、1穴帥はいないし、どうせ傷11の縫合が必要になるだろう。)

|limlli!(IH;位、飲,,1していた、ガラスでL7Jった、米オ1ていたJFとの1判連。)

↓

に出「へ)と絡.

以 liのことからホイントと思われること i

◎生命の危険の判断を最優先する。
一)輸 送半J的「111Tt)品1感

2そ の人の人柄 ・家族の児方 ・家族の行動
・
31ブ(1央

◎病院のFl准姉のアセスメントツールが必ずしも
Hlてはまらない。

第 1判ヤを受ける !ガ〔の中にそのはイのテータ(イ|:齢・家族 ・顔 ・既そiJ任・現病圧 ・ある科1支のアlニヤ1千iⅢギ|ザtな

ど)が はいっている。

状況 ・|'十分の行動 ・輸送の条件―一一一一→ イメージしては拓化に向かう

◎布甚姉がいつも心がけていること。
・忠者のli汚をとにかくよく‖曰く。
・it訴からみる→ ii:訴に1対係するものから広げてみていく。
・忠杵を用;分ではなく、′lニヤ!千・′li命のレベルで考える。一―)は イを企体としてみる。
・アlii岳(その人の‖仔通)を みる||、′|を活を健康問題として考えている。
・経験からの判断。(↑杵に|クこ師と行動をともにしていることからの経験、|夕(師との

:lf後
会ri活)

史変の法方子Ｗ
Ｉ
ヤ

一施
え



・経験していないこと、 ト レーエングしたことがないことは卜|とく送ることを考えている。

・!診療所でできる検査ぢ〔Hが 少ないため、データを生活に反映して考える。

・家まで近い場合は屯話で情報をとる時|1町を少なくして、|ドt接家にいき、11分の11で見て、聞いて、つ

まりrlt祭を |^分にする。御祭が'Iそ本である。!字段のその人の状態 (その人の健康時の状態)を みて、

Pl解し、知|っておく。

2.ル ーラルエl)アの呑護実践の把拡

1)看 経者会,業の結果より考えられる紀和田rの看護の特徴、問題点、課題

中山1出j地域である紀和1阿rをモデルとし特徴を明らかにした。

紀和脚rは i lTl,:tと和歌山呉t・奈良県の県境に位Fiした山i積113.67k nギ(llI林90%・ 農地 1.9%)人 111864

人、高附化梓 18.2%(平 成 12イli 3月末みt在)の 中山1瑚地域である。1昭和 53イ||に紀州鉱山が廃鉱してより急

速に過疎の道をたどっている脚rである。は11、図 2)

li:Ltは集落が点ri:してぃる状態で′li活している。もともと3つ の村が合併してひとつの日rになったが、道

路寸'11埼が忠かった時代はそれぞれの地1人が孤立していたため集落ごとの特徴がなっている。道路号寸吉は1畜備

されたが、公共交通機1用は少なく、高齢者にとっては、Wr内を走る無料の巡|口1福祉バスが工な足となってい

る。しかし、'|[さえあオlば、たとえ昨Hflモとが多くても降の孤lfriになることはなく、町の111,いから30～10分で隣

の市まで出ることはできる。

急j速な高齢化の中で、行政も高齢たが参力||できるような行J:を多く「il山iして高齢者の支援にブJを入れてい

る。1ず巧齢イは人りJにされ、何かあれば近所の人が協ブJしてくれたり、2・‖H顔 が兄えないと様 rを 児に行っ

たりと拡立していることは少ないようである。この地1天の高齢者の特徴としては11分の r供 には迷惑をかけ

たくない、体`)Jを崩しても紀和町にli:んでいたいと考えている人が多い。

1穴城て環境としては町の診拡て|)Fと、Wr外の病院があげられる。

卜又| 1 孫亡斥H‖|ドσ)lf411't 図 2紀 和1問rの千枚111

いljの!1作本の|りこ戒て機1判である診瞭1可子は|クf師 1名 ・Fli宅婦 1名 (常勤 ‖名・り|:常勤 1名)にて構成されているが、

に出ⅢほりItからの派,とにて 1・」イ11で4た代するため、交代時のli:民のイく安はない。「i少療所の役官IJとして、Wドの保

健|クt城て柄れに行政の
ム
端もⅢlっており、通ヤ1子の外来米務のほかに||十張診城て、十i!民健診、学校他診、 予1坊す夕TITl、

各Tlll行
:liの
秋にlHllとしての参力||など多師にわたっているこ しかも、‖カメラなどの機器を'|!いた校命や、労

災忠その認,とのため1向と液ガス分析なと、あるドモ!1芝高1芝な|ケこ)4〔校企も必要とされている。

このようなチ】t境 J=ミ ■エテ 1″ツ々|」がWrのi;少】ぇて,中Fにおける品i唯に )(きく形↑半を及ぼしている。

行、7をサ)特げル)研jlと しては対象打い多くが1ギⅢ怖んであるということである―高肺杵は 人 で′IZ診するケー

スが多く、||ケ張介Jサ)に11、子問がかかる ん で、 ノミ プ、の十i十号を角1った 11で来の分包や帆11t〕(7)バスの11、竹||||なと

考えスrFiわなけオ]|モよ,モ,ない 長 た、高怖イになると( まヽまで‖!外のケi'4て代1増に寝!iケしていたひともおせ上「

投が出tられてくる0,か11111'もの '出it快|卜Jであるiうす|キ|"iに′|るiケする|チ監公か!+1たてくる

夕
｀
j!!としてlil!υ)Fi技杭|として'!!の十lt“と|'こ)な杵、十11!fr」女、 各 Ⅲl行

t卜σメすテ!R―卜1~るイ坐午1カW)る とt うヽ十ことがあ



げられる。そのため、人数的なばらつきはあっても、広範l■lにわたる年齢隔の対象者に必要な)1【本的な技術 ・

角lf機が必要である。そして業務は限られた人数で、時1出1に制約を受けながらも多梅にわたることを行わなけ

ればならない。

看誰婦は受診している忠者のことは熟角|しているが、これは田r民の約半数以 ドにて、残り半数以 11の人は

何らかの交通 手段にてWr外の医坂く機1対を利ナ11しているか、まったくどこもかかりつけがない。看護れ↓は山F横

が広い出rの中で、その他のfi:民のことは山分のん:1住しているところしかわからないのが突帖である。つまり、

知っている人のことは非常によく知1っているが、知|らない人のことは知1らないということである。 しかし、

採用条件に紀和町イ1:イi:であることが課せられるように、緊急時の対応や|′1化に|ドこ接電!話連絡がはいるなど学

突 liは2111、子|1町拘束されているような状態である。そのため看護賄|はさまざまなこと (特に家族構成や緊急時

のilll絡先など)知 1っておかねばならず、町の保健筑|はもちろん、民生委Iiや待合生で交わされる忠杵同 lfの

公,i岳の中などさまざまな場1的↑を情HI所tとして活用している。介推保険準人後は行推姑|を介甚にまつわる相1談

窓11とさオ1るケースは少なくなっているようである。

2)紀 和問r診城〔所の希護姉より聴取した情報をもとにに環境 ・希護 ・人||」(コミュニティ)・健康と/li活のル
ーラルナーシング慨念枠組tみ図の作成は|お)

3.中 山|1町地域の例として紀和川r紀和診班3所の実際を知り、神li「耳iうと比較

J打命から|りlらかになった診戒て所における看託米務の比峡を表 1に示した。

共 1紀和と神|II,)の石!1雀婦の米務比岐

i:な,rttiまホ文frf文たがこアf下石i子而才方珀1らている|| i :な, I Xが第 ,火広1米であるrt兆、力t女〔が山分たちの′|■
lⅢlに1判係し、その形↑|ドにおかオlていることは角1ってい !|かつては拡山1町係のた米があったがす)↓ri:は大きな経済効 |

!明
とをもたらすhi米はない.1也場,1米が寝診子rrlJに杉4半し |

|て いることは少し匁|っている。 (||1来取 りの宇田jはカイみ |

~~~丁
而而〒門5爾 面恵雨而ちて下〒

~~~~

― ―
市 言丁〒下而 雨 阪 訂K剛 3まな百

~~

爾 |千託応廊 閥 両 市 孫

|  1     紀 冊卿
   話 評移麻ま三話;課招安斯爾耐輌引1人 の々

′|: | | |ケ】〔サイに′!を,i今しているli l tのことはブ、|1日業1係・
″
末ル

i!時につい |な とさまさまなことに熟仰|している!ひ とt),|らしiⅢ怖 1来υ)ことをよく拍|っているなど),そ の地Ⅲ貨にifl十iiして

てのガA角 lr/な とには'itの分包を網||かく(rった()、‖t来の‖liどをヘ いる.―り、||||1増係 ・
′
ち(炊 判係の熟角|

ル′、一に留(Ⅲk tンた ()する

ネト,キと1方t

他行J lυ)

1性li ll る

11本祥,キという広いれせ野で捕らえているかはイく|け11

|_____に 空≧呈玉玉上里三至かけセ診しない。)         |                           |―一―-1-――――――― ―――――――――一― ―――――――一―― ―― ―J
紫急 liの ||うi lliのイ

くrl!時連絡をとって対応する          'こ 川iイくri:時の媒急対処方法は角1っている―‐     |

iチiネ   iillあ れ|、fオキitlこと手えifll町も多い。各Illl健診、予1坊ヤi:411、|いない

‖1の行いの救i笠刃「での参加|など多frl多様。       |

行!i雀|サ1修 |)レ
ーラルナースとしての4//Xfがはさオ1ていないぃ行i雀の何「| t//k育さオ1たのではなく、必要に応じて学ャSくことによって膝
 1髯猛ヨ脅高!P↑軍最後索‖ぁマ智

卿 に鵬冊
|を得るといった ||↑|;米務からの学び

身についたジェネラルの角|!i投。

卜r。今後の!来題

1.「 日本ルーラルナーシングイ)F究公Jを 設、1する。

2.概 念枠和[みのまとめ :片米保健、農村保健、僻地1穴妹との共通ズ、〔、村1連ズ、〔を明らかにした 11でルーラルナ
ーシング概念枠和[みの構築を行う。



田3 紀 和町をモデルとした中山|1町地域におけるルーラルナーシング概念枠組とみ図 (突)
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学内f"F究とい

学外1)F究とい

8.研 究開発事業

高校生の骨強度向上因子と生活習慣病予防教育の研究

占井勢ヤ|をr、 沢)1史穂、十11中文大

中川  実 (:LTl県健康管F堰J'米センター、診療所長)

米沢亀代 r(二 取県栄差 lf会会長)

和|lll文r(i l r l県教育委員会事務局 体 育保健課 健 康教育グル
ーブリーダ

ー)

金||1典雄  (名 城大学・来学部教授)

1 研 究 H的 と概要

tinりitは l ilTlのくにづくりlir i千Jで 2010年 までに、県民のアti活書ギ1ザi病による死亡率を 616!も

か ら(;.6ホイント低 下させ、成人の日常運動時|1号を 3倍 増加|させ、さらに、カルシウムを所要性の 10()(1)

摂取を|lf岳している。このような H標 を達成するためには、 本次 予防として現γl:のない|lt代に '望ま

しい′|:活itギlrtJについて行効な教育を行うことが大変取要である。

この研究フロジェクトでは、11+対t慈)たと他のli活押1ザt病充症をllRドさせる方法として、

◆ 高 校′liと 般ヽりIt民の付は1芝検診と
′li活11ギ|ザtについてのアンケー ト:)J介

◆  |イ !ましい′li活11ギ1ダ`tJの 教育活動

をりi(ド1ブロックで行う。これらの!訂司命研究をとおして、次の!i者点を|1標とする。

■ 高 校′|をと
^般りititの付強度の強化に及ぼす行効なアli活押1ダtl対rを 'こ出す。

2 高 校′liと保:i雀者に「マ!ましい
′|二活iルrげtJについて山らの付強度検診をとおして |メ1党を促す。

十`二成 1」イ|:1支は、1椅午壊|いの紀1椅高校、木本高校、に熊 11米高校、に驚高校、長島高校、松阪地|えの

う占学日高校、ドf川高校、飯1椅高校、相|!,i高校、の合!i10校の高年学校で、11,強度検!iかと
′li活‖十rtにつ

いてのアンケー ト制命を行い、また、保護者と
‐般県民を対象に、 人 台町、れ山田r、熊蝉F市の 3併i所

でW4ブロジェクトのイ)F究,1による 「′li活11ギ1メ`t病を 予防するJ耐 波会をおこなった。これらの詳しい内

容は '3)1に||けrと してまとめる 予定である。

11 研 究経過

1)活 動 H村1!

高ギI卒訴玩論,法獅岸而響商能i不
~~~~~]

支びt//Xガ〔、供健体fド、益にの教 |17川  ド イJI 対 象!ドⅢ牛学校をr訪問し、各高年十1交の検長及びt//Xガ〔、供健体fド、益にの教

|      1諭 、牛と恐献して
」
1研究ブロジェクトについて,うと|りlしたところ、1火く r解 し

いただいた。

下供健課においても同様の恐:i炎を行い
Hl'F究フ

いし、和lll文r il幹に学外打ナ「究,1として参力||し

iグリーンブラザ六十卜、i打| | I W r  lれ山田「中央

L価和Lセンター|の | )併i所に決定L    I“ ヽヽ 11土壁些市
「熊野ヤ|IF保健作百和Lセンター|の |)簡所に決定

Ⅲ) ) 1  1 1 1句 1  各 高竹学校のH機とt会議で検l iヽ1の結果、高校
′|その付強1支校!診、/ 1を活i↓ギ1 ' tにつ

いてのアンケー ト1)付命と 「望ましいアli活itギ1ザtJに ついてのキ性il'!会の |1科i!が決

1 両|キ薪辛Ⅲ能あ十i轟を通した。
…………`~…………

たを十力| | | | し、各高特学校の保1 / r l l 体行、益甚の教話tらと! t 体的な |
|       1 1 1 :米 内″ドについて1ドを1けltン、拒 Xσ)進め方などについて校ti、iしていただくこと |

|になったⅢ

1(|チ1 初 イリ | ネご|れli1ヽ贅( ‖皆)と |ぷ iヽドヽ1生十
′|ィ1と)の て化祭で111けⅢll芝校riケ      |

| (サ1 111句 | ||| |をrl象!ず朽竹■性を,|な||||し、|!体的な11:准について打ち合わせをおこなっ |

た



1 1サl 高校′|その付強度検診、ア|二活糾慣についてのアンケー ト調査と 「望ましい生

活辞|ザtJに ついてのf占』会、および講演会の実施

1 2 ) 1 - 2 ) 1 村
'強
度測定結果とアンケー トの集計および統計処理

2 )高 校生の付強度校診、li活習慣についてのアンケート調査と 「望ましい4二活習慣」についての

講押会および 「生活押快病を予防する」講演会の開催H柱

ナJ I I ｒ
Ｈ 動 月  十1 ヤ岳 動

10 1 紀1椅高校   文 化祭
本般参加者の骨強度検診

16 (木) 木ノ本高校  骨 強度検診

4 (水 ) )こ鷲高校   1文 化祭

イli徒の1+強度検診

19 講演会 海 il l町中央公民館

骨強度検診

80(月 ) 付川高校 甘 強度検診 20 飯南高校   骨 強度検診

11 7(火 ) に鷲 l:業高校 |十強度検診 ９
る (火) 昴学国    骨 強度検診

13(ナ1) )こ鷲高校  付 強度検診 休 23 (木) 講演会 グ リーンプラザ大台

骨強度検診

1 4 (火 ) 相l Pr!巧校  付 強度検診 26 (日 ) 講演会 熊 野市保健福祉セン

ター 骨 強度検診

15(水 ) 紀l打高校  骨 強度検診 27(ナ 1) 長島高校   骨 強度検診

IH  研究方法

1)対 象者

女 r 生徒 8 1 5 名、ツサr / 1 徒7 う6 名、

2)骨 強度測定

一般女 r156名 、 ‐般男子 112名 。

越キ波法によるイ「距甘の洋響的付強度評価値(OSI i OStCO Sono―AsscssnlCnt index)をAOS‐100(Aloka

村1)で測定した。ここでは、()Slを106倍 したllhで骨強度とした。

3)ア ンケー ト調査

アンケートの内容は、身心状ヤ)と、食科慣、運動状況について高校化用と 本般用の:t通り用意した。

1) 統 ,f十処F収

H、cclでStudcnt t_tcst、|コ1帰分析法により、キす強度とアンケート調査結果を統計処理した。

図 1  年 齢別骨強度 (女子 )
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図2年 齢別骨強度(男子)

lV イ)F究成果

1)学 校別付強度の比較

学校別の11+強度を女 rと 男 r、 それぞれⅨl lと図 2に 示した。

2)ク ラブ活動・運動状況とキヤ強度

図 i3に示したように、往女 r対 象者の 26%が 運動部に所属しているが、 39%が 体行の時間以外

でとくに運動していない。また、ツjrで は、図 1に示したように、 1思 %が 運動部に所属しているが、

33%は とくに運動 していない。図の ( )内 の教
″
rは 対象者数を大している。クラブ活動・運動状況

と十i'強度の関連4ヤLは田 ると6に J(した。

図3ク ラブ活動 運動状況 (女子)

運動しない(306)__ =     _

学校外で運動(29)[轟囲

文化部所属(254)     _ _ _ _ …    __

運動部所属(202)         _

5     10    15    20    25    30    35

回答率 (%)

図4ク ラブ活動 運動状況 〔男子)

運動しない (237)_ __      _

学校外で運動 (57)十 ‐一

文化部所属 (78)  __

運動部所属 (346)  " _      _

10       20       30       40       50

回答率 ( O o )

崎刑

（あ
Ｏ
）
巴
辞
叫
軍
伴

これらのIXIからりJらかのように、

強度が高い。1文1中の危険' 4て1うは、

女 r t t  rとも、運動剤̀ に所属している1 1徒が他に比べて1 1 :倒的に骨

疾の値 ( 0の場合を除く)よ りも小さいことを意味している。



図 5ク ラブ活動 運動状況と骨強度 (女子 )

運動しない (306)_______,_一 一―  ― ″,一 Jヽ

学校外で運動 (29)1 ______々 ″―ヽヽ ‐…″,…………ヽ …‐1     1        1

文化部所属 (254)___ _ _____一 ‐― J

運動部所属 (202)_______キ _― 一ヽ ,一十一― …々……  ヽ ″  J

2 6        2 6 5        2 7        2 7 5        2 8        2 8 5       2 9        2 9 5        3

運動部所属 (202) 文 化部所属 (254) 学 校外で運動 (29) 運 動しない (306)

□P(基準 i運動部所属)              0        008        0

□標準偏差          009        008        005        007

日平均OS1          2 86        2 74        2 79        2 76

0SI

図 6ク ラブ活動 運動状況と骨強度 (男子 )

運動しない(237) __  十  _ _ _ J

学校外で運動(57)ち ′ _____  __J      l

文化部所属(77)__ ___ ____1

運動部所属(346)__,,__               i

2 7       2 8       2 9       3       3 1       3 2       3 3

運動部所属(3 4 6 )文 化部所属(7 7 )学 校外て運動(5 7 )運 動しない(2 3 7 )

回P (基準!運動部所属)            0        0 0 0 4        0

日標準偏差         0 1 3        0 1        0 1 2       0 1 2

回平均OS i          3  0 7       2  8 9       2  9 2       2  9 5

0Si

3) 食 ‖1蚊`と4+強度

レj女とも 「運動‖;に所属している」対象杵鮮が 「運動していない」対象を群よりもナ| :倒的に廿強)立

が高いため、それぞれの鮮で食i甲憤と竹強度の関連性について検r i寸した。
‐r l  女rア|二徒

図 7は運動部に所属している女′l i徒の牛乳摂取状ヤ)とと1 1 '強度の1増連性をみたものである。牛乳を

「週 1 1口1以1 1 1摂収している対象キ鮮の1 '十強度は、「週 2 3 1口|」や 「週 1 1口1以下J摂 収している鮮よ

りも行意に高かった。また、図1 )はヨーグルトの摂取状況と竹強度の1判連性を大している。ヨーグル

トの場合も、「迎 1 1口1以l i」摂取している対象拓鮮の付強度は、



図フ 運動部に所属している対象者の牛乳と骨強度 (女子)
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図8運 動部に所属している対象者のヨーグルト摂取と骨強度
(女子)
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図9運 動部に所属している対象者のワカメ摂取と骨強度

(女子)
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294
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「週 l llll以下J摂 取 している鮮よりも有意に高かった。ワカメの摂取でも、図 9の ように 「週 4回 以

上J摂 取 している対象者群が 「週 l llll以下」摂取している対象者群よりも骨強度が有意に高かった。

これらの結果は、運動 していない対象者には見られなかった。運動していない対象者では、図 10

に示 したように、牛肉を 「週 111!1以11」摂取している対象者群が、他群に比べて行意に骨強度が低い

ことがわかった。

図10運 動しない対象者の牛肉摂取と骨強度 (女子)

合
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伴

005

268

008

277

|〕 男 r生 徒

運動部に所属しているりjr生 徒のエンジン摂取と骨強度の関連4■を図 11に 示した。この区1から、

運動部に所属している男子li徒の付強度はエンジンを摂取するほど骨強度が低くなることが示唆され

る。また、ホウレンソウの摂l及についても同様の傾向がみられた (図12)。
^方、運動しないツjr生 徒の場合、 トマトを多く摂取する対象者の骨強度が低くなる傾向が見られ

た (図 13)。

一-53-―



図11 運 動部に所属している対象者のエンジン摂取と骨強度 (男子)
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図12運 動部に所属している対象者のホウレンソウ摂取と骨強度
(男子)
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図13運 動しない対象者のトマト摂取と骨強度
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V  考 祭

わがIJのカルシウムの摂取壁を年代別にみると、男女全体で 1519歳 の女性が最も低く、所要哉の

70%あ まりにとどまっている。高校生の年代は、卒業後社会に入るにしろ、大学に進学するにしろ、

将来、1予粕1慈症を含む生活‖1共病を 予防するための 「望ましい生活習慣Jに ついて教育する最もlFl要

な時期である。

今1可の嗣企1)F究で得られた結果から、男女とも1す強度を向 11させるためには運動が大変重要である

ことがわかった。また、食背憤との1増連性については、運動部に所属する女 r′i二徒では、牛乳、コー

グル ト、ワカメを多く摂取する生徒の骨強度が強かった。とくに、運動しない生徒では、牛肉を多く

摂取すると付強度が弱くなった。 ‐方男 r生 徒では、運動部に所属する1:従がエンジンやホウレンソ

ウを多く摂H文すると十1強度が弱くなった。また、運動しない生徒では トマ トを多く摂取すると竹強度

が瑚くなった。

このような結果は、成長期にある高校打:について得られた結果であり、高齢者にそのままあてはま

るとはいえない。

今後、高齢者にもltJ様の分析を行い、高校生と比較検討する必要がある。

1謝 岳ヤ
Hlブロジェク トの遂行にあたり、多くの人達のお 1性前になりました。対象高告学校の校長先li、保

17t体市、益進の先′li方には授米の H柱 の調イそ、生徒への怖準など多人のご汁労をいただきました。こ

こに、1亨くお礼中し liげます。また、 i lTl嶋1栄養 |!会には、ア|二従へのfttiイ会、1+強度測定の補助など、

往山F的にご協ブJいただきましたことを深く感謝します。 i rTl県健康管P‖可F米センターには、ピ士lTrな+1+

強度測定器をお貸しいただきましたことを深謝いたします。また、前演会の開催にあたり、市田r村の

保健センターの多く方々にお ||を前になりました。とくに、 大 台Wr役場の辻川方徳祐iれLllR長、熊野市保

健センターの山本辻||1健康・長オ課 i二幹には多人のお‖tf舌になりました。ここにナ亨くお礼中しあげます。

最後に、
Hll)F究
ブロジェクトの趣格をF収解 していただき、快くご協ブJくださいました高特学校のア|を

徒諸イrに感謝します。
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9.研 究開発事業

消化管運動機能異常の病態生理解明

【||

学|ブ寸布サ「
″
究,t:天野|!i ‐、 11本学予|ギキ↓

′

学外布)Fイ先,t:ド打||1子ル(、Tf崎十俊

的】
W【ド障111、慢性腸|ガ1水)品|、排使‖キ1111などの消化竹逆rll」機能共常 (以lf、本)ケt忠と略す)は 摂食トキを

″
!i十、

摂食不能から長ナ91にわたって経市作脈的栄た補ネ合が必要となり、はキのQ O IJは杵しく|ltなわれる

本市)i究は、消化竹運動機能ダ(併は 杵 (以下、本は杵と略す)の 消化4+運動機能の共常の病態を消化

竹内|li測定から1世|ち!し、病態
′liP世の解|り|および,十i戒〔方法を示し、本はそのQ01J向 Lをはかる中で、

i lTlりit ifの本】ケ〔はの
2)こ
態を1世‖ し、 1「■りIIドの1穴拡〔機1対との連枕をはかることを|1的とするものであ

る

また、これまでに幣術された打ナi究備|ド1の ‐部補充を行う中で、その活用をはかると共に地域交流布) F

究センター (以下、本センターとW作す)に おける有サ「究を医療機1対と' (イ丁し、本市) F究に要する経費の 本

剤̀ を受l i [何F究費、容1子経l  l lど!などの共| 1 1布) i究費による連常を試みるものである

【対象と方法〕

1.対 象 : ir正りrt lfのに戒〔機1対の1穴イ〔従J「杵から村|

,談を受けた、ilil化11運動機能't常をrrするは 杵であ

る

2.方 法 iiドi化竹運動機能測ケ[解析システム (卜11)

R/2)消 化竹|ブJII:測ケ[解析システム ((iR思()()

R/E)お よびマイクロチ ッフ トランスデューサー

を|||いて、iド1化竹逆動機能を後枚併i)'「において測定、

評竹1町するものであり、測定は測定問;位別に、A.li

出;il【1化4+、 B.小 |1坊、C.lf ll!'|'1化4↑別に分けてイJをぅ

A.11‖ ;,卜町化竹運動機能測定は、 111惟、 11‖;食

道llTl約筋、 11剤;食道、ど食道Jif動波の十ノi搬、 1卜 ‖;

食道肘約筋、 |‖食道逆流うと象および 食ヽ道2t411+|1町

pHモ ニタ
ーであり、B.小 |1坊運動機能測定は、 1

食
″十1 、々11!前庭剤;、|ム1桁‖坊および小‖坊の子残独点での

共 1.】 W定項 Hと 方法

21111+|1町同時測定であり、C.ド ‖;消化竹運動機能は

1用 1坊川lil“1内||:測ウ[(求 PI!十J加|)、 2111‖坊用lilⅢl内11:淑‖定、排使辻影である (表1)―

また、はその
″
)ごは1世1ち!は、十対係次妹横1対の1穴的「による各や「道|!iF段による村|1淡を受け、必要に応じ

て!訪|1町ittH命を行い、,卜
illヒ
竹運動機能の測定をイrい、これまでのは打独、病態、 予後の,〕,可査および、研

究1守||1町1イliσ9′ブさ態を評|lfするものである

【市)iフ究 用|ド町】

｀
1え成12年 7川 から始めた新ルとのイけF究であり、何F究|け|1用は !1年 ( |`な成1(iイI13川 まで)を ]ケ定している

が、本服千
tiは`
|え成12イli F 11から12川までの (;力川|1町である

【本付Fttσ)十人拡(機1判、は 杵への1)[|り1と|IJ意】

i lTlりlt内の1穴妹機1対へのhf服提供|よ、本学のホームヘージ (〕也城交流布),究センター)に 本的F究の肌

要の掲,L文、および前F究公を|ナ日||にする中で行っていく予定であり、市)F究ゴ〔任杵の何F究内
″
イドについてはホー

ムヘージ (教,1)を 参ナlα lrtきたぃ

1矢味従Ⅲ杵、は杵への十)こ|り1は、測定は
Hl,i亥
1欠療機1州へ||1向き、測定することを明〔|1叫とし、 it治1穴お

よ0サよ杵とインフォーユ、ドコンセントをはかり、十!」意ェ|十をかわしイliうものである

A.|を用j消化竹運動機能測定 :

1111昨、 liH;食道村約筋、 lim;食道内||:測定

セ L‖;、中聞よ、 ド部食道喘動波の1ム服

● ド部食道柄約紡運動

■1甘食道逆流うと次

あ食道21時1出lp Hモニター

13.小‖坊運動機能測定 :

1食道、111前庭部、 |・1指‖坊、小腸の後放点

における21時|1町|,」時測定

C.ド 部消化竹運動機能 :

1大‖坊日111Ⅲl内||:】U定 (来FL付加)

21lF〔‖坊用lilⅢll)JII:、 り|イ更辻1彰

――-56-



【共11」布)「究杵】

布,F4先が i lTlサ11内の1欠拡て機1州のに拡〔従.1'杵の協力を4,て行われてt るヽことから、市)Ftt 1/突杵、 i lTl大

汁1大学1引;2名 、学|ブリに卜」何F究杵1名、および i lTlけ111ブ寸1穴妹機1対1矢妹従J「作である

プt2.対 象および消化竹運動機能校査

‐１
イ

1 .対 象 :相1献を
′妥けた こ碇けitドの

医療1終1対は F施 li坐

であり1対係1穴山|か

らの相1談件欺は1)2

件 (相1献8件 検命

ぷ1件)で ある

(1 )小||!i炎 :本田li炎

出|す||ヴ)|ブ寸十す(は、 il町

化竹迎動機能 )(常

21/VI、性|に卜
‐
|111112

1夕1、 十lir‖坊ナど14i昨I】坊

l1/71である

(2)校 介 :検 岱

1ヽ例はいずれも校

命の17(1寸〔であり、

思1 1illの校命が行わ

オと、 その|ブJ!)(は

相| !談 思 倒 i,|[1化竹運動機能共常

|!||トト,|を
フ
:i手

|ドに‖場,世11411こ】坊

イド ヽ1例:検命出1仔1:叫|ヽ

‖食道逆流】占|

食道運動機能共常

4+すこ1411ツrL‖坊|オ|クに'品|

4埋相イ更れ必】品:

|に‖坊‖lil‖|||)こ
′|十十幣|ブJ‖代岩やけこ

その他の距t常

fl町化竹運動機能校合

11部食道柄約筋運動機能

食道JI汗動運動はlllt

ド部食道flTl約府"運動機能

対象 :相1談件牧92件 (相1談忠件、校命 1ヽ1件)

2 1 / V l

2 1 す1

1 1 すJ

1 7 1 / V l

l l ⅢI ダ」

7 1 す1

2 1 ダJ

141/VJ

I I す1

1 ; | す1

1 ( ) | すJ

37仰|

211す1

141す1

2 ( ) 1 7 V 」

24H十1出1食道 p タ ー

川:使辻形

A. 11占|ギ111化11:

W【ド障11117例、111食道逆流)出111例、食道運動機能ダ1常 7例のri117例であり、検査は 11部食道内||:淑‖定
が21例、 ド部食道|ブ寸|liil則定が2()Ⅲlおよび食道JI汗動運動|どt搬1,11例に行われ、また内13例には21時|1町食道

pHモ ニタ
ーがそrわれた

B.′卜‖坊:|十すまrl:lw4J:|1坊|オ|ダヽ〕品!び)2仰|には′卜‖坊1勺|11,1則ケせが li‖;ポ1化4↑l lNll l:と,キにそ」
iオ
)オL、

C.|ヽ ‖;,lri化竹 :性111111_秘111す」、り|:使|イ寸町1)品:11竹」、および|ドに腸門|:|‖||'こ!例、フ111瑞内職器脱 ()例およ
びその他の只常1()例のli1 151珂に||[だ|1場||lilい1内測定が行われた

2.ネli明エ

A.11部 消化11運動機能測定 :|IJクト・食道 ・111内||1測定、211時|1町pHモ ニタ
ーから、

111‖タト、 11聞;食道llTl約筋、 111‖rど道内||!:健常杵では,1【ドに伴い、|IJ午|ブ寸|liが11ケトし、高く維持さ

れていた 11部食道柄約li打内|liが1〔ドする活約作|llが:1想められ、||‖午内||:はLlll;食道へと|ノ〔服 されたが、
1叫|ド障
夕
:i十は 杵では|1打クト内|||が高 く、 11問̀食道への11:十ュ〔服のllR卜した、 li剤;食道llfl約筋の異常に||そうⅢl

と、 |||十1勺ブ)||:Lケ|サ)十i:めらオとなt 仲ヽ|が!;よめらオとた

と食道JI析動,政υ)は服 :いにドに|14″って′ltじた食道JI拝動波の十ど(服は対象とした企竹1で認められた
IⅢド‖;食道|,〔約行わ内||!i rf道ク!札ヘルニアをイ1しない例では、叫にドに1‖をぅ||:|降ヽを11どめた後に、||

側の食道J片ヽ動波を受けた収和|十波の |そケトを認めたが、食道夕せ丁しヘルエアを十‖をぅ1/vlでは、 li‖;食道llll約行う
の|1側ヘブ)汁||1叱、移動に、 ド‖;rrttl rl約筋llを高|liと|1子吸変換点の位IP[tθ)逆|とキを認めた
1 1lr食道逆流J)と次 !11腹‖;の|li迪による11側食道への||!仏服のイ丁無を兄たものであるが、1/rll常杵で
は1ll内111の11舛の ド‖;食道、中‖;食道への十とヽ服を11よめなかったものの、‖食道逆流)品1では|'1内|11の11
ケ|にづ|ホヶ七き、||:の|!Flのド聞;食道、中門;食道への十ム服を,iよめなかったものの、十T食道逆流)占:で|よlil内
|liσ)に坪にづ1抗き、|1側rせ道への||1仏服を,iよめ、|′1然と!iん発された食道の収縮波に1‖をぃ、食道内||:の

11!併化が|,どめられた
る食道21時|||lp lIモニター :2例 は1()以下、1()例は1()以112()木瀞iを示し、 l1/Vlのみが2()以11の「5()3
と、昨名な(,1→Rを 認め、内||:|"↑)とで作|られたlil食道逆流うと象との相|1対がliよめられ、今後のifl貧道逆
流)品1における去勢、撒隔||,t・‖句郎運動との1州係が十1」題である

―一 7ヽ-―



B.小 腸運動機能測定 :食道、十
1r卜
1指‖坊、小腸の24時1川内||:測定から、

1小‖坊内||:】Uケ[:胆 性の‖坊|】1水】riセきたした 21す1に行われた!結 果は、いずれも食後午腹1守1に‖ ・

|卜1指‖場をヘースメーカーとし、 卜 1指‖坊、牛‖坊へと|ュ〔搬する牛腹ナ91収縮,1支|1子の十ム服が!'どめられ、JI千

動促進市」投ケが勧められ、】品:】犬の改洋をみた

C.ド 河;消化竹運動機能測定 :大腸|||:|・11ブ対||!測定は行われず、|ド劇坊‖lilⅢI内||!測定、りli使造影が行われ

た

!1ドに‖坊日lilⅢl内||!測定、り|1使造1彰:(1)|ド r‖場‖lilⅢllブ寸||:,1叫定 :安静H十、収柿||キ1ドr‖坊日|:IⅢl内||!,ナ川定およ

び|ltrll場|||||‖|1支均ヽ十、十1「r‖坊感覚、十ドに‖坊叶1打1能からは特徴的な所兄は41られなかった し かし、怒r〔時正腸

‖lilⅢll↑|ブ寸|11では、悠☆||十日lil“114内||!が安静時、収柿時の日|!IⅢlll内||,より高く、悠☆時の腹||:よりも高
い、 命共‖:収柿を!i忍める1すJがあり、使り|:|||トキ1liFのす岳傑となることが'“|られた ま た、1ドに‖場十11ルt刺激に

より|ドに‖坊l lNll l iがイヤ安定にJ文杵缶う
~る
イヤ安定|ドに‖坊を,i少性IFしイ||た (2)|】|イ更辻オ|夕:安占竹口十、J文新iliti、悠デ〔||キ

のl l i t‖坊| 1 l i l H I逆F l l」を| | l f像解析し、命共性収柿のl l LルRおよび1 ) | :使いt常のF l l J態| 1 1 1像的イ|サ子を試/ / Aるものである

が、 ガ〔だ1竹科攻的ll‐兄は兄らオLて( なヽtヽ

【成果のlilを1lliならびに考供】

本何「究は、げ【ドト十
″
lil、1域‖‖坊|イ1水〕品|、1)|:使litii千などの消化4+運動機能ダ1併を来した、はその消化41

逆 lll」機荷とを、,I11化竹内||!il則定を itとした方法から病態
′liPHの角イ|け|をはかり、それぞれの)ケtは作に治妹

/Jす|を示すもブ)であるか、何i夕先1911出| |`イlこの検介件放としては 予想されたものと考えられる

対象となった病は、】ケtは、|よに部食道|!,約筋機能から、小‖坊運動機能、1)|:使|イHttt】品tと幅広く、検命/」

i21もこオとまで掛t iliさオLて( るヽ方法を川い るヽことにより行い件|、わナ十
′
先‖市品もこ才Lまでに梓備さイLた付市品

に 1引;をれli充することで千rぃ在|てぃる

本ルtはび)′た態θ)1世オ|ギに
才つt てヽ|よ、 市,「

″
究
1`1+ガの十生‖■ご|よイく|ム分ながらも、 今後、 付,究、T々 杵1'びにJ也

ル呼だ| イこ打| 「
′
先センターのホーノ、ヘージのな ' ど、および, 「々 の1 1 日t l サせ| サ| をはかり、 i  l T l けf t ドのに味機1 尭| と

の,と|;与を|よかれるうこ迪しが、ケ1ったことである

イ(何F′先により得られた成明t lよ、これまでび) i卜
1 1化
竹逆r l l J機能のt i‖を1 1いに加|え、新たなもt l  lとしては、1叫t

卜機能のt iヤ1 1 1「であり、叫〔ド機能,科| |キ束の方向性を示せそうなことである ま た、1り| :使1村町t )品|の, i平1 1町にお

いても、す」| |′|のl i平1 1 f方法を| l lい、治戒〔析少|のサt体的検l i↓を行える児逆しが立ったことであり、今後、
)品: 1切1を千技みl r lねることにより、新たな' H I児も得られることと思われる

また、 イ〈市)「
′
先にかかる詰ネヽ賀につt てヽは、 フヱli[何「究γや、 容 |にネ【川!供などの共li」‖

′
先ど!を
1`1てること

により、地状交流センター本来のあり方を1'tネするものである

【今後げ)1材tl趣】

)ケtは、病はからみた本市サ「先の今後のilと人の課題であり、|1傑は、いにド|ユ■および〕|:1更1州町t'品1の病態

li lを11 1 iと|ギi)イ(プす法である いに| iヽ lユ■は 杵には、十芝典の少ない、高十使ないに卜機能の!iヤ11 1 i方法と"十1ギ機待ヒ1)| |

ネ束法のげ問たであ1)、料|1使|オH町)市|に|よ打サ「究 立
′
々作が独||に|1門発した,i 1 1 1 1 1方法の昨!,よと、柿たなl十1を11 1 i方法

σ)| 1日すこである 小 |1坊運動機能についても、ナに同打)「究 者の安令にして、作坊な測定プす法ブ)川1たが挙げら

れる

“)「究の逆↑'午11の十1町題点としては、何「究祥イ1の 用tを受liこ市'F 4先ィャ、容|「ネ汽PI !イヤなとの)に|1寸付F究費で約け

える方法を確 f庁することである

t i及り|||ギ1穴)イ〔機1対への帖服イナ進|サ〔σ)を'さを|よかることにより、 111りitドのiド|十ヒ1+運動機市ヒ只併はその
′
サtは、病態の1巴|ち!、延いては,|「1化竹運動機能只常の病態

/li P I !の拘イ|り|、‖キi材(汗】戒〔への)生を1イiく1可能lVI Iが
′!〔1をされ、市IF究に要する!キ格ネト空を合め、地状交流行サ「究センター

!|「米として,Jl c↓iする思われた

なお、何F′先内
′
″ドブ),iⅢI和||については、何「

′
先掛ヽti l i会のた共に,すtりたい



10.研 究開発事業

ヘルスケア提供者のためのリソース ・アーカイブ構築実験

学内1)「究!1:材: 木々||1杏、岸ナ十史穂、!Hrttt r、柳岸Ftt r、服部希恵、 二枝消美、 占岡多夫r

研究協ブJ者 :政木達也 (飯南町企山i課・飯1南町ケーブルテレビ茶 11)

I.は じめに

本研究は、平成 12イ1111月に
対
1地域交流研究センターの研究開発事業として新規採択された。

開始から||が,受く、まとまった成果を提ホできる段階には■っていないが、ここに1'F究のねらいと方法

をまとめ、報fli会では現rに,i式作中の教材と予定している試供方法を紹介する 予定である。

11. |1向勺

本|けF究の|1的は、地域で働くヘルスケア提供イがイト民指導やは杵教育ないしは|′1己14たに活ナ11できるよ

うなリソース (F//x材、教育用ネ材、資料年)を 試作し、必要に応じていつでも取り出せるアーカイブ (資

料,11)として試供し、実際にリツースを活用してもらい評価を得ることで、このようなリツース・アーカ

イブに文、1する地域のエーズ、求められているリツースの内容や形態、効果的な提供方法、リツース・アー

カイブ継統運サ11の課題と角T決のための選択‖支、などを実r受的に|り1らかにすることにある.

lH.ギれit

少 r超高齢子|:会を迎え、呑託般、介た職、逆動指導ヤ、栄養指導者、lrrLl康推進と1、家庭内介誕杵 (家族

介推)な ど、十i:民の健Hfと符キ和Lにたずさわる 「ヘルスケア提供者Jの 十1:会的取要1■は用す
本
方である。企

1可各地での行甚系大学 ・術れに系大学の新設に端的に'こられるように、ケア提供者の合成がいま急ヒッチで

進められている。
/〉
後は、その継統教育の機会と環境の充実、さらにケア提供ヤによるliモLt教育 ・は杵教

育活動への支援体怖Jを4竺えていくことがlTt要となってくるだろう.

ケア提供イは、治煉や介誕を必要とするはイやfi:とくをケアする役十Jとならんで、忠者やli:民が|ア|らの状

態を通切に把拡し、 予防やセルフケアの方法を身につけ、健康な生活をおくることができるようにするた

めに教f「や助1千をする役割もコ1っている。他の職TTt、たとえば初告・|li件教育に携わる小中高年学校の教

獅に対しては、研修機1判がイそ備され定1期的・継統的なイリF修機会が保!れにされているほか、教育ヤ岳動を支援す

る教千‖Ⅲllや補i助教材が公的機1対からも市場からも提供されている。ケア提供者にも、|ア1身のスキルアッフt

またfi:Lけ忠杵教育のリツースとしてliFヤi千ナ11できる教材・資料に対するニーズが滞イ1:的に広くあることに

はダもi命はないであろう。

しかし、継統教育 (たとえば
Hl行
に大学卒米′|その年後数台)や 忠杵・li:Lt教育に7!千川jできるリソースの

提供を、だれが行い、だれがその経費を負Ⅲlすべきかは11主̀i倫のあるところである。小学を含め多くの大学

は、定,i枚の通学′|:をi:に施設内で教育することを前提にスタッフ・施設・予算がなりたっており、イ|:数十Ⅲll

のイベント的な公|‖4f持座を除けば、年後教fドやネ|:公人教育のための体制を持たない。ネ|:会における大学の

役制を拡大する、個人ウタJにまかせる、市場にゆだねる、職場 ・職能|月ヽ体 ・lri治体などに役午Jや賞用をコ!

わせる、などの対応策が考えられるが、|り1確な方向‖は出ていない。

この11町題を考えるには、ヘルスケア提供杵の継統教育や忠者 ・イi:民教育の二十ズ、効果的な内容と方法

の選択肢、空川、継統逆サ1l liの前課題などをある程度|サ1らかにする必要があるだろう。



I V .  方 法

様々な職植のヘルスケア提供者が|| の々業務の後や合間に利用することを考えると、時間と場所の制約

がなく、必要なテーマの検索・送択が容易で、教材をli:民・忠者教育に再利用しやすいことが必要である。

また、ヘルスケアという活動の性格や、忠者・住民教育への十1i活用も視野に入れると、 文 子情報と統んで

映像やチャー トなどの視党情報を多用したものが望ましい。そこで、これらの要件を満たし、ヘルスケア

提供者が i二体的・|′い1的に利用できる形態として、インターネット上で検索・視聴が可能なマルチメディ

ア ・リソースのアーカイブを構築することとした。

|`え成 12イli度後
｀
14から平成 14イ|二度まで、 2年

｀
14弱を実験期1常1とし、対象職植、分野、教材形態を変えて

複数の教育ナ11リツースを開発し、リツース・アーカイブから提供する。比較のため、インターネット以外

のさまざまな提供メディアも併用し、内容・形態・提供方法について、効果・費用のⅢⅢⅢ占iから評価する予定

である。

1.リ ツース1用充

テーマ : 学内研究11の多くは、当センターの県民肘活動等を通じて、地域住民や地域ヘルスケ

ア提供者を対象に研修を行ってきた経験をもつ。各専門領域から、看経技術、介護技

術、運動指導、関連領域最新 トピックなど、県内の諸地域でニーズが高いと考えられ

るテーマを選定する。

本年度は、運動指導教材 (5テ ーマ)を 製作中である。 5テ ーマともfL民を対象とし

たものだが、看准職や保健職が住民の運動指導に利用する使11を考えた内容とした。

教材形態は、各テーマに最も適明な形態をその都度検!討するが、ストーリー性のある

教材と関連糸材集、など同
‐テーマでも多角的な利用を想定したナレ態を模索する。

本年度の運動f岳準教材では、 5本 (各5分 )の ビデオ教材のほか、同
‐教材のテキス

ト版、および教材中で使用されている身体部位llll像と運動映像の素材集を 予定してい

る。

形 態 :

2.リ ツース提供

ネットワーク :

導体 :

CAT  ヽ:

開発したリツースは、すべて、ビデオ・サーバー
|お
よび ドヽ‖サーバー

!に
収録する。

利用者は、ビデオt//1材やテキスト版教材をいつでも|!1山にインターネットliで視聴Hr

能なほか、系材朱から必要な糸材を選択・利用することができるようになる。そのた

めのツールは今後開発 予定である。

なお、わが1可のインターネットは、米田年と比較し ^般に狭十1,域
|で
ある。 i lTr県デジ

タルコミュニティズ研究ネットワーク (県内 !4ケーブルテレビ局インターネットサー

ビスと県内 5学 術機関など)の 利用者を除くと、本実験で提供するビデオ映像は現時

点ではスムーズに視聴できないであろう。

インターネットの普及率の低さや 11述の低速環境を考慮し、リツースの
本
田S形態を、

ビデオ (VllS)、CD ROM、DVD、印刷体などでも提供する予定である。

イi:民向け (住民指導向け)教 材については、地域ケーブルテレビルものコミュニティ・

チャネルを通じて放送する予定である。

ットワーク中

小実験では、

村

ビデオ‖りt像をインターネット11で提供するための[技術。本実験では、 tinけ「tデジタルコミュニティズ|,「究ネ

米 (後j埜)の [i坐備に科ヤ半切1究どを紺】LllJ`た布)「究 (後述)に よるツフトウェアを和[み合わせて|け予定的に利用する。

テキスト、山i像、市り|「、ビデオなどのマルチメディア・コンテンツをインターネット11で提供するための`i生竹怖.

別の1)「究1栄題サilワークステーションを!'予定的に利)||する。

逆|,i速度が述t こヽとⅢ



3.占 平仙i

評lHiぢ〔|卜  (1)各 リソースの内容と形態、他に希望するテーマ・形態

(2)各 提供方法の適否

(3)各 リツースの製作コスト、研究令体にかかる設備コスト・逆常コスト

評和lF方法 : 評 価項||(1)と(2)については、県内市町村や保健・看護・福祉関係機関にモニターを依頼

し、アンケート調査と聞き取りlllug査を行うことを検討している。

1.課 題抽出

本実験のようなリソース・アーカイブに対する地域のニーズを L記評価i結果に基づいて推し垂るほか、

本逆用の課題となる法制前i、コスト面、人材面での課題を洗い出す。

、千.  キsォ)りに

研究flらは、これまで以下 1つのプロジェクトで住民用健康教育教材と看護・介護職用スキルアップ教

材の1州チこに携わるなかで、ヘルスケア提供子の継続教育やヘルスケア提供者が担う忠者・住民教育 (疾病

の ^次予防)役 十IJ支援のrTl要性を1専確認するようになった。

。  「 地域イl:Ltニーズに応える家庭内希護・介護・健康づくり教材とその提供システムの開発J

科P工`研究どt補助金ブ【そ株研究(C)、111113、河原、澤井、服剤̀ 、1/1 木々

●  「 i取り!tデジタルコミュニティズ1)F究ネットワーク事米 ・ヘルスケア教育ネットワーク」

t TlりI(、111112、河原、洋井、柳澤、 こ枝、服剤̀、佐々木、インターネットARC

hf報通イ,i技術 (lT: in fr)r‖ati()n Tcchnolog、)や マルチメディア技術は、地域で活離するヘルスケア

提供者の|′い1的継統学i叫、情報共行、疾病の
ハ次 予防を支援するitr能性を提供してくれる。しかし、 こ の

TITlの試みは、いくつかの教材を卜i化体で1相発し、ハー ドウェアを4終備しただけに終わってしまう場合も多い。

分野特性に合った ITや メディアの効果的な活用Jノウハウ、分野特性にあったシステム要件、継続運用に

必要な和1織的訳題、といったものは解明されにくい。本研究では、これまでむずかしかったこれらの側山F

に多少とも附み込んで校`i、1していきたいと考えている。



11.研 究開発事業

地域特性に応じたヘルスケアモデルの開発方法を明確にする研究

学内イ),究虫 i川野雅資、柳澤rtt r、IR、I11裕r、河原
″
ir、 八111勘!可、伊藤千代 r、村本ヤ学r、北島謙Fi、

Fl)1徳r、小林文r、松 ド1li r、杉浦静 r、山幡信 r、藤本キ

学外イリF究!ii城 克文、小坂みち代、イF浜|:i之、騨Fヤ十千鶴 r(健 康対策課)

平成9イ|:度から12年 度までのイけ千究開発
卜
it米及び地域課題研究、情報化研究事業の成果は以 ドのとおりで

ある。

地域ケアの基本出!念についての研究

地域イi:民の保健行動を構成する要1対や、促進する概念的なモデル開発については、様々な方1山Fから研究が

進んでおり検!前:されている。そこで、本研究で取り和とんだ11標は、地域でネらすfi:Ltの保健行動をlrdl康1判連

1用rに ついてのあli足度や保健行動の結びつきの1対速性から、Fi:民への保健サービスのあり方年を探究し、地

域ケアに1対するメl!念をllF枯架することである。先進的な地域ケアの制企や満足す度調査結果から、満足度が高

く保lrrL行動を促しやすいケア提供のタイブとli:Ltの必要に応じた必要なケア提要のタイフ
ト
を|りlらかにするこ

とができた。これらは、これから力11速1芝的な高怖子十1:会へ向けてのケア提要や 予防的な教育ヤ!千動へのf帝針、

地域イi:Lt集IJlの保lrrLliⅢ千動への行動的な支援のあり方年へのPは念提供に効果があったと考える。

11埼報化研究Jr米

本研究可'米における研究方法の特徴は、実際に志摩川r、紀和1田r、紀1椅リェtLt'む保健柄和L湘;の|;力所と地域交

流センターとをマルチメディア会li推システム (Nrl判
、
 P1leni、V15)で 接続し、‖常からそれぞれと定191的

な交|,;を実施し、よリタイと、リーな情報提供や意)と交換を行いながら、「マルチメディア会議システム準人の

効男t_及 び 「地域においてケアに従中する行進職の情報 ・支援ニーズに1対する1)J命とについて|′1祀式質1町紙

をサllいたょ)J介 ・検討を実施したという点である。このように、特に進隔地域における看准職者と|lfF的に、

情報収柴や;J可企をディスカッションしながら実施し、地域におけるニーズを把推、さらにその結果を1尊度地

域のrl誕職キヘフィー ドバックさせながら1)F究を進めたという子法は、より1lt確に典体的に1)F究結果をllHIり

ドげていけるという点で、行効であったと考える。

また情報化けF究Ⅲ米においてフォーカス・グルーク ・ディスカッション (1(`升D)を 用いた。質lhi紙調査が

たとえば人々の行動ハターンや意'この多寡を:訂可命したり、比較したりするのに有効であるのに対し、FGDは

人々は何を感じ、考えてそう行動するかといったP世山を知る liで、有効である。またlltll人インタビューに比

べ、RII朝|1町で1lf報を収集することができ、グルーブ構成!1の相1イた作用により、11可人インタビューよりもより

幅の広い、包llrl的な情Hlを得ることがlir能であり、探求的な課題に適している。

QOl」 1的11を|1指したTI:″とケアの伊r究

QOl"伊 「究lllでは、高齢イのツ
ーシャル・サホートと心lll!的QOI」について、地域特性による違いがあるか

を校!卜|するために、|ア|!記式質|||1紙法を用いた。測定尺度構成はツーシャル・サホー トおよび Q012の 概念定

義、それぞれの概念を構成する ド位概念の検!討、それに道命した,(度の選択という子川真を附んで波絆的に行

った。対象杵については無作為れ|1出による郵送:訂J企が地域の寸flド`iにより1木1難であったため、各地域のと人公

会,1を対象とした。

本研究方法は、地域によるた典をf岳標によって客佃的に検li寸する方法としてイj効である。本rサ「究では

ぃ)n、でnicnt ttinll)lcをサ11いたため、地域の代表1向としては,市りをもつ|'「能性があるが、 こ のような対象キの

場合は、対象そのlJtl■(統竹‖変数)の 地域デ|:を|ム分校1手、1する必要がある。

本伊F究では、地域をどう定技するかが大きな課題の 本つであった.検 討の結明せ、行政lκ分ではなく、 とくブJ」

(朝|1料i‖門十1:)のエリアに分を,|!いた。こオlは流迎ネに済問 (尚il11の流通、j山勤など)を )【そ11と して、丁【い物、

通学、に城〔などの
′liヤ̀千間、方1すや′|二|!千itギ|すtなどの文化四を力|1味して設定さ才1た、′|:ヤ!千【化共同体的な,IIli:範

|ナHである。また調査地域はた米構造、および高齢化本を中心に‖えて送1)(したが、結,こからでは、地域経済

の,!千1■1生、lllll味やイ|1会,1〔助の場の(1付さ、次欣との|1可1'|〉辛くなどの要|'Hもまた地11蛇υ)特徴をあらわすもσ)であ



ることが推祭された。

地域特性とヘルスケアとの関連の検ri寸にあたっては、地域および地域特性の定義を行ない、それにあった

指標や研究方法を検ri寸することが必要だと思われる。

災キ時地域ケアシステムのあり方研究

本切F究寸f米では、災t!1時に迅速で適切なケアを提供するための看護実践方法とともに、十i:民札lrIの支え合

い、特にコミュニティ形成を支援するために看護職者はどのような役告JをfHうべきかを重要な視点として、

『紀1)'長島町における 「災it亨隊l li:訂|1練(以ド、DIG)」 の実施と効果の検討』及び 『「避難所における取誕活

動の子け|き (以下、 「け|き)Jの 作成』という 2側 向から1)F究に取り組んだ。DIGの 実施という方法を用い

て、地域イi:Ltの災ltl時ケア活動に対する思いや意!i投をlrt接、その地域において共有すると共に災tiギ時のケア

活動に1対して議論しながら地域ケアのあり方を検!l・lできたことは、地域特性や地域におけるニーズを共体的

に把推する 11でイJ‐効であったと考える。また、子け|き作成では、阪料1・淡r各大健災における実際の実践活動

や体験事例を積みlTlね、分析したため、より実践に役立つ内容を検討できたと考える。

テレヘルスモデル1期充
F算
米

本Ⅲ米では、伊F究,択題に1対連した 2つ の調命をそrつた。 1っ は、ィ1:化要援に1所齢者に1対する地域保健杵1和L

情報がどのように人子され活)11されているのか、2つ Hは 、rrを健康管F収システムを活ナ|!した地域保lrdl右謹

活動はそれを利用する1所齢者の′|モ活にどのような形響を及ばしているのかを明らかにするための制企である。

前者の調査対象市Wr村は、69市 Wr村の人11舟せ模とをイ|二人|lfiJ合の度数分布をもとにそれらが中位にある地

域を選定した。これは、人||れと模やを年人||十」合によって、要援甚高齢子情報の把脱や活)ljの仕方はかなり

共なるだろうとの想定があったためである。すなわち、あまり際立った特徴のある市町村ではなく、人|1胤

懐は 1ブす人前後で、を年人|ITIJ合は 17%柱 1支の条件を備えたところとした。実際の調査は、耐J命に対する

卜J意の得られた (うllllになった。

後者は、テレヘルスを実r蛇してぃるという条件が調介地としての必ケ〔条件となる。そこで、まず、 i lrlり1【

でテレヘルスを|たr受してぃる教簡所の地域の実『蛇状況を把〕4した。その liで、テレヘルス央げ覧が和な統してお

り、しかも、保健Ⅲ lHl打が私どもと|:Jじような1問題意li投を持ち、イ)「究活動への参加1意向を示してくださった

紀
″
tWrを研究対象地域として選定した。

以 liのヤ,千動によって得られた角1)とに)iそづき、テレヘルスシステムを利ナ11した地域保健呑進活動展開にあた

っての提:すをまとめた。

ルーラルナーシング概念枠和|みモデル

本イ)F究フロジェクトでは、

1.ル ーラルナーシングではその地域の文化や|′1然が大きな要|ブSになっており、それこそがルーラルナーシ

ングの特徴であるのではないか。

2.ル ーラルナーシングは産米保健、農村1代療、へき地1代妹と近い1判係にあるが、H本 ではそれらを附理す

れば、ルーラルナーシングになるのか、あるいは近い1判係だが新たな概念として提示していく方が良い

のか。

という2つ の1川題意識の/Lに、ルーラルナーシングの典体的な突げ蛇を妹っていく必要があるという結論に達

した.

サ士14X由勺に

(1)神|ばljの行推怖十の行託
フ
メtJ蛇を,|卜`しく'とていく。

・それは共体的な突例で、その場1山Fでの1lf離の視点、判断の)【モ■、判断根拠、佐先順位、判断の速さなど。
・人)西院の行にれ||の判断とどう進うのか

｀
P

・それらが 丈化、地形、十1!会‖などにどう形糾されているか、などを|りlらかにしていく.
・つまり、糾iド[jをモデルとしたHlt念枠和|み図において、看tl雀――環境、呑誕――健康、希甚―コミュニティ
ーの1用係1■を|り|らかにすることである。

(2)行 准突げ境を把れ!するへき地の行護れ↓がどのような突r蛇をしているかを知|るために、行薩突げ受を占riり合

う煤談会を|1増性していく,
・対処行動をテストする、例えは、「まむしにⅢlされた|1寺どうしますか

'P

・打|ば1,の行推名ilは庄kや 地形などもちはして判断しているだろうが、行i宅姉|ア|をはその|′1党がないだろ



う。それらが把拡できるような、質|1町を考えて調査する。

(3)紀 和町紀和診療所と概念枠組とみの対象比較

(1)産 業保健、農村1代療、へき地1質成てとの共通点、村J達点を明らかにした 11で、ルーラルナーシングの概

念枠和tみを行う。

以 11のことを実r境して、 ド!記の点でイf効だったと考える。

(1)i lTl県 に特徴的なルーラルエリアのタイプと考えられる2地 区の診療所看護婦に|れす接聞き取り!科8査

を行い、ルーラルエリアにおける看護業務の現状とllR題を把握することができた。

(2)さ らにその情報を概念枠和lみにあてはめて比較検討した。

(3)愁 談会によって 2つ の診療所看誕姉が意)と交換を行う場をi設定し、村1′Iの現状と課題を共有できた。

紀1有健康長痔モデルエリアプロジェクト

本研究4'米では、紀1有地域を健康で′|:きがいに満ちた長ズテ社会の先導的な地域にするため、健康で生きが

いに満ちた地域づくりをめざした紀南健康長寿リーディングエリア形成事米に参山iしながら、以 ドの 3側 lni

からtlF究にH文り孫|[んだ。

1紀 1有地域 5市 川r村にri:1卜する 65歳 以 |:高齢子 7.269名に 「げんき夢ブラン意f哉・捌査」を実施、分析し

た。

2.既存の統!il,)J査及び介に保険準備調査 ( 十`え成 10年 度実施)の データを)1そに 「地域 トータルケア評価シ

ステムJを 作成した。

お.健康づくりJf米におけるウォーキングを始めとする紀南健康長寿リーディングエリア形成4f業が推進す

る各
rit業
において、突r受及び研究的支援で1判わった。

また、りIILth抑!Hl制
【
!f米においても行准職常に対する研究的支援を実施した。このように、行政と共111した

人脱模な:)可介の実施や、実際の
'!f米
推進のための研究的な1対わりによって、紀1有地域全体の特性やニーズを

より共体的に把拡できたと考える。

りlt立フ占昨病院における精神科人院忠者のT11院H教 短縮に1対する研究

本研究では、汽f神|1科人院忠者の選院およびネ|:会参力||を促進することを11的に、 |`え成 11イ十:度は、人院継統

のP世|||、H常 ′lil,〔行動、簡坊知1能i刊:価、ケアの認角|(PC)、L31SヽIS32、イく随意運動11平価他をう3企した。また、

対先忠者の実TI:院H独 を算出した。

さらに |`え)llc 12イlil芝は、令看薩職を対象に為析糾1科人院忠子の |:1記突状を報1li・,う31り1し、人院長期化の解決

策に1判心を示せるよう動機づけた。その後に、忠打‖,‖々に適りJなケアフランが、L突 ・実施 ・占‖'仰fされるよう

に、定期的な陥企と!話し合いの場を持ち介人を実施した。

現rにも継続して介人を実施しており、忠杵の人選院突績は介人前に比較し岬加1傾向にあるため、今後測定

する介人実施 1年後の実イ1:院|1教は減少していると推測される。最終的な本研究の行効性は次年度 7)1以降

の評価を作つことが必要である。

本切F究は突態を調査した後に、解決策を断i床石護婦 ・|:と共に考え、共に実践するというアクション・リ

サーチである。行護佑|・1:が看誕介人の i二体になれることが本r"F究の利点であり、このことが 二rTl県の看進

411i・1:の陥f床能ブJの向 liに寄′ユする。

県民周|! 略`怖1 lf米

|`え成 12イli度は 7つ のけItLt),もで 1 1フィールドにおける活動を実施している。け,(LUit押!Hl制
:!f業
活動によ

り、ケアの支え子を支援する活動を行っている。

地域交流1)F究センターは、 十`二成 12年 度にはヘルシービーブルみえ21の 数値|1標策定に加わり、県民

問Ⅲl 1`怖1`it米の活動結果から i lTlりitの特性を′S、まえた教llh H標の設定及び典体策を提示し、地域の′|を活者の

祝点からヘルシーヒーフルみえ 21の 策定に行 rェしている。

リェt民舟抑 !Wl制可:米では、リェt、1)西しとで働く看護姉 ・lrの研究f旨準や助吉、地域で働くTl護職拷への相1談、

指導を行っている。何よりも共liJしてケアにあたることで、|ドt接的 ・|1町接的な現任教育を行っている。更に

平成 12年 度は、り「t立病院で働く石推杭↓・1!が各病棟から1名、総勢 36名 が研究指導を受けられる機会を

設けた。そして、りit、1病院の行甚剤Sと,F究充災会を共同1相催出来たことは、りIt立病院看護姉|・ifへの′li涯教

育の道を
^つ|イiいたことになるとf平和liできる。



成果及び今後の課題

地域交流f)F究センターは、
｀
十え成 12年 度には、研究開発事業を 13行 うまでに広がった。そしてヘルシ

ー

ヒーブルみえ 21の 教1位H標 策定に力Hわった。更に'It立病院で働く看護婦 ・lf3 6名の研究i旨導をⅢlったこ

とは吉平価できる。

今後、地域交流研究センターの研究開発事業は

1)対 象者の満足度

2)ケ アの経済効率

3)受 けるケアヘのアクセス
・1)ケ アの質

を規定する i lTt味tとしての基準を策定する研究プロジェクトが必要なのではないだろうか。その基準づく

りには中F町家と共|!Jする必要がある。

また、 lヶ 月に 11可右准姉、医ml、ソーシャルワーカー、教育子がケースカンファレンスを行い児整虐

待を予防していく活動が必要であろう。

今後は、1)F究開発Jf業においては、膨大なデータの分析が必要になるので、統古1学の専IⅢl家からの助li、

指準が受けられるような人的資源を確える必要がある。また、県立病院で働く看護者の継続教育をシステム

化する必要がある。

1年間の活動の子法から、研究と実績を結びつけることのrTj要性が再確認された。今後共、地域交流研究

センターが行っている「法を洗練させていく必要はあるが、基本的な方法論は妥
｀
路であると考えられる。今

後の方策で、まず強化することは、これまでの知児を元にして 二重県で働く看護職者のドf教育 ・継続教育を

行うとともに、ヘルシーヒーブルみえ 21の 各県民局あるいは生活圏での活動を地域特性に応じて支えてい

くことである。



12.地 域課題研究事業

紀南健康長寿モデルエリアプロジェクト

学内研究!1:河 原1ll r、北rl歩謙Fi、ナ点ヽ111裕r、 二枝満た、 大 内lll恵、山幡イ!ir

関係機1対 :紀 1拘健康長メF推進協ti発会、 モ取県健康柄和L部、関西総合研究所

【研究|1的 ・方ヤム】

紀1椅地域を健康で1をきがいに満ちた長本社会の先導的な地域にするため、健康で生きがいに満ちた地域づ

くりをめざした紀1椅健康長ダFリーディングエリア形成Jf業に参出花 基構雑備の方向及びアクションプログラ

ムを合んだ総合ブランのガイドラインとなる 「地域 トータルケア評lllliシステム」を策定する。

1.「 地域 トータルケア評価システム」の枠組み作成 (平成 9年 度実施)。

11,「地域 トータルケア評価システムJに よる現状分析 (平成 10句:度～平成 12イ|:度)。

111.現状分析に)1モづく評価持標の設定 (平成 11イ|:度～平成 12句1度)。

卜
r.1.～
Hl.に)Aづく紀1椅健康長オモデルエリア

li卓
米への研究的支援と

ilf米
「平価。

【地域 トータルケア占|え価指標の作成】

御Hlのli平和liは、 十`え成 10イ|モに実施した要介護者牛の実態制企結果及び i lTrりIt統!ilr)司企!課が取りまとめた各

TITl制命結明tを相1対的に分析評和liした。この評lllli指標は、地域の
「/li活の質Jの 向 Lをめざすものであること

から、ルせri:の「′|:活のT〔Jを 分析 ・介定し、的確な状況把推をするために、 3つ の |:il1/11朽釘〔域Jの 設定を行

う。そして、それぞれのii平lllli何〔域を |′|を活のT〔Jの 向 |をという机点から分析 ・介定するための 1評価l1411」を

設定する。

1.健 やか指標

この精供は「′liヤ!千のFi(QOIン)Jの評価のうち「健康の質|を1引を仰fする。llllll人の身体的機能や精神的・心P‖的状態

が、他令なH常 ′li活を過ごせる条件としてどのような状ヤ)とにあるか、また、独メJでのH常 ′|モ活が1木1難な場合に

はイ|:会的なサホー トが必要となるが、サホートが必要な人がどのような状況にあるかについて、分析・俺定を

行い、この地域の 「lrrLl康のriJを )と定め、lH人や地域社会がより1高い水rllをめざす意f投づくりや行動を促す

ための方策、|1標設定を提案するものである。

(1)身 体的健康状態ti平価f岳教

身体的健康状態li平和1古肯教は、その地域の 「要健やか対象側命」・「要健やかかかわり野〔1虻Jを 健やか対象評

仰IF指独 (何らかのかかわりを持つことにより1//Llやかに1:活できる対象キを、対象人11に1l fめる甘IJ合と、 ど の

枠1芝のかかわりを求めているかを来じて持狭化したもの)と し、「1をたきりの要1対疾忠受診率 〔全体の疾は忠

杵教を確たきりの要1対となる)チ〔忠 (附尿病、高|“1)1引壮疾は、虚inll■疾は、悩11141)欠は、1‐十折)は 浄ヱl診杵十J

合を教1“化したもの〕_を 健やか寝診!刊え価持独としてこれを来じて独1“化した。身体的1//11Hて状態評仙i指独にお

いては、相1対的lilを和liであるが、身体的1/rrHt状態がよい地域という結果がそ|十らオ1た.

(2)健 康意li投・行動!i平価す岳教

健康意識 ・行動評価指数は、)fそ本健康診命受診イ、要介甚杵等の1た強調介補衆から地域lii民の意識 ・行動

意「i投について独1“化した。1//LrHfへの配慮では、「配慮している|が i Tlりltの911ドホイントを紀1拘では ドIHIるが、

食Jt、運動、休jととも i lTlり1(の独れれを LIHIり、後数の
!!f柄
で配はしていることが特長であった。「食

tiドに配はして

いる|で は 1()ホイント以 lt i TlけI(を111口|っている。休差が運動を 1()ホイント以 lt lil口|つている点は、 二11り「(で

も紀1柏でもliJ様の特長を示しており、|1常11活の中に、句1何にlrrlltttづくりに配はした′|:活フログラムが構築できる

かがホイントである。

2.あ たたかせす旨標

このす岳標は「
′|モヤ̀子のTl(Q()1」)Jの!引え1‖iのうち 'TらしのT〔|を:ilえ価する。111人の身体的機能や精神|1的・心PI!的状

態が、ltll令な|1竹′|モヤi千をギ十むことができる条件がイく足している場合にも、十1:会的なサホートにより地域li:Ltの

1/rllやかな,|らしが確保できる条件が!k備されているかという机点での分析・命ケとを行うものである.

lllll人の11↑i子′|モヤ,千は、lH人の身体的、精神|1的・心PI!的機能をhセ人限に活|||して十1:会的迪応を1対っていくもので



あるが、個人の機能にイく足がある場合には家族や友人・十11岡で支え合ったり、行政が公的支援を行うことが保

障されることによって安心した洋らしが確保できる。幼少H寺や高齢期は機能の木発達や低 ドは必然であり、何

らかの支援が必要とされ、また、病気やケガ、あるいは障t卒によって機能低 ドや不往が生じた場合や失業など

による所得低 ドした場合にも千1:会的な支援が必要となる。この領域においては、これら個人の11活に支援が

必要になったときに社会がサホートする仕組みがどのような状態にあるかという評価軸で、制度としては確

、1されていないが家族や隣人の相|′二扶助の仕和とみで支援が行われているインフォーマルなものと制度化され

たフォーマルな分野に分けて、そのサボート体怖1の内容を分析し、体行1の整備や改洋方策の提案を試みる。

(1)インフォーマルなサービス評lllli指数

インフォーマルなサービス評和IF指数は、「家族サホート評価指教J・「インフォーマル活動評価格数」を評

価要素として乗じ地域のインフォーマルなサービスf平価を数1克化した。

インフォーマルなサービス評価f持独は、グラフ1に示すように、紀「有全体で、052ホ イントとなり、 i,■県往

体での、113()ホイントをドIⅢIった。鳩殿村の120ホ イントがほぼ i ft県の教llhの近似llltとなったが、他の市四r村

は大きくド|口|った。高齢キのiiを身|ILII,、高齢その2人lit帯の;辛J合が高いことが大きく影響していると考えられた。

高齢者の中を身|IL帯・2人 |IL帯の割合

「グラフ1」インフォーマルなサービス評

1面予旨勢故

紀南

鞠
伽

174Jな本62」

鵜 殿 村  」   車

Ⅲ
」 御劇

」    革

紀 和 町

(2)フォーマル7岳lalliilそ1問Ff岳牧

フォーマル活動!討を仰H指教は、「|クこ班て柄和にサービス (1穴師独、歯示‖

1穴師教、業刺師独、行甚名古狭、ホームヘルハー数)占|え和IF持独J・「|クこ

味柄和L施設評llllli持教 (|クこ療柄約L施設の人|I Ⅲlたりの数1れを怖デ在値

で比岐したもの)」・「に成〔サービス費用評和1汁岳数 (1代妹衛祉サービ

ス費用の人|I Hlたりの数値を怖洋1位で比較したもの)」。「行政が校

Ⅲl【的に1用′チするサホー ト「刊を価指枚 (要介護者牛の実態調査結果か

ら保険サービスの利用状!)と・利用意向を教れに化)」を占‖をlllli要素として呆じ地域のフォーマルなサービス,i‖:lllliを

教れrf化した。

フォーマル活動ti平価f岳教は、紀1椅令体で 15ぶホイントとなり、 i lTlりl(企体での 127ホ イントを 111口|った。 熊

野市、行‖浜町が、うホイント以 11と高く、紀和町では021ホ イントとりli常にllRい補,ことなった。この要1用として、

に,〔柄れにサホートf12価f岳独・|ケt妹柄和L施設li‖を価指数の評価要ネとなる|ケこ師教、行甚婦教、業剤師数、 本般診班て所独

が、熊PF市、御ヤ兵‖rが i lTlりitの`十え均以 liの枚lrtでぁるのに比べ、他の問r村では大きくドIHIっているためであると考

えられた。そ亡1拘地域は、 モ1及りlt内の他地域と比べ ^般)西院数、 ^般診)えて所枚、 般ヽ診班3'子病床数がllRいことが1穴城て

柄祉施設評価」持牧の 11にもメ)↓オlている,行 政が積極的に1増竹‐するサホートⅢi‖Z価指教は、1旨数が|ずヽいほど行政サ
ービスが利用され、利用意向が1ドヽいとみることができる。行政が積和モ的に1判′Iするサホート1討を和llf肯教は、「グラ

フ21に 示すように、紀1打全体で 625()ホ イントとなり、 i

Ⅲl坊【全体での 171()ホイントをブくきく 111HIった。市Wr本Jでも、

御浜阿rの 7655ホ イントを牛ガ〔にどの市‖r村も高く、行J女サ
ービスを利用し、また、利用意向がない地お蛇とみることがで

きる。

;Ⅲ.豊 かせ指標

この十岳解は「′liヤ!子のT〔((ド)12)Jの1評価のうち'人
′ltのTiJを

li‖を1‖iする。この分野は、「仲1人のライフスタイルの
″
え'サと|と

いう十'とズ、〔に立って、佃1■tlかなメご|:を形成する行動とその

喋暁といった、「健やか指標二、 あたたかさ指標J以外の′|:

ヤ1千状況を分析・介定するもので、1やFllllit引1には「安全・安″と、|、
「
快適J、 1使千11J、「1対″亡ヽおⅢⅢ足J件が考えられる.この分Wrは、li:Lt二一ズがますます高まることが 予想され、

各作)と的なf肯僻は四増tであろうと考えられるため、IIセ終的な「i‖を111iは、十i:Ltアンケート礼:によr)、満足度を測定

する「法を11k F)人ォlる必要があろうかと思われる.このようなことから、
/ナ
|口十のtil llhiを進めるにあたっては、

施策的にも l1/1出てのと
'〔
J及び 'Tらしυ)T〔_とυ)バランスチェックを行いながら、j止める分野だと考えられる。

二重県 熊野市

御浜町

」常製0招l
鵜殿村

紀宝町

「グラフ2」行政が積極的に関与するサ

ポート評価指数

紀 南

旅 野 市

紀 宝町

フォーマル活動Ⅲi平価格独

遵 058



( 1 ) 安心 ・安全評価f旨数

安″卜・安往f‖を価指教は、「交通
i t t f故
評l l l l i 指数」・「犯サi !・消防評価格教Jを 評価要因とし、これを

乗じて地域で生活する安心 ・安全評価を数値化 した。安心 ・安全評価持数は、 i  t  t t t 内市田r村の交

通
t算
故、犯サ「、消防数などを偏片1れで数1れ化したものであり、慨ね 10ポ イントを超えると県内で

中席以 11の安心 ・安全の確保された地域とみることができる。

安心 ・安全評価指教は、紀1塙全体で 119ボ イントとなり、 1重 県全体での 0.68ホ イントを lillllっ

た。 市町村では、熊野市の 075ポ イントが紀1拍地域で低かったが、 ti註県の 068ホ イントを li回り、他の町村

は 10ホ イントを超え安″心・安全な地域であると考えられた。

(2)′liきがい評価格教
′liきがい評価f岳教は、「就労評価指数J・「学‖評価格数Jを 評価要1用としてこれを乗じて地域で′li活する

生きがい評価を数値化した。就労評和1古岳数は、年少人IJを除く 65歳 以上の人|lfiJ合、年少人11を除く労働

人1 lfiJ合を乗じてす岳教化した。また、学i岬評価f岳教は、区1吾館蔵吾数、公民鮒1数とともに高齢者学級等の受

f占ヤを人!11路たりの怖たllrlで指数化した。

孫亡1打令体で 18_9,3ホイントとなり、 ilTl帰1全体での 1055ホイントを lilLlった。ilす田r村では孫亡和1田rの3423ホイ

ントを作頭に他の市Wr本」も i lTlりIその教llhをlilHIった。紀1柏地域は′|二きがい評価指数の高い地域であると考えられた。

(3)快 道評価持牧

快道市|え価指数は、「環境評価f持数」・「インフラ枠備評価古旨教J。「環境整備評価指教Jを 1討F価要1対としてこれ

を来じて地域で′li活する快道評価を教1茂化した。 i lTl県内市口「村の各評価要性1独1“を偏た1れで比較したもの

であり、慨ね 10ホ イントを越えると呉t内で中浦ftt Lの快道性が確保されているとみることができる。

紀1椅令体で()77ホイントとなり、 tinリェ1全体での067ホ イントを 111可った。市博1村では、孫己和十日rの1.う7ホ イ

ント、御浜町の 127ホ イントが 1()ホイントを 111叫り快通性が確保されているといえる。

(1)′|:ヤ!千満足感f平価f旨数
′lを活満足感評和li持数は、「げt楽・消費占|'価指独 (i lTlりit内市Wr村の各!;平価要1対数1ド1を作ftttr[で比岐したも

の)1・「文化・スホーツ評価f岳教Jを 評和li要因として、これを乗じて地域で′li活する生活満足感評価を教1成化

した。紀1椅全体で,〕.1)ヽホイントとなり、 モ11,:t全体での215ホ イントを |:|!ilった。市田r村では、御浜川r2()t)ホ

イント、紀
′
i`町の0.69ホイントが il■メ〔tの数値をドいJったが、他の市田r村は 111111った。

けt楽・消費,ittlllli持数は、 i lTlげit内市町村の各評価要閃数1れを偏差値で比較したものであり、慨ね 10ホ イ

ントを越えるとりlt内で中膚f以11の快道性が確保されているとみることができる。紀1有全体では 1.23ポイント

となり、げt楽・消費の):そ株が確保されている結果となった。なお、熊野市を除く他の市町村は 1.0ホイント

を ド|口|ったがデータが1打牟壊全体のものが多く各田r村の現状があらわれているとは:子えない。

た化 ・スホーツf平価怖数は、図,1抽11Ⅲ8flFl施:投の蔵干1独、社会体行施設の施設数は紀1首全体で i lTl県の他地

域の水71とが確保されている。また、ltきがいに感じること、今後やってみたいことは、スボーツより学‖ ・

教益が多いことがどの市町村でもみられた結果となった。

【まとめ】

各評和1紅〔域において、分析 ・企定の方向となる 「評価軸Jを ドiいたが、今後は,1体的な 「l「平価閃 rJを f岳

標としてれ11出し、評価1対rの測定結果を往IH数1れ、舛t数作成、類似IJ体牛を参考に比峻分析し、現ri:の状況を

維持 ・改洋するために5イ|:程,生の中用lH標を,設定、また、各評価領域の企定と共に、各評価柏‖、評価1対rご

との作用、効果、結果の1期連についても分析し、対応を検ll・lする必要がある。分析 ・企定の作米段階は、各

分野の中IⅢl家、地域li:Ltの代友、行政1対係ヤなどで実施する方法がよいのではないかと考える。さらに、こ

の分析 ・企定に)1そづき、原1対の分析、 H供 の!i比定、対処方法の決定、実施 i二体の確ケとという 連ヽの過程で、

対応方策の検1討とその共体化を隊|り、その典体策である
lri米
を実施した後、毎イ|:1寛、その

!if米
が地域住Ltの

「行動Jを どう変えたか、各f岳標をH文りなく 「環境Jや 「ライフスタイルJに どのような形糾をrJぇたかを

総合的に評価し、中期的な観点での各す岳標政洋児通しや施策の効果の把拡、Fillllllの策定資料として活ナ|!でき

るものとするべきだと考えている。「げんきリフランJの i〕J査では、紀1椅地域にli:む人 は々、tiかな|'1然の中

で、ぷ十Jの人が将来もこの地域にli:み統けたいと各えていた。1イ|:|1増にわたる本切F究J'米から得られた二一

ズと課題を附まえて今後の行護ケアの充実と向 11を1文|ることが我々の使命であると考える。



13.地 域課題研究

県立志摩病院における精神科入院患者の

在院日数短縮に関する研究
学内研究典 :北島謙 Fi 川野雅資 藤 本十 二i 服 部希恵 大 谷恵

学外研F究真 :森明夫  11野茂 F 川 村女収子 文 章 楠 元監
^(県 立志摩病院)

Robcr t  A n d c r s (ハワイ大学) 森 千鶴 (111梨医科大学)回 生拓 r(大 阪大学)

角庄)亨r(広 品赤十字看進学校)小 瀬 !町降 (1重 大学附属病院)

研究 |1的

県立″忘摩病院為f神科人院忠者の実態および退院や社会参加を妨げる要因を踏まえ、看護ケア計画

の立突 ・実施 ・評価の側面から支援し、在院H数 の短縮化、社会参加の促進を行う。

1)F究方法

1.精 神科の人退院忠者教の推移と平均実在院 H数 の把握

2.食 看護職を対象に精神科人院忠子の実態の報告、および入院長期化の解決策に関心を示せるよ

うに説明会の実施

3.県 関係機関 (病院事業庁、障害保健福祉課)へ の実態報告と提吉

4.忠 者個々へのケアプラン (立案 ・実施 ・評価)に 対する定期的な監査および治療プログラムの

P増すこ

忠ヤ動向および本年度の介人内容

.介 人前後の 十`ム均実rl院|1教および入退院数の推移

平均実在院日数および入退院数の推移
口 ● 口 新入院患者数

一 退院患者数

人院忠者の |`え均実ri:院|1教 (Ⅲ)可企年)111-人院年月[1)は、介人 1年 前(51861 1 )にくらべ介入後 ,1

カ)jでは 4487Hと 69911減少していた。

調命|1以前の 1イ1を問と制企H以 降の 1年1判において人院忠者教、退院忠者数を比較すると、調査「1以

前の 1イ|を|1町において選院忠ヤ牧よりも人院忠杵数がやや多い傾向にあったが、調査H以 降は退院忠打数

のほうが多い傾向にある。また、介人開始以降の人院忠者数、退院忠ヤ数の総数がナ甘1えた。

EII.

酌
　
人

平成 12年ⅢO月31日

平均実在院 日数

4 4 8 7 5 日

平成 1 1年6月3 0日

平均実在院 日数

5186 2日

介

入

後

竹

月



2 .本 年度の介人内容

本年度の介人内容は以 ドの共に示したとおりである。

介 人  名 実施年月Ll 対  象 杓 容

|):訪S査結果説明会 H 1 2 4 1 2

( 2い1 1実施)

県 立志摩病院

精神科病棟 スタ

ツフ

・平成 11年 度「lF3査結果 ・考祭の説明および

看護ケアについて今後の方向性の提案

2)調査結果報11子会 1112517 県病1先事業庁、

障害保健柄れL課

Fヽ成 11イ千:度!)S企結果の説り1と県への提 :芋

3)石護ri亡鉢の監介 OH 12628
-2,111281

‐3H12Hl
l l H  i S  l  l l

県 立志摩病院

精神科病棟 スタ

ツフ

各人院忠者について焦Ftt H標・評価 H・ 看

護計「f・評価の監企を実施

4 ) 標準看護3 1 l  l l l l の作

成

il 12 7ヽ 県 立″忘摩病院

精神科病棟 スタ

ツフ

県立志摩病院に人院忠者の特性に合わせた

標準看護:il口iの作成と病棟スタッフヘの提

/Jく

S ) ヤすi 療プログラムの

確立と施行

卜1127～ りI革立フふlFs病院
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lV.考 察

人院忠者の 十`え均突す1:院H数 は、介人前にくらべ介人後 1カす1では 69911の 減少がみられたが、石護監

企特の介入以外の影響を考慮する必要がある。平成 12年 1)Jに介誕保険制度が導入され、他施j投への

転出の促進および往1可的な為f神科r正院「1数の漸次減少傾向などの影響が考えられる。

したがって、初|口|:〕可企 Hを 起点としたコホー ト打)F究、および多要十月の形響を分析するための多変 そヽ解

析特の子法を今後用いることが必要といえる。

人選院忠打数では、Ⅲ)付企|1以降で退院忠者数が増加傾向にあり、さらに介人1用始以降の人院はキ教、

選院忠杵教の総教が増加|し人退院が促進しているが、選院忠者は特に 十`え成 12イ|11月、5)lH子用1に急激な

増力||を示し介推保険準人による杉響と考えられる。さらに、|!可12)1に も,基院数が増加1しているのは、

介甚保険1刑度の形響に加|え ・部は介人の効果と考えられる。さらに平均突rl:院|十枚を魚!柿するためには

志lfr地域のネ|:会資源の連携、開すとを促進することが必要である。

現ri:も継続 して介人を実施しており、退院はイ数は介人前に比較し増力|1傾|れにあるため、今後測定す

る介人実施後の実れ二院 H数 はさらに減少していると推測される。最終的な本伊F究の行効性は次年)笠7サ!

以降の:討r価を作つことが必要である。



V。 まとめ

県立志摩病院精神科人院忠者に対する希護ケア:キilllllの立案 ・実施 ・評価を、定期的な看誕輪企によっ

て介入した結果、突イに院川数の焦'縮化、退院数の増力11牛のは活動向に変化がみられた。
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編 集 後 記

ⅢlりIt立看誕大学地域交,ヤこイ"F究センターの、平成 12イ|1度イ|1報が完成いたしました。この年報すこrJにあた

りましては、執牛いただいた研究,1の方々、
.!:務
局の方々に、多大なご協力をいただきましたことを深謝い

たします。

本センターは大学1相学と|IJ時に設rtされ、研究i判発事業、情報化研究事業、地域課題1研F究、県民局■tド1制

寸r米を実施してまいりました。設置からtl年卜1を迎え、本センター事業も
本っの節口を迎えたように思いま

す。ェi党性
Hl初から継統してまいりましたいくつかの研究開発寸f米は、本年度をもって先 rし、本年報にその

報fiiを集鉢いたました。 ‐方この 4年 十1町に、地域のニーズに呼応して新たに設置とされた研究の経過報triもご

ざいます。りit内7'Itとt用では、ⅢlЧ教,1がそれぞれに活動を展開し、その報告を掲載いたしました。本年報

を通じ、多くの方々に本センターの
lJ「
米をご埋解いただけますよう、心から願っております。 (Y)
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